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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　悪逆非道にして冷酷無比。古いにしえの世に君臨したという強大な邪竜──レーヴェンディア。

　火炎の息は万物を焼き尽くし、大爪は一振りすれば地平の果てまでを斬り裂き、牙は神すら殺す猛毒を宿していたという。その恐るべき力の数々は伝説として広く語られており、今もなお魔王に対抗しうる唯一の存在であるとされている。




　その怪物に、大事な友達が攫さらわれた。




『邪竜を人類の味方に付けるための生いけ贄にえだ』『必要な犠牲だ』。周りの連中はそう言って正当化するが、そんな理屈は糞くそくらえだった。女の子一人を犠牲にして平穏を得て、めでたしめでたしなんて許されるわけがない。

　だから、待っていてくれレーコ。

　誰が何と言おうと。必ずその邪竜を倒して、お前を取り戻してみせるから──







「たわけ！　気が散っているぞ！　余計なことを考えていないで修行に集中しろ！」

「うぎゃあっ！」

　背中に馬用の鞭むちを打たれてライオットは悲鳴を上げた。

　冒険者の街・ペリュドーナ。その街中を、ライオットは瓦が礫れき満載の荷車をかれこれ数時間は牽ひき続けている。少しでも速度を緩めれば、荷台前面に括くくりつけた椅子に座るアリアンテが鞭を打ってくる構図だ。ほとんど児童虐待である。

「強くなりたいんだろう!?　ならば無駄な妄想をする暇などないはずだ！」

「ウッス！　すいませんでしたぁっ！」

　ヒロイックな考えを振り払って、ライオットは今日一日の生存に精神を注力する。じゃないと本気で殺される。

「お前が頑張れば瓦礫の撤去が捗はかどって街の復興も進む。体力の限界が来て倒れたら薬なり魔法なりですぐ蘇そ生せいさせてやるから、安心して息が止まるまで走っていいぞ」

「ウッス！」

　正直なところ、息が止まる前に休憩を挟ませて欲しい。が、強くなるためにはそちらの無茶の方が効率がいいというなら、それに従うまで。

「では、体力トレと並行して戦術教養もやるぞ。今から私が一問一答形式で魔物や魔力についての問題を出す。間違えるたびに鞭一回だから覚悟して答えろ」

「えっ。俺、今日までそんなの何も教えてもらってないんだけど」

　息を切らしつつも咄とつ嗟さに抗弁した。さすがにそれは無茶が過ぎる。

　と、振り返ると同時にアリアンテから紐ひもで括られた紙束が投げられてきた。慌てつつも、一瞬だけ荷車から片手を放してなんとかキャッチ。

「それが今日のテキストだ。五分やるから覚えろ」

「……五分？　それ、短すぎ──いやいいか」

　やれと言われたらやるまでだ。読むために荷車を停車させようとするが、

「馬鹿者！　誰が足を止めていいと言った！　走りながら読め！」

「ぐぎゃぁっ！」

　怒号と鞭で強制的にスピードを戻される。

「師匠！　走りながらってのはさすがに無理だと思う俺！」

「何が無理だ。お前には両手が付いているだろう。右手で荷車を牽いて左手で読めば何の無理がある？」

「途中で人撥はねないかそれ？」

「右目で前を見て左目でテキストを読め。視界を割る技術を覚えろ。敵が二体いるとき、同時に動きを把握できねば死ぬだけだからな」

　なにやら説得力のある理屈にライオットは反論の言葉を失う。

「それに、お前は一刻も早く強くなりたいのだろう？　同時進行が嫌だというのなら、座学は道場に戻ってからにしてやってもいい。しかし、そうなると修行には単純計算で倍の時間がかかるぞ」

「……ああ」

　ライオットは渋々と無茶な姿勢での荷車牽きを続行する。何度か通行人に突っ込みかけて、アリアンテから鞭での進路変更を受けた。

「なあ師匠」

　まるで頭に入らないテキストを睨にらみつつ、ライオットは背後に問いかける。

「なんだ」

「正直、戦うのにこんな知識がいるのか？　そういうのって、戦いながら感覚で摑つかんでいくものだと思うんだけど」

「たわけ。お前のような基礎もできていない輩やからが実戦でそんな行き当たりばったりをしてみろ。せいぜい半日でお陀だ仏ぶつだ。実戦で力を積むためには、まず実戦に赴いて無事に帰ってくるだけの基礎を積む必要があるんだ」

　そこでアリアンテは短い咳せき払ばらいをした。

「無論、これは基礎に限った話ではない。魔法や魔物が絡む戦いにおいて、知識は大いなる武器になる。私とて昔は貧弱な小娘に過ぎなかった。そこから今の力を得るに至ったのは単なる武の修練だけでなく、知の研けん鑽さんも積んでこそ。いわば両輪の関係だ──ちょうどいい、あれを見ろ」

　アリアンテが指さしたのは、ちょうど通りがかった中央広場に建てられている一体の銅像だった。禿とく頭とうに長いひげをたくわえた男で、捻ねじれた木の杖つえを天に向かって堂々と掲げている。

「あれは、かつて方々の国々に魔法を広めた伝説の大魔導士だ。彼の遺のこした理論はその後千年以上も魔法理論の礎となり、私も大いに学ばせてもらった。いいか、どんな戦士も最初は未熟だ。だからこそ先人の遺した知恵に学ぶのだ。あの大魔導士も、おそらく血の滲にじむような修練と苦学を経て──」

　そのときだった。

　いきなり銅像がビキビキと音を立てて全身に亀裂を作り、次の瞬間には粉々に砕けてしまったのだ。

「……なんか壊れたぞ」

「止まれ」

　その一言でライオットは数時間ぶりの休息を得る。荷車を止めて膝をつくと、アリアンテは即座に広場に飛んで行き、管理人の男性を詰め所から呼び出した。

「妙に突然壊れたが、何か異常があったのか？」

「いえ特段には。ですが、この前の魔物の襲撃のとき、邪竜の眷けん属ぞくの子がすごい暴れ方をしたでしょう？　あれのせいで、いろいろガタが来たんじゃないですかねえ。古いものですし」

「魔物の気配は……あれ以外はないな」

　アリアンテが仰いだ上空をライオットもつられて見上げる。

　そこには、先日からペリュドーナに居つくようになった銀色のドラゴンが旋回していた。撃ち落とそうとする戦士たちの攻撃を、訓練と自称しては毎日のように迎撃して、窮地になるたび一時逃亡するという意味不明なことを繰り返している謎のドラゴンである。アリアンテは「ある意味かわいそうなやつだ」と言っていた。きっと少しおかしくなっているのだろう。

　とはいえ、今はそんなドラゴンはどうでもよかった。銅像に関する管理人の話の方がずっと気になる。

「眷属の子って、レーコがこの街に何かしたのか？」

　息を整えて立ち上がったライオットは話に割り込む。アリアンテはどこかうんざりしたような顔になり、渋々と言う。

「いいや、あの娘は吼ほえただけだ。吼えただけでこの街の戦士全員の攻撃を搔かき消けしてしまったがな」

「レーコ……。くそ、あいつはそんな力なんて望んじゃいないはずなのに」

「そうだな」

　なぜか棒読み口調になったアリアンテは、あらぬ方角に視線を向ける。

　空の彼方かなたの山脈を眺めて、遠くの誰かに思いを馳はせるように。

「……悪い前兆でないといいが」

　そして、不吉なことをぼそりと呟つぶやいた。
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　うららかな昼下がりの草原。わしはこの上なく遅い歩みを進めながら、鼻先を舞う蝶ちようの気楽さを羨ましく眺めていた。

　本来、こんな爽やかな場所にあれば心も健やかになろうものだが、そうはいかない。

「ふふ……首を洗って待っているがいい魔王。邪竜様のこの一歩一歩が、すなわち貴様の死へのカウントダウン。残り短い命をせいぜい惜しんで震えていろ……」

　背中から降ってくる不穏な声に、「わしも蝶になりたい」と心から思う。溢あふれそうになる涙をこらえ、背を振り返ったわしはレーコを諫いさめる。

「のうレーコ。誰がどこで聞いておるか分からんのじゃから、あんまり物騒なことを言うのはやめようの？　一応わしらは正体を隠して旅を進める予定なんじゃから」

「はっ。申し訳ありません邪竜様。私としたことが、この暖かな陽気に浮かれてつい子供じみた発言をしてしまいました」

「うん、わしの印象だと子供じみてはなかったと思うけどね。むしろその対極というか」

「では気を引き締めまして、眷属としての職務に専念することにいたします」

　せっせとレーコは荷物から巻紙を取り出して、インクを浸したペンを走らせ始めた。若返りの薬で小さくなった今の体たい軀くだと、背でカリカリと走る筆音がはっきりと聞こえる。

「何をしとるの？」

「邪竜様が魔王を討つこの旅路は、後の世で伝説──いえ、神話として語り継がれるに違いありません。つきましては、この私めが眷属としてその神話を克明に記録しようと思うのです。常に邪竜様のお傍そばにいてこそ叶かなうこの大役は、いわば未来の聖典を綴つづる作業といっても過言ではないでしょう」

「後でそれわしにも見せてもらっていい？　すごく嫌な予感がするから」

「何を仰おつしやいます。後でと言わず、邪竜様がお望みになるなら今すぐにでも読み上げましょう。既に最近の大きな出来事は記述し終えております」

「うん、じゃあ初めにわしらが会った日のところをお願い」

　おそらくその記述にはレーコ的な捏ねつ造ぞうや脚色が混ざっているはずだ。できることなら文書ごと処分したいが、きっとレーコが譲らないだろうから、せめて内容を確認した上で穏便な方向に修正したい。

　レーコはえっへんと声を張り、ハキハキと記録を読み上げ始めた。

「『わしの眷属になるがよい。共に魔王を滅ぼすとしようぞ』。私が深山の洞窟を訪ねたとき、畏れ多くも邪竜様はそう仰った。そして私の魂を召し上がるや、魔王への死刑宣告とばかりに高らかと吼えた。今再びこの世を統べらんとする邪竜様の強大な意志は、天変地異となって世界を震わせ、麓の村は跡形もなく蒸発した──」

「お主の村って蒸発したっけ？」

「あのような寒村、最初から半分くらい蒸発しているようなものです」

「さらっと捏造を認めたねお主。ちゃんと修正しといて」

「かしこまりました。ほどほどの蒸発加減にしておきます」

　その後にレーコが語った経緯もほとんど同じような調子で、事実とは大いにかけ離れていた。冒険者の街・ペリュドーナはわしが壊滅させたということになっていたし、水の聖女の町・セーレンではわしが聖女様を血祭りに上げたことになっていた。

　実際のところはペリュドーナでは魔物から街を守るのに一役買ったし、聖女様は今も元気なはずである。

　わしは大きくため息を吐いて、足元の草を食はんだ。

　本当のわしは邪竜どころか、そこらの動物にも負けてしまうようなしがない草食トカゲだというのに。

「まあええか。で、レーコ。行き先はこっちの方角のままでよかったかの？」

「はい。このままで大丈夫です」

　レーコの蒼あおい瞳がきらりと光る。お得意の自称・千里眼だ。この子の能力はトンデモ極まりないが、言いさえすればだいたいのことを実現してくれるので助かる。

「邪竜様のリクエストは『治安がよく、魔物の脅威も少なく、穏やかに平和に過ごせる場所』でしたね。おそらくは平和ボケをした愚民どもなら一息に掌握しやすいというお考え。さすが邪竜様……」

「後半はスルーしておくけど、とにかくこのまま行けばそういう場所に着くのね？」

「お任せください」

　レーコは自信満々に頷うなずく。

　とはいえ、わしには不安があった。目の前の草原の風景の中に、今のところ町など微み塵じんも見えない。そして草原の果てに臨んでいるのは、まるで絶壁のようにそびえる岩肌剝むき出だしの山脈である。

「のうレーコ……ちなみにじゃけど、あの山を越えたりするルートかの？」

「はい。邪竜様の翼なら簡単に越せるかと」

　どっと噴き出しそうになる汗の気配を抑え込み、わしは一瞬でフルに頭を捻ひねった。

「レーコ。あの山に漂う邪気を感じるかの？」

「邪竜様？　いえ、私には何も……」

「分からぬか。あれはおそらく魔王がかけた結界じゃ。あの邪気の中に迂う闊かつに飛び込んでしまえば、わしはともかく未熟なお主は耐えられん。あの山を飛び越えて行くのは避けたほうがいいじゃろう」

「なるほど。言われてみれば、確かに邪悪な気配が漂っている気がしてきました」

　わしも着実に成長してきた。敵を前にしたときの戦闘態勢のレーコならともかく、こういう日常的な場面では上手うまく誘導できる。

「というわけで、他にルートはないかの？　なければ引き返してまた草原をゆっくり歩くのもええけど」

「そうですね……見えました。トンネルが一本開通しているようです。通り抜ければ目的の国に着きます」

「お、そりゃ都合がええのう。んじゃこのまま行こうか」

　希望が見えたわしの足も心なしか速まる。今度こそ上手く正体を隠したまま人里に留とどまり、可能な限り長く平穏な生活を送るのだ。目標としてはだいたい二十年くらい。

　それから、レーコの案内どおりに数日かけて平原を進み、件くだんのトンネルを目指した。

　近づくにつれて商人の姿を見かけることも増え、新天地への期待がわしの心を躍らせる。




　しかし、何事もそう都合よくはいかなかった。




「……通行料？」

　トンネルに到着したわしらを待っていたのは、綺き麗れいに整備された関所であった。

　アーチ状の石積みがまるで門のようにトンネルの前に設けられ、その手前には槍やりを構えた屈強な番兵が何人も立っている。その脇に建った詰所には巨大な秤はかりの計量装置が何台も用意されており──通行人数と積荷の量に応じた通行料を取るのだと、その辺の商人たちの雑談から察せられた。

　そしてどうやら、その額はえらく高額らしい。

「……レーコ。通行料の件って千里眼で見えなかったかの？」

「見えておりましたが、邪竜様ならばあの番兵どもを消し飛ばすなど造作もないかと」

「あのね、そういう暴力行為を前提としたルート想定をしてはいかんよ？　もっと平和的に通れる道を探さないと」

　詰所の前に列を成した商人たちは積荷の計量手続きをし、それに応じた金額を払っている。ほとんどが現金払いでは済まぬほどの金額のようで、手形か何かを出して手続きしている者が目立つ。

　一方、わしらの所持金はアリアンテがくれた巾着一袋の銀貨だけである。

　だが諦めるのは早い。こちらはほとんど日用品ぐらいしか荷物はない。単に二人分の通行料だけなら、ギリギリ今の手持ちで済む可能性もある。

「とりあえず並んで計量しようかの」

「了解です邪竜様」

　歴戦の猛者といった感じの商人が幾人も並ぶ中、小型ドラゴンとそれに跨またがった少女の組み合わせというのは否いや応おうなく目立った。

　好奇の視線に耐えていると、やがて先頭となり関所の役人の女性に呼ばれた。多くの商人を相手にしているためか、わしが前に出てきても一切動じる様子はない。丸眼鏡をかけて抑揚のない声で話すその見た目は、さながら機械人形のようだ。

「すまんの。大人と子供それぞれ一名なんじゃけど、通行料はいくらかの？」

「大人？　失礼ですが、そちらのお嬢様ともう一名はどこに？」

「またまた、わしじゃよ。こう見えて結構大人なんじゃよわし」

　なんたって約五千歳である。

「失礼」

　役人は詰所のバックスペースに戻り、何やら奥の人と相談してすぐ戻ってきた。

「申し訳ありません。人間でも荷馬でもない方の場合、商品として扱うのが原則となっております。また、あなたのようなドラゴンの場合、非常に稀き少しような商品ということで特別関税がかかり、金額としてはこのようになるかと」

　そこで役人が提示した金貨の枚数は、わしらの所持金を十倍にしてもまだ足りない額だった。

　が、緊急の問題は所持金不足よりも、わしを商品扱いされて不穏なオーラを放ち始めたレーコの方だった。

「商品……？　貴様、邪竜様を商品だと……？」

「規則ですので」

「表に出ろ。そこまで規則が好きならば、邪竜様の敷く冥府の法に従い貴様を八つ裂きに処してやろう」

「レーコ、違うんじゃよ。これはわしを侮辱してるわけじゃなくて、わしを評価しての数字なのよ。わしがあまりに稀少で珍しくて商品価値が高いから、特別な金額にしないと市場が混乱してしまうということなのよ、分かる？」

　自分で言ってて悲しくなってくる。

　ちなみに太古の昔、わしが人間の商人の間で売り買いされていたころ、付いた値段はパン一斤だった。それでも買い手は付かなかった。懐かしい涙の思い出である。

「……分かりました」

「おお、そりゃよかった。しかし困ったのう。なあお姉さん、どうにか割引とかしてもらえんかの？」

「例外は認めておりません。この【大魔導士の風穴】は単なるトンネルではなく、歴史上極めて重要な史跡でもありますので、管理保全のためにも通行者の皆さまには適切な料金を払っていただく決まりになっております」

「大魔導士の風穴？　このトンネルの名前かの？」

「はい。それで、どうなさいますか。通行料が払えないということでしたらお引き取りを」

　わしは途方に暮れる。無理が通じるようではなさそうだし、ここで粘っても後ろに並んでいる人たちに迷惑である。

　ここはやはり、トンネルを通るのは諦めて別のルートに向かうしか──

「ん？　レーコ？」

　そのとき、頰ほおを膨らませたレーコが踵きびすを返してずいずいとどこかへ歩き始めた。わしは詰所の人にお辞儀をして、慌てて後を追う。

「待ってレーコ、どこ行くの？」

　呼びかけにレーコが立ち止まる。トンネルから少し離れた山の岩壁の際で。

「邪竜様、奴らはとんだ不敬者どもです。邪竜様を商品呼ばわりした上、金額の譲歩すらしてこないとは……。そんな連中にわざわざ金をくれてやることはありません」

「まあ、払おうにもお金はないんじゃけどね」

　す、とレーコは腰の鞘さやから宝石の短剣を抜いた。

「先ほど、あの人間が【大魔導士の風穴】と言っていましたが……おそらくあのトンネルは、遥はるか昔に大魔導士とやらが魔法で開通させたものなのでしょう。魔力の残ざん滓しが未いまだに感じ取れます」

「へえ。こんなのを一人で通すなんて、そりゃすごいのう」

「ええ。あくまで人間にしては──ですが」

　言葉とともに、レーコが山肌に向けて無造作に短剣を振った。




　その後何が起きたか、わしはあまり記憶がない。




　確実に言えるのは──レーコの挙動とともに凄すさまじい轟ごう音おんが響いて、気付いたときには目の前に既存のトンネルよりも幅広なトンネルがすっぽりと開通していたこと。商人も番兵も誰もが驚きよう愕がくと恐怖を混ぜたような顔で立ち尽くしていたこと。レーコだけが「さあ行きましょう邪竜様」とウキウキ状態だったこと。

　わしは。

　逃げるようにして、レーコとともに新たなトンネルへと駆け込んだ。




　　　＊




　洞穴の中には虫一匹いない。開通したばかりなのだから当然だが、あまりの静けさは不安感を煽あおる。まるであの世に迷い込んでしまったかのようだ。

　レーコの瞳が放つ怪しい蒼そう光こうを頼りに、わしは暗闇をただ進む。

「いずれこのトンネルにも明かりが灯ともされ、人々の崇あがめる聖地となるでしょう。そして隣にあったチンケなトンネルは朽ち果てるのです。邪竜様がじきじきに穿うがったこの道を前にしては、たかが人間の掘った穴倉など忘れ去られて当然のこと」

「さらっと主犯がわしになっとるね」

「私の行いはすなわち邪竜様の行いでありますので」

「責任だけわしに降りかかってきちゃうのかあ」

　項うな垂だれながら、わしは今後をますます憂う。

　路銀がなければ旅路は成り立たないのが普通だが、レーコはそれでも「どうにかしてしまう」のが問題なのだ。どうにかするにあたり、周辺のことはまったく考慮しない。

　今回のトンネルも、勝手に新道を通して関所を無視してしまったのだから、後でどんな問題になるかも知れない。かといって引き返すのも怖い。

「……やっぱりもう少しお金があった方がええのう」

　金欠が続けば同じような場面が何度も訪れかねない。たとえば船代がなくて川が渡れないとなれば、レーコはたぶん川の水を全部干上がらせたりする。

「邪竜様？　軍資金が要り用なのですか？　お任せください。私の見たところ、この山には金脈が埋もれているようです。かなり深い位置にありますので、さっそく山ごと吹き飛ばして手中に収めることとしましょう」

「うん、その金脈は魔王の罠わなじゃよ。掘ってもなんにも出てこないフェイクじゃから。構わないで無視しておいて」

「なんだフェイクでしたか。おのれ魔王」

　危なかった。トラブル回避のためにお金を欲したのに、そのせいで新たなトラブルを誘発してしまうところだった。魔王の罠という汎用性の高いワードがなければ即死していたかもしれない。

　一応、濡ぬれ衣ぎぬを着せた魔王には心の中でそっと謝っておく。

「それよりレーコ。この先は平和なところなんじゃよね？」

「はい。規模は小さいですが街ではなくれっきとした独立国であり、近年は魔物の侵攻も他国とのいざこざもなく、治安も安定しています」

　よかった。穏やかな土地柄なら、誠意を尽くして謝ればトンネルの件も許してくれよう。

「その要因は、魔導士の重用にあります。山越えの要衝ということで潤沢な国富があり、それを資金として各地から強力な魔導士を招いているのです。小国ゆえ目立ちませんが、国家の防衛力に関して言えば極めて高い部類に入るかと」

「ん？」

「加えて、王家の存在が大きいです。代々優秀な魔導士を輩出してきた一族であり、その力は王単騎で万軍に匹敵するとも言われております。さらに、山々に囲まれた国土は天然の要塞であり、高台には無数の魔力砲が……」

「平和なとこなんじゃよね？」

「はい。そうした高い戦闘力によって数百年の平和を維持しています」

　わしが想像していたのと方向性が若干違う。わしの理想──お爺じいさんとかお婆ばあさんが助け合いながら細々と野菜を作ってる小さい村なんか──とはえらく遠い。

　普通に入国するならまだしも、今の状況でそんなお国柄を伝えられても不安しかない。下手したら不法入国扱いなわけだし。

「……レーコ、やっぱり引き返すことにせんかの？」

「邪竜様がそう仰おつしやるならば何処どこへでも」

「んじゃ戻ろうかの」

　そう言って振り向いたとき、その先で微かすかな光が揺れたのが見えた。遠くに浮かぶランプらしき光の点が、人の声とともに近づいてくる。

「いないな。まだ先にいるみたいだ」

「分かれ道はなかったな？」

「絶対に見失うな」

　わしは全力で逃走を開始した。土を踏むわしの足音に、「いたぞ！　すぐ近くだ！」と発見の怒号が上がる。

「引き返すのではなかったのですか？」

「いやぁ、やっぱりレーコがせっかく道を掘ってくれたのだからの！」

　半ば悲鳴でわしは言い訳する。追手は迫っており、既に退路はなかった。とりあえずこのままトンネルを抜けて、後は最悪……レーコに翼を生やしてもらって空に逃げよう。本当に最悪の手段ではあるけれど。

「そうですか邪竜様……私としては大した労力ではなかったのですが、そこまで私の働きをいたわってくださるのですね」

「うん！　ところで話は変わるんじゃけど、もしかしたらほんの少しだけ飛ぶかもしれんから、いつでもわしに翼を生やせるように準備しとって。わしは万一の戦いにそなえて魔力を温存しておきたいから」

「かしこまりました」

　レーコが答えるなり、わしの背中でばさりと一双の翼音が鳴る。

　そして、ふわりとわしの身体からだが宙に浮き上がった。

「え？　レーコ？　まだ洞窟の中じゃよ？」

「せっかく邪竜様にいたわっていただいたのですから、もう一働きせねば罰ばちが当たります」

　しなくていい──そう言いかけたときにはもう遅かった。

　翼のはためきとともに、わしの身体が猛スピードで前方に飛んだ。一切の上昇を伴わない急激な水平加速に、わしの意識が半分くらい持っていかれる。

　止めようにも言葉を発する余裕はない。そしてそのまま視界が暗転しかけたとき、いきなり閃せん光こうのような真っ白い明るさがわしの視界を埋めた。

　あの世に到達したわけではない。

　トンネルを抜けたのだ。

　同時に、耳を裂くような大勢の叫びが聞こえる。きっと大軍に囲まれているのだ。

　……と思ったら、違った。

「ありゃ？」

　眩くらんだ目を薄く開いて周りの様子を見る。反対側と同じような関所の光景で、声を上げている人々はほとんど武器も防具も付けていない民間人だった。彼らを押しとどめるようにして、何人か装備のある者もいるが、数はそこまで多くない。

　おまけに、声はよく聞くと敵意ではなく、むしろ喜色に満ちていた。「ようこそ」などといった感じの言葉がチラホラと聞き取れる。

「どうなさいますか邪竜様。飛びますか？」

「あ、待って。一旦翼はしまってええよ。なんか状況が違いそう」

　指示どおり、レーコはおとなしく翼を消す。

　わしが目を擦こすって何度かまばたきをしていると、槍やりを携えた一人の壮年男性が歩み寄ってきた。数名いる武装した者のうちの一人で、軽装鎧よろいの上から紫色の絹布をマントのように纏まとっている。警戒しているような素振りはあるが、敵意までは感じない。

　そしておもむろに、わしらの前に跪ひざまずいた。

「ようこそ我が国にいらっしゃいました。大魔導士様」

　畏敬に満ちた視線が向く先は、わしではなく、背中のレーコであった。

　これに対してレーコは、

「何を勘違いしている。私はただの眷ぞ──」

「待ってレーコ。謙遜しなくていいから。お主は魔導士で、とびっきりの腕前じゃから。わしは使い魔のドラゴン。そうじゃよね？」

「……はい。私は魔導士でした」

　この子はすぐに設定を忘れて素性を語ろうとするのがいけない。

　槍を持った男性は警戒を深めるように唇を真一文字に結んだが、それでも跪いた姿勢は崩さない。

「国外側の関所より既に報告は受けております。かつての伝説の大魔導士様さながらに、この新たな道を穿ったと。しかもたった一振りで……」

「たかが穴をくり抜く程度のことで大おお袈げ裟さな。この山を丸ごと吹き飛ばしてもまだ私の力は有り余るほどだ」

「それはなんと……」

「あ、あのな。ちょっとお金がなかったもんでこの子が新しい道を通してしまったんじゃけど、許してくれるかの？　新しく掘った穴の方は、塞いでもらうなり予備のトンネルにしてもらうなり、お主らの自由にしてもらって構わんから」

　男性はわしの言葉を聞くなり、きょとんとした顔になってわしとレーコを交互に見た。

「……よいのですか？」

「私は構わん」

「もちろんじゃよ。じゃから、できれば勝手に掘ったことを許して欲しいんじゃけど……」

「それはもちろん──ですが、少々お待ちいただけますか」

　槍の男性は立ち上がり、やや離れたところまで行って数名の戦士と立ち話を始めた。

　わしには聞こえないが、レーコが驚異的な聴力で耳をひくつかせる。

「ふふ……邪竜様。奴ら、早くも邪竜様のご威光に気付き始めたようです。『黒くろ鱗うろこと蒼あおい瞳のドラゴンといえばレーヴェンディアでは？』『山向こうで邪竜が復活したと聞く』『眷けん属ぞくの娘もいるという話だ』『まさかあの小さいドラゴンは、正体を隠した邪竜か？』などと相談しております。ここまでくればもはや隠し立てはできません、こちらから正体を現し先制攻撃に打って出るのがベターかと」

「何に対してベターなの？」

　今にも暴走しそうなレーコを制止し、わしはじっと事の成り行きを待つ。

　が、そのとき武装した戦士たちに押しとどめられていた人垣が決壊し、わしらの周りにどっと人波が押し寄せてきた。

「大魔導士様！　ぜひ握手を！」

「本日のお宿はお決まりですか!?　ぜひ当宿でもてなしを！」

「先日子供が生まれたんですが、名前を付けてもらえませんか！」

　次から次へと人が押し寄せてきて、もみくちゃにされる。ちなみに、わしに対する言葉はほぼ何もなかった。

「こら！　旅の方を煩わせるな！　入国手続きが終わるまで民間の者は下がっていろ！」

　人混みの後ろで戦士が混乱を抑えようと叫んでいるが、誰も聞く様子はない。

　背中のレーコを振り返れば、わしに対して目線で「こいつらを消し飛ばしますか？」と尋ねてきている。わしはものすごい勢いで首を振る。

　いつまでも収まらない騒ぎの人混みを搔かきわけて、先ほどの槍を持った男性が懸命に近づいてきた。人々に半ば押し潰されつつ、彼はこう言う。

「こ、この状況では落ち着いて話もできません。よろしければ、近くに私の公邸がありますので、そこでお話しいたしませんか？」

「あ、そうね。ここだとパニックになっとるもんね」

「許可が出たぞ！　皆、道を作れ！」

　男性の指示に従って屈強な戦士たちが身を挺ていし、人混みの中にアーチで道を作る。漢おとこ臭いアーチの中をわしらが進むと、なぜか脇から拍手が巻き起こった。恥ずかしくてわしは俯うつむいてしまう。

「申し遅れました。私はこのアスガ国軍で将を務めております、【雷らい槍そう】のエドワルドと申します。お見知りおきを」

「そうか。私は【神しん魔ま必ひつ滅めつ】のレーコという。覚えておけ」

「妙な対抗意識で自己紹介に謎の単語を混ぜなかったお主？」

「対抗意識ではありません。この者が急に【雷槍】とか言い出すものですから、この国には名前の前にカッコいい単語を付ける文化があるのかと思いまして。郷ごうに入れば郷に従えの精神です」

「即興のわりにずいぶんキレキレじゃね」

　元からレーコの趣味に合いそうではあるけれど。

　エドワルドは詫わびるように頭を下げた。

「唐突に申し訳ありませんでした。我らがアスガ国では、貴族は名に号名を冠して名乗る慣習があるのです」

「構わん。ちなみにこちらの邪……ドラゴンは【超ちよう暗あん黒こく深しん淵えん破は壊かい獄ごく炎えん覇は道どう竜りゆう】の異名を持つ。魂に刻んで来世まで記憶しろ」

「超暗黒……？」

「あ、覚えなくていいです。わしも覚えきれなかったから」

「はあ……」

　生返事をするエドワルドの背中をじっと見る。槍を携えてはいるものの、魔力の気配からしておそらくは魔導士である。野次馬を抑えながら後についてくる戦士たちも、ほとんどが魔力の気配を持っている。

　全体の練度としては熟練の冒険者が集うペリュドーナの平均をも凌しのぐだろう。もっとも、個々の話でいえばアリアンテに及ぶ者はいない。仮にもレーコを一度倒している彼女は、人間の中ではトップクラスの腕だ。

　しばし行くと、街が近くに見えてきた。凹凸のない滑らかな敷石で整備された中央街道と、それに沿って建つ無数の建物。宿や問屋と思おぼしき看板が多いのは、交易の要衝という土地柄を示している。

「あれです」

　エドワルドが指さしたのは、こちらから見て街の最も手前──いってみれば、端っこに位置する二階建ての屋敷だった。

　白塗り一色で窓も少ない堅けん牢ろうそうなその構造は、単に住居というよりも、街の入口で睨にらみを利かせる前線基地といった趣がある。

「客人を連れてきた。客間……いや、二階の広間で待っていてもらってくれ。あちらの方が見晴らしがいいだろうからな」

　屋敷に入ると、エドワルドはメイドらしい老年の女性にそう伝えた。

「では、しばし二階でお待ちください。私は大魔導士様へのもてなしを確認して参りますので、どうかごゆるりと」

「え、そんなのええよ。わしらはただ入国審査だけ済ませてもらえばいいから」

「それはいけません。このアスガ王国は優れた魔導士に何よりも敬意を払っております。大魔導士様の来訪にあたって無礼を働いては、国としての名折れであります」

「そうですよ。さ、さ、こちらへ」

　メイドの女性がわしらを二階に案内する。

　案内された広間は、どちらかというと会議を行うような場所に見えた。山脈を一望できる窓と、その手間に十数人が座れる巨大な円卓が置かれている。

「今お茶をお持ちしますので」

　ほっと一息つきかけたわしだが、メイドの女性が去っていくなりレーコは小さく言った。

「あの老女。大量の暗器を隠し持っていますね」

「そんな世知辛い情報は聞きたくなかったなあ」

　窓の外からは未いまだに「大魔導士様！」と歓喜する民衆の声が響いてくるが、国防を担う人たちにとってわしらは危険分子以外の何物でもないのだろう。

「穴を開けただけで大袈裟な……」

　レーコがちらりと窓から外を見ると、大歓声が沸き起こった。本人はやや面めん倒どうそうな顔を浮かべ、踵きびすを返して窓から離れる。

「すいませんねえ。この国は魔導士が多いんですが、大魔導士様となると歴史でしか知りませんからね。みな、舞い上がっているんです」

　声に振り返ると、茶の入ったカップをトレーに載せて老女が戻ってきていた。わしに対しては、カップの代わりにスープ皿が用意されている。

「ああ、お気遣いありがとの。ほらレーコもお礼」

「誉ほめてやろう」

　悠然と茶をすすりながらレーコは答えた。なんか違う。

「光栄でございます。ところで大魔導士様は、既にどこかの国にお住まいで？」

「我らは魔王を倒す旅の途中。故郷はとうに捨てた」

「魔王を？」

　老女の目がやや見開いた。わしは慌ててレーコの口を塞ぐ。

「ま、まあいずれはの目標でな。この子はまだ若いし、焦らずゆっくり旅をしようかと思っておるよ」

「……そうですか。ところでドラゴン様、あなたはこの少女とどういった関係で？」

「う、うんとね。わしはただの使い魔よ。全然怪しくないよ？」

「……かしこまりました。どうぞ、ごゆっくり」

　老女は恭うやうやしく頭を下げ、静かに広間を去っていった。わしは大きく安あん堵どの息を吐いて床に転がる。

「やっぱり噂うわさは速いのう……。一般の人たちにはともかく、国とかギルドにはもうわしらの話は伝わっておるんじゃろうなあ」

「まだ諦めるのは早いです邪竜様。我らの正体に気付いた者をその場で始末し続ければ、悪い噂を消し去ることも可能でしょう」

「そんな雑な情報操作をしては、最後にはわしとお主しか残らないと思う」

　早々に茶を飲み干したレーコは、椅子にもたれかかって足をぶらつかせ始める。

「しかし、あまりにも容易すぎて驚くばかりです。警戒している者もいるようですが、愚民どもは見てのとおり我らを人間の味方だと誤解しています。まったく、邪竜様の威光にも気付かぬ節穴どもめ」

「ええのよ、それで」

　どちらかというと、こんな風に優しく接してくれていた方が嬉うれしい。

「承知しております。どうやらこの国は、想定していた以上に魔導士に対して好意的なようです。この私が魔導士を装えば、たちまち王すら凌ぐ信頼を獲得できましょう」

「本当かなあ。お主は人格面でいろいろ危険な気がするよ」

「なにしろ、先ほどの【雷槍】とかいう男があの程度の腕で将になっているほどです。しかも貴族とのこと。この私が真の力を見せれば、王すら跪ひざまずいて最上位の貴族に任命するに違いありません」

　不敵に笑いながらレーコは妄想している。実際、レーコが真の力を見せたら貴族任命どころか魔王並みの危険人物としてマークされるだけだと思う。

　とはいえ、今の好意的な状況を逃す手はない。

「いいレーコ？　これはチャンスじゃよ。わしらは今、旅を続けるお金とか物資があんまりないじゃろ？　ここは一つ、この国でしばらくお世話になっていろいろと恵んでもらうのがええと思う。だからお主はわしの言うことをよく聞いて、優秀な魔導士のフリをしてな？」

「もちろんでございます邪竜様。私とて、この状況でどう振るまうべきかはしっかり心得ております」

　そう言ったレーコは立ち上がって、窓際に寄って人々に手を振った。その仕草は配下に手を振る悪の首しゆ魁かいといった感じの、実に悪役じみたものだったが、それでも人々はレーコの本心に気付かず歓声を上げた。

「ここで掌握した人心を利用し、まずはこの国で一定の地位を得る。人間との和平を考え、無用な争いは控える。邪竜様が仰おつしやっているのはそういうことですね？」

「そう、そうよ。よかったぁ、お主もいよいよ分かってきたね」

　ここで褒めたのがまずかった。レーコはすごい勢いでわしに食いついて、嬉しそうにぎゅっと両拳を握った。

「ええ、そこまでが第一段階です。そして信頼を得た頃、真の計画はスタートするのです」

「わしはそれ以上のビジョンを描いてはおらんよ？」

「地位を得れば、国の王侯貴族どもに会う機会も増えるでしょう。その際に一人ずつ洗脳していくのです。『邪竜様の意思こそ絶対』と」

「お主って洗脳とかできたっけ？」

「造作もありません」

「造作もないのね」

　わしの目にきらりと涙が輝く。

「そして国の中枢を邪竜様の意のままとすれば、王すらも邪竜様の意のままとなる傀かい儡らい国家の完成であります。民から搾るだけ税を搾り上げれば、資金も無限に調達が可能。これぞまさに邪竜様の望む平和的な手法……」

「失礼します」

「レーコ。そういう作戦はダメじゃって。全然平和じゃないし」

「では、やはり単刀直入に武力で滅ぼすのですね。それでこそ邪竜様です」

　ん？　とわしは首を傾かしげて広間の入口に向いた。会話の途中で、「失礼します」という声が聞こえた気が──

「邪竜……？」

　戸口では、何やら国の偉そうな感じの人々を大勢連れてきたエドワルドが、わなわなと震えながら立っていた。

　そこからの決断は速かった。




　わしは（レーコに命じて）翼を生やし、屋敷の窓から飛んで逃げた。
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　国中に警報が鳴り響いていた。

　国土をほとんど山に囲まれたこのアスガという小国にあって、各所から鳴り響くサイレンは山やま彦びことなってますます不穏な雰囲気を搔かき立てる。

　もっとも、その警報の原因となっているのはわしらだ。

『国民のみなさまへ警報です。邪竜レーヴェンディアが国内に出現しました。速やかに地区の避難場所に移動し、現地の誘導指示に従ってください。繰り返します……』

　こんな感じで、まるでわしが今から国を襲おうとしているかのような警報が延々と鳴り響いている。

「なぜ撤退されたのですか邪竜様。あの程度の連中、私なら一秒も要さず血煙にできたというのに」

「強いて言うならお主のそういうところが理由じゃね」

　心が疲れすぎて、もはや飛行していることへの恐怖すら薄れている。

「ともかく、早くこの国から脱出せんと。このまま山とか越えられる？」

「はい。国境付近では魔力砲からの集中砲火が予想されますが、邪竜様の音速超過の飛ひ翔しよう能力をもってすれば戯れのごとく全弾回避できましょう」

「やっぱりどこかで身を隠そうか。その辺の森とかに着地して」

「承知」

　そんなスリルは体験したくない。潜伏して、ほとぼりが冷めた頃に改めて逃げればいい。何日か経たてばわしらが国外に逃げたと判断してくれるかもしれない。

　レーコが翼を操り、わしらは街はずれの森に着陸した。鬱うつ蒼そうとした緑の中に潜り込むと、久方ぶりに感じる木々の濃密な香りがわしの鼻をくすぐる。

「あぁ、やっぱりこういう場所が落ち着くのう。サイレンがなければもっとよかったけど」

「音源を潰してきましょうか？」

「お願いだから変な動きはしないで。お主が暴走したら警戒が長引くだけじゃから」

　幸いと食料には困らない。逃亡するときも荷物は一緒に担いでこられたし、森の中ならわしは食べ放題のようなものである。

　このまましばらく森でおとなしく過ごし、何の被害も出さなければ警報も落ち着くに違いない。

　そう思った矢先。




『緊急警報です。王宮が邪竜に襲撃されました。繰り返します。王宮が邪竜に襲撃されました。国王は安否不明。非常事態宣言を発令し──』




　この警報にわしは凍り付いた。

　一方、レーコは目を輝かせてわしを見る。

「さすがは邪竜様。いつの間にか分身し、もう片方で王宮を襲撃していたのですね。どうですか？　首尾よく国王は消せましたか？」

「誤解じゃって。わしは何もしとらんよ。お主こそ何もしとらんよね？」

「私が邪竜様の意に反する行動をとるなどありえません」

「そうね」

　これまでの実績は限りなく疑わしいが、レーコが噓うそをつくとは思えない。となると、

「どさくさ紛まぎれに他の魔物が王宮を襲撃したんじゃろうか……？」

「ぬっ」

　聞き捨てなりません、とレーコが頰ほおを膨らませる。

「邪竜様を騙かたろうとはなんと不届きな輩やからでしょう。早急に討伐せねば」

「……うん。気乗りはせんけど、ここで魔物を放置しておったら全部わしらのせいにされちゃいそうだしの」

　レーコならたいていの魔物は瞬殺できるはずだ。この救援に駆けつければ、濡ぬれ衣ぎぬも晴らせそうだし。

「じゃあレーコ。わしを飛ばせてくれる？　できるだけゆっくりね」

「御意」

　翼が生えて、わしの身がふわりと優しく浮き上がった──かと思いきや、首が吹っ飛ぶかと思うくらいの猛スピードで木々の間から飛び出した。わしとレーコの間で、ゆっくりのスピード感に齟そ齬ごがある。

「ああぁぁあぁあ！」

「邪竜様！　これではやはり遅すぎますか!?」

「ち、ちがっ！」

「かしこまりました！」

　かしこまらないで。眼下の森と、遠方の山々といった風景が一気に速度に溶けて背後へ流れていく。

「見えました！　王宮です！」

　レーコの言葉とともに高度が一気に落ちて耳が痛む。

　強風に霞かすむ目を擦こすりつつわしが目の当たりにしたのは、武骨な石造りの塔だった。窓も飾りもなく、まるで遺跡のような質素さである。一方で、その手前には花壇や池が整備された広場があり、大勢の避難民が肩を寄せ合っているのが見える。

「しゅ、襲撃されたのにまだみんな王宮のそばにいるのかの？」

「それでも、おそらくあそこが一番安全な場所なのでしょう。あの塔の周りは防護の結界が何重にもかけられているようです」

「あ、そなの」

　レーコは広場と逆側に旋回し、できるだけ目立たぬ方向から塔の様子を窺うかがう。

「たいした被害はなさそうですね。てっきり破壊されているものかと思いましたが」

「そうじゃね。魔物が暴れたような跡もないし……」

「少し降りてみましょうか？」

「うん……見つからんようにね」

　どちらかといえば、早く降りたい気持ちが先だってわしは了承する。王宮の裏手の木陰にわしらは降下し、草むらから身を低くして王宮の様子を窺う。

　ちょうど、見張りの番兵が騒ぎながら裏手に駆けてきた。

「くそ！　邪竜はどこへ消えたんだ!?」

「分かりません。王宮を襲撃し国王陛下を攫さらった後、忽こつ然ぜんと消えてしまいました」

「陛下が易やす々やすと攫われるものか！　あのお方なら、たとえ邪竜に囚とらわれようと一瞬で脱出できるはずだ！」

「し、しかし。邪竜の攻撃で致命傷を受けていたとしたら……？　仮に陛下でも脱出は困難なのでは……」

「それ以上言うな！」

　よく見ると、怒号を上げて周囲を見回しているのはエドワルドだった。わしらを逃したことを悔やむように、目を血走らせて髪の毛をぐしゃぐしゃと搔いている。なんとなく罪悪感が湧いた。

「不可抗力とはいえ悪いことをしたのう……。早く国王さんを助けんとな」

「そうですね。そして国王を無事に返すことと引き換えに、この国での地位を確約させねば」

「その計画はもう一旦凍結しようの。あんなにみんな国王さんを心配して頑張っておるんじゃから」

「まったく。上司として余も心が痛いことだよ」

　なんか横から知らない声がした。

　見れば、レーコとわしの間に平然とした顔で割り込んでいる女性がいた。

　およそ年頃は二十代半ば。わしらと同じように身を低くして、草むらから首だけ出して警備の様子を窺っている。

「……誰じゃの？」

「何者だ貴様」

「怪しい者ではないよ。れっきとしたこの国の国王なので安心してくれ」

「あ、そうなの。国王さんじゃったらちゃんとした身元の人で安心じゃね」

「ふん。怪しませるな」

「さ、見つかってはいけない。君たちも声を落としてもっと身を低く」

　さすがに人の上に立つ者だけあって、状況判断が的確である。わしらは声のトーンをさらに小さく……

「国王さん？」

「いかにも」

　レーコが肩車のようにして彼女の首元に飛びついた。

「くっ……何をするのだ。離したまえ……！」

「捜索対象を確保しました邪竜様。いつでも殺やれます」

　じたばたともがく女性の上で、レーコは自信満々にふんぞる。

「殺らないから。そんな目的で探しておったんじゃないでしょ？　っていうかまず、本物か確認しないと。自分のことを国王と思い込んでおるだけの変な人かもしれんし」

「そんな変人がいるものですか？」

「たまにおるのよ、そういう思い込みの強い人」

「さすが邪竜様。見聞がお広い」

　目の前の思い込みの強い少女は感心した様子でしきりに頷うなずく。

「えっと、お主が本物の国王様というなら証拠が欲しいんじゃけど」

「証拠ときたか。証拠ならこれで一目瞭然かと思うが如何いかがかな」

　そう言った（自称）国王が指さしたのは自身の頭上の冠だった。目の回りそうな幾何学模様が刻まれたそれは、黄金色に輝いている。

「いやそう言われてもわしらは王冠が本物かどうかなんて分からんのじゃよね」

　レーコは国王の首元で馬乗りになったまま、ベタベタと王冠を触る。

「真しん贋がんはさておき、黄金は本物のようですね──それと、強い魔力が宿っています」

「魔力？」

「そのくらい当然だとも。我が国の至宝といっていい。見る者が見れば価値は分かるかと思うが」

「まあ……人間の作品にしては上出来ですが、このくらい私ならすぐ破壊できます」

「壊せるか壊せないかで物の価値を決めるのはお主の悪い癖だと思う」

　そのとき、ぽすんとレーコが尻餅をついた。（自称）国王から自発的に降りたのではない。彼女の姿が忽然と消え、レーコが自然と地面に落ちたのだ。

「逃げた……？」

「逃げたとは人聞きが悪い。息苦しかったから少し逃げただけさ。おっと、逃げたことを認めてしまった。これはうっかり」

　すぐ背後。木の陰から彼女は再び姿を現した。レーコは短剣を抜いて構える。

「何者だ貴様？　どうやって私の拘束から抜けた？」
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「王としては情けない話だが逃げるのはめっぽう得意でね」

　木の幹に片手をついた立ち姿は、一見すると男性のような印象を与える。すらりとした細身の長身にショートヘア。身に纏まとっているのは黒っぽいタイトな軍服と外がい套とうで、先の王冠を除けば国王らしい高貴さはあまり感じられない。

　腰に帯刀しているサーベルの柄つかに、ささやかな金細工があしらわれている程度だ。

「一旦落ち着こう。特にそっちの女の子。殺気を放たないでくれ。余は別に君たちと戦うつもりはない、戦っても勝てまいし」

「身の程は弁わきまえているようだな」

「レーコ。もしかしたら本当に王様なのかもしれんのじゃから、お主こそ言葉遣いには気を付けような？　この際じゃから言うけど、お主はもうちょっと人に対する礼儀をね」

「む？　この期に及んで余が王だというのを疑うと？」

　わしは困惑する。

　この期と言われても、まだ何も信頼に足る情報がない。

「……ほれ、さっきから警備の人たちが慌てておるじゃろ？　邪竜の襲撃があって王様が行方不明だ、って。お主が王様なら、なぜ姿を現して安心させてやらんの？　緊急事態なんじゃろ？」

「鋭い。的を射た質問だね」

　別にわしは鋭くない。百人いたら百人が思い浮かべる常識的な疑問だ。

「一つ目の理由は簡単。余は執務室から抜け出してサボっていたから、王宮が襲われようと関係がなかったのだ。だけど無事の理由がサボりなんて言い出し辛づらいから、こうして隠れているというわけだ」

「あ、そう」

　これはやはり偽者か、とわしは心を萎なえさせる。そんな無責任な王様がいるはずがない。

「第二の理由。これも単純だ。そもそも今は、緊急事態でもなんでもない」

「はい？」

　わしは首を傾かしげる。仮にも王宮が魔物から襲撃を受けて、国中がこんなパニックに陥っているというのに。

　その疑問を読み取ったかのように、（自称）国王は王宮の塔を指さした。

「君たちの目には、あの王宮が襲撃を受けたように見えるかな？」

「そりゃあ……」

　見えない、というのが本音だ。ここに飛んできたときの第一印象からしてそうだった。王宮の塔には損傷どころか焦げ跡一つなかったのだ。

「何が言いたい。勿もつ体たいぶらずにさっさと言え」

　レーコが短剣をかざすと、国王は飄ひよう々ひようとして両腕をひょいと挙げた。

「つまりだね。余が言いたいのは、邪竜の襲撃なんて事実はなかったということだよ。要するに──あれは、単なる幻惑まやかしだ」
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「君たちはアレだろう？　国境に新しくトンネルを開けたという凄すご腕うでの魔導士と、その使い魔のドラゴン。客人として迎え入れたと聞いたが、やはり騒ぎが気になって王宮まで様子を見に来たのだね」

　サボっていたせいか、国王のくせに把握している情報が一段階古い。最新版では、わしらの扱いはそこから邪竜とその眷属にグレードアップされている。

　どうやら、この女性は本当に国王らしかった。

　判断した理由は単純明快。避難民が集う王宮前の広場に、噴水や花壇と並んで歴代国王の銅像が並んでおり、そのうちの一体と瓜うり二ふたつだったからである。

　わしらは下水に偽装された地下の隠し通路から、目の上だけを出して広場の様子を観察している。無論、この通路も国王の案内で通ったものだ。

「見たまえ。広場の避難民たちも、怯おびえこそしているものの怪け我が人にんは誰一人いないだろう？　やはり実害は出ていない」

「そうは言っても、これだけ集団で見間違えるなんてそうそうあることじゃなかろう？」

「集団心理現象としてあり得ないことではない。しかし、一般的に見て異常な事態だというのは確かだね。民衆だけなら邪竜の名前だけでパニックになっても仕方ないが、手て練だれの警備兵たちまで王宮襲撃を誤認しているのは余も違和感がある。よく確認すれば──いいや、確認せずとも一目見れば城に損傷がないと分かるのに」

　わしの名前（厳密には正式名ではないけど）には、そこまでインパクトがあるのだろうか。さすがにこの扱いも慣れてきたが、いったいどうしてこんな風になってしまったのかという疑問は尽きない。

　しかし当座の問題は、

「のう国王さん。無事というなら早く姿を現すのがええって。この状況じゃ誰もサボったくらいで怒らんよ。というか、わざわざサボったとか白状しないで『危機一髪で逃げた』とか『トイレ行ってた』とか言えばいいじゃろ」

　国王が無事と知れれば、わしらに対する警戒の度合も一気に落ちるだろうに。

「その件は置いておこう。サボって怒られるのは慣れているからね。今はむしろ、このまま自由に動いてこの事態の解決に努めたい。君たちも協力してくれるね？」

「待て。なぜ私たちが貴様の手伝いをしなければならない？」

　不機嫌そうなレーコは、今にも国王を地下通路から地上へと突き上げようとしている。

「ははは。なぜって、君たちも当事者じゃないか。このまま君たちが襲撃犯の汚名を着せられたら困るだろう？」

　ぴたっ、とわしは時が止まったように固まる。

「え……お主。わしらが誰か知っておるの？　さっき、わしらのことはただの魔導士と使い魔だって……？」

「君たちがそう名乗るなら尊重しておこうかと。余からすれば君たちに害意がないならばどちらでも同じさ。だが、一般の人たちはそうはいかない。このまま放置すれば『邪竜＝人類の敵』と思い込んでしまう。それは君たちも望まないだろう？」

「あの……要はそれって、わしらの潔白を証明して欲しかったら協力しろと？」

「まさか。かの邪竜相手にそんな交換条件を出せるほど余は強くないよ。ただ、君たちにとっても他人ひと事ごとではないから協力してもらえないかというだけで」

　レーコの逆げき鱗りんはすんでのところで回避される。ここで脅迫まがいの態度に出られていたら、国王襲撃が現実のものとなるところだった。

「まあ、そうじゃね。わしらも冤えん罪ざいは晴らしたいもんね。レーコもええかな？」

「もちろんでございます。この身は邪竜様の意のままに」

「よかった、そう言ってもらえると助かるよ。余もペリュドーナでの君たちの功績は聞いていてね、きっと助けてくれると思っていた」

　なるほど。わしらに対して結構好意的な態度だったのは、その件があったからか。

「んで、具体的にわしらは何をすればええの？」

「とりあえず余を亡き者にしてくれ」

「なぁんだ。そのくらいお安い御用じゃよ。ね？　レーコ」

「安心しろ。苦しまないように一瞬で首を落としてやる」

　国王の首元でレーコが介かい錯しやくの姿勢に入ってから、わしは遅れて語意を理解した。

「わぁっ！　いかんレーコ！　ストップ！」

「どうかなさいましたか邪竜様？」

「どうかも何も、殺してしまってはいかんじゃろうどう考えても。国王さんもいきなり何を言っておるの？」

「すまない。言葉が足りなかったようだ。余にも少し考えがあってね。ここで死んだことにされた方が、この国の後々のためになるのだ。そのため余の死の偽装に協力して欲しいというわけ」

「その言葉の足りなさはお主の命を脅かすからね？　今後はしっかり誤解のないよう主語と述語を明確にして言葉を発するんじゃよ？」

　しゃきん、と短剣を鞘さやに収めるレーコを見てわしは震える息を吐く。

「んで、偽装に協力というのはどういうこと？」

「今の王宮は無傷だろう？　このままだと、余が無事ということも知れてしまう。というわけで、余の執務室に今からこっそり潜入して、辻つじ褄つま合わせに室内を適当に破壊してくれたまえ。その際、眷けん属ぞくの君が発しているような邪悪な魔力の痕跡を刻み付けてくれるとなおいい。位置はあの大きな窓のあたりだ」

「え……？　壊しちゃってええの？」

「むしろ君たちに壊してもらわないと困る。王宮には強力な防護魔法がかかっているからね、余が潜入して壊そうにも傷一つ付けられんのだ」

「ちなみに私なら余裕です」

「それは知ってる」

　わしは無感動に答えてから、弱気に頭を抱える。

「……そういうのは、あんまり気乗りせんのう。立派な建物じゃし。それに王様が死んだことにしてしまったら国民の人たちが悲しむし、今以上に怯えることになってしまうじゃろ？　後のためになると言われても、わしはそんな片棒を担げんよ。他のアイデアはないかの？」

　あと、部分的にせよ冤罪が冤罪でなくなってしまうし。

「邪竜様……お気持ちは理解できます」

「えっ」

　意外な同調だった。この子にまだそんな良心が残っていようとは。

「一部といわず王宮すべてを破壊し尽くしたい──そんな邪竜様の衝動は私にもひしひしと伝わってきております」

「どこから伝わっておるんじゃろうなあ」

　少なくとも発信源はわしではない。

「国王さん、どうじゃろ。わしらも協力は約束するから、国の人たちに無事なことを伝えてあげてはくれんかの？　ぶっちゃけ罪を重ねるような噓うそはわし嫌なの」

「ふむ。ここで死んだことにできた方が、王位をスムーズに譲れて都合がいいのだが……。しかし君たちの協力を取り付けられる方が有益だな。それが条件というなら、構わんよ」

　そう言うと、地下通路の蓋を押しのけて、国王は地上へ這はい出た。

　避難民たちは石畳や芝生の上で肩を寄せ合って励まし合っており、まだこちらに気付いた様子はない。

「さあ国民のみんな！　余はここにいるぞ！」

　大手を振って国王は叫んだ。

　誰も振り返らなかった。

「なるほど。この想像以上のノーリアクションっぷり……。国民の皆にはかなり強力な魔法がかけられているようだ」

「え、今のそういう問題なの？　お主の影が薄いとかそういうことではなくて？」

　国王を地下から仰いで突っ込む。

「聞き捨てならんな邪竜殿よ。余が無視されるほどに不ふ甲斐がいない王だと？　まあ実際のところ図星ではあるのだが、この過剰なまでの塩対応はいくら何でもおかしい。普段ならちょっと振り向いて会釈ぐらいはしてくれる」

「わしがフォロー入れる前に自分で卑下始めちゃったこの王様」

「確かに妙な魔力が漂っています」

　そこで、地上の空気に鼻にくんくんとヒクつかせたレーコが話に入ってきた。

「これは……洗脳魔法の一種でしょうか。個々人に対する影響力は極めて低いようですが、その分かなり広範に魔力が漂っています」

「眷属の君が言うならそれで大筋間違いあるまい。ただ、余の推測を交えるならば──洗脳よりももっと下級の、恐怖心を煽あおる術式といったところか」

　門外漢のわしは置いてけぼりにされつつある。

「のう、よく分からんけど避難しとるみんなは大丈夫なの？」

「今すぐにどうということはない。現に、王宮襲撃を錯覚するほどのパニックだった一時に比べればかなり落ち着いてきている。どこの誰の仕業かは分からんが、これだけ広範にかける魔法を長時間持続させるのは難しいということだろう」

「ならええけど……。本当にそれだけだったんじゃろうか。いくらなんでも、王宮が襲撃されたとか見間違えるのは錯覚の域を越えておると思うんじゃけど」

「ははは。人間の思い込みというのは馬鹿にできないよ。心配ないさ。幻でもない限り、あの城の防護を破れる攻撃なんて──」

　そのときだった。

　身の毛もよだつ恐ろしげな謎の咆ほう哮こうが天高くから轟とどろき、突如として雲の間から一いつ閃せんの赤光が降り注いだ。

　炎の渦。

　そうと認識できたときには、凄すさまじい爆炎とともに王宮の一部が抉えぐり取とられていた。先ほど王が指で示した、執務室の位置を正確に。

「あれも幻？」

「すまない。今の発言は忘れてもらっていいだろうか」

　人々の悲鳴を背後に、国王はくるりと手の平を返した。




　　　＊




　隠し通路をしばらく移動すると、王都郊外の廃はい墟きよに通じていた。王族の臨時の避難場所として数百年前に作られたそうだが、あまりに使われなすぎて老朽化してしまったらしい。

　国王はボロボロの台所のテーブルを雑巾でテキパキと拭いている。高貴な身分のはずだろうに、やたら手慣れている。

「さて。こうなると本当に非常事態だ。まさか現実に王宮が破壊されるとは」

「あのー……どうしてまた隠れてしまうんかの？」

「一言でいえば、余が出たところでこの事態を収拾する能力がないからだ」

　そう言って国王は割れた窓から空を指さした。

「つい先ほど、王宮を吹き飛ばした攻撃。あれは非常に強力な魔物の仕業と判断していいだろう。直前の咆哮を君たちも耳にしたね？」

　わしは頷うなずく。まるで、過去にペリュドーナでレーコが吼ほえたときのように威圧感のある叫びだった。

「これが単純な魔物の襲撃なら、ここで君たちに討伐を依頼して一件落着といきたかった。しかし先ほどの魔物は一撃を放ったきり、気配すら残さず消えてしまった。瞬間移動でもできるのか──はたまた何者かに召喚されたのか」

　実際あのとき、攻撃を認識したレーコは瞬時に地下から飛び出して、目にもとまらぬ速度で迎撃飛ひ翔しように出たのだ。

　だが、雲の上には何もいなかったという。

　おかげでレーコは戦闘意欲を持て余し、さっきからムクれたままである。

「実を言うと、この事態の首謀者の目星は付いているのだ。君たちは【漆しつ黒こくの血ち】という秘密結社を知っているかな？」

「聞いたことないのう」

「同じく。なんだそいつらは？」

　レーコがやや食いつく姿勢を見せた。たぶん、この子好みのネーミングなのだ。

「我が国だけでなく、世界各地にシンパを持つという目的不明の謎の組織だ。それが近年、このアスガ国内で勢力を拡大しているとの報告が入っている……残念ながら、未いまだ具体的な尻尾は摑つかめていないが」

　そこで国王は、頭上の王冠に手を触れた。

「この王冠が真の力を発揮できたなら一瞬にして奴らの隠れ家を探し当てることができる。だが、余は魔導士として三流以下でな。上手うまく力を引き出すことができぬのだ。奴らの暗躍に弾みがついているのも、余のせいと言っていい」

「だから、死んだことにして次の王様に譲ろうというのかの？　でも、そんなの普通に渡せばいいんじゃない？」

「それがそうともいかなくてね。この王冠には一種の呪いのような力があって──」

「ずいぶん回りくどい話だ。最初からそうと言え」

　国王の話を遮って、レーコがボロボロの椅子から立ち上がった。

「つまり、あの正体不明の魔物はその【漆黒の血】などという連中が召喚したということだな。敵が分かればもはや勝ったも同然。あとは私に任せろ」

「……？　組織名が知れたところで、潜伏地も構成員も分からない相手だぞ？　いくら君たちが伝説の邪竜といえど、そう簡単に倒せる相手では……」

「開け第三の目」

　恒例のが出た。

　途端、レーコはぼきりと指の骨を鳴らし、廃屋の床を思いきり殴った。




　──……

　同刻。

　アスガ王国の地下深くには巨大な空洞がある。四方を山に囲まれた地形は、地下に多量の雪解け水を含んだ水脈を生む。その水脈が長い時間をかけて、石灰質の柔らかな岩石だけを侵食していった結果の産物である。

　日の光は一切届かず、空気は凍いてつくように冷たい。

　あらゆる生命を拒絶するその空間に、彼らは集っていた。

「ククク……まさか我々がこの地下空間に集っているとは王家や軍も気付くまい。とても普通の人間が長居できる環境ではないからな……」

「まさしく我らの努力の勝利だ。地道な土木作業で居住空間を拡張し、暖房器具を設置し、地上との換気を徹底し……」

　耐寒素材で編まれた黒一色のボディースーツは、彼らの筋骨隆々の肉体を暗闇に淡く浮かび上がらせている。

「いよいよだ。いよいよ待ちに待った時が来たのだ。今頃、地上の者どもは我らの発動した恐怖扇動の魔法で震えていることだろう」

「そして負の感情は闇に生きる者の糧となる」

「我らが主もさぞお喜びになることだろう」

「もはや勝利は目前。では、祝いの杯といこう」




　男たちが酒瓶に手を伸ばしたとき、空洞の天蓋に大穴が空いた。




　……──




　殴打というよりも、地下までの空間を抉えぐり取ったような一撃だった。奈落の底のような暗闇がレーコの拳とともに口を開け、わしらを真っ逆さまに飲み込んだ。

「落ちっ！　落ちる！　落ちとる！」

「いました。あの連中が、名前だけ無駄にカッコいい不届き者たちですね」

　地の底にぼんやりと光が灯ともっているが、わしにははっきりと見えない。それよりもわしは、狩神様からもらった形状自在の黒爪へ一心不乱に念じた。

「傘とか気球とかそんな感じ！　とにかく落ちるスピードどうにかできそうな感じ！」

　ばさっ、と音を立てて爪が布のように広がって伸びる。わしは前脚から伸びた落下傘にぶら下がる形となり、降下速度がじわりと下がる。

「あぁ死ぬかと思った」

「助かったよ。余も危なかった」

　わしの後ろ脚には、ちゃっかりと国王もぶら下がっている。

　一足先に着地していたレーコの脇に、わしらも揃そろって無事着地。

「な、何者だ……！」

「おい！　今降りてきたのって……！」

　男たちがわなわなと震えながらこちらを指さす。どうやら国王に気付いたようだ。場の空気に緊張感が漲みなぎり、血走った眼めが無数に向けられる。わしはもうそれだけで足が震えた。

　国王もやにわにサーベルを抜いて構える。

「余も想定外の事態だが、神妙にしてもらおう。このアスガ王家の当代・ヴァネッサ。魔法は不得手でも賊ごときに遅れは──」

「レーヴェンディア様だ！」

　ん？

　予想していたのと違って、湧き上がったのは歓喜の声だった。

「本当に本物のレーヴェンディア様か!?　なんだか身体からだが小さくないか!?」

「馬鹿！　邪竜様は時と場合に応じて自在に姿形を変えなさるんだよ！」

「隣国のセーレンに訪れた際も小さくなっていたそうだぞ！」

　筋肉質の男たちが群れをなしてわしに押し寄せてきた。一瞬でもみくちゃにされ、入国時にレーコが受けた歓迎攻めの数倍の密度を味わわされる。

「俺たちをねぎらいにわざわざこんな地下まで来てくれたんですね！」

「く。オレ、もう死んでもいいっす……」

「泣くな同志。これからだ。これから俺たちの邪竜様の覇道が始まるんだ……」

　助けてレーコ、とわしは埋もれながら前脚を挙げて救援を求める。

　が、レーコは反応しなかった。というより、レーコ的には男たちの態度が百点満点だったのだろう。半笑いを浮かべたまま「話せば分かる連中ではないか……」と呟つぶやいている。この子はダメだ。

「こ、国王さん。この人たちをどうかしてくれんかの」

「ふふ、余の名はヴァネッサというんだがね、実はこれ国民の正答率が二割以下なのだよ。よもや余の顔など誰が覚えていようか、いやない。君主として少しばかり冷静に自己評価をせねばならなかったな」

　膝を抱え、指で地面に落書きをしていた。こっちもダメだ。

　このままだと好意的な筋肉たちに押し潰されて死ぬ。ごく静かにわしが力尽きようとしたとき、奇跡が起こった。もっとも、奇跡といっても大したことではない。

　入国してからずっとバタバタが続いていたため、若返りの薬を飲み忘れていた。その効力限界が、このタイミングで訪れたというだけだ。

　ぼんっ、と音を立ててわしの身体が煙に包まれる。一気に膨れ上がったわしの身体に吹き飛ばされ、男たちはゴロゴロと地に転がった。

　助かった──と思ったのも束つかの間ま。

　吹き飛ばされてなお彼らはめげていなかった。それどころか、さらにテンションを上げた様子となって誰もが息を荒くしている。

「おぉ！　ついにレーヴェンディア様が真の姿になられたぞ！」

「触らせてください！　その鱗うろこにせめて指先だけでも！」

「うおぉ！　もう我慢できねえ！　レーヴェンディア様！　俺たちの愛と信仰を受け取ってください！」

　全身に汗臭い熱気を滾らせた男たちがわしを包囲して再び突進してくる。もはや触れるというより体当たりの勢いである。わしが恐怖に悲鳴を上げそうになったとき、

「邪竜様の御前だ！　控えよ！」

「はっ！」

　整列の号令を発したのはレーコである。いきなり彼らのリーダー格みたいな雰囲気を醸し出し始めた。

　それに従って全員土下座する彼らの方もどうかと思うけれど。

「……あの？　状況が分からんのじゃけど、お主らはいったいなんなの？　【漆黒の血】とか言うとった？」

　わしが問いかけるが、男たちはひれ伏したまま返事をする気配がない。が、一人の男がこそこそとしゃがんだままレーコの前まで行き、小声で何かを囁ささやいた。

「ふむ。邪竜様、こやつらは真の姿を現した邪竜様を前にして、直接言葉を交わすことを畏れ多く感じているとのことです。ここは一つ、筆頭眷けん属ぞくであるこの私が使徒として言葉を仲介いたしましょう」

　まあ、組織名のわりに凶悪さは感じない。しかも何やらわしを崇あがめているみたいだし。理性的に諭せば解決できるかもしれない。

「んじゃまず、お主らってどういう団体なの？」

「聞こえたか。邪竜様は貴様らの忠誠がどの程度か知りたいそうだ」

「まずお主自身が聞こえてた？」

　男たちは互いに顔を振り向きあい、やがて先頭の男が照れるように鼻先を搔いた。

「へへ。未熟で恐縮なんですが、俺らの忠誠は生き血を全部捧ささげて絞しぼり粕かすになっても惜しくない程度でございます」

　要求水準が異様に高い。それ以上の程度はどんなレベルになるのか。

　レーコは納得するように深く頷うなずいた。

「なるほど。邪竜様に捧げ、すべてを流し尽くしても構わぬという献身の血潮。それが路傍に散って黒く乾き、文字通りの血路を築く様を【漆黒の血】と喩たとえたわけか……」

「さすが筆頭眷属様。まさにそのとおりのネーミングでして」

「お主ら相互理解が早すぎない？」

　まるで事前に打ち合わせしていたような話の早さである。

　が、このやりとりだけでも確実に分かることはあった。

「どうやら彼らは、君──邪竜レーヴェンディアを信奉する集団であるようだね。結成した覚えはあるかな？」

　国王がぽんとわしの前まえ脚あしを叩たたいて問う。

「ないない。絶対ない。わし、あんな人たち知らないから」

「それにしては君の眷属とやけに話が合っているが」

「あれは偶然の一致じゃと思う」

　たまたまあの子の趣味嗜し好こうが闇組織の人たちに近似しているだけだ。

「邪竜様。やはりあの恐怖扇動の魔法はこいつらが仕込んだもので間違いないそうです。魔法を仕込んだ魔石や陣布を王都の各地に撒まいていたと」

「へい。恐縮です」

「恐縮じゃなくて、なんでそんなことをしたのお主ら？　国民のみなさんが困っとったよ？」

　彼らが一斉にざわついた。レーコを介することも忘れて、男の一人がきょとんとわしを見上げてくる。

「な、なにか不手際があったんですかいレーヴェンディア様？　俺たち真面目にやったつもりだったんですが」

「不手際も何も。わしは別に人を怖がらせたいとか思っておらんから」

　まったくだ、とレーコも同意。

「邪竜様はただ存在するだけで全世界に畏怖される全生命の頂点。魔法などという小細工を弄さずとも、王都を阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦に陥れるくらい朝飯前なのだ」

「そうじゃね」

　地下空間の所々には燐りん光こうを放つ水晶のようなものが配置されていて、まったくの暗闇ではない。目が慣れるにつれて遠くも見えるようになり、出口らしい通路が掘られているのも分かった。

　国王はサーベルを片手に下げたまま、空間の中をうろついている。

「武器や魔具を貯蔵しているわけではないようだな。叛はん乱らん組織のアジトにしてはあまりに質素と見えるが」

「あっ、その王冠。あんた、もしかしてヴァネッサ女王ですかい？」

「そのとおりだよ。気付くのも余より王冠の方が先なのだね」

「こりゃ参った。レーヴェンディア様と一緒だったっていうことは、あんた様もこの話に一枚嚙かんでるってことですかい？」

「話？　いったい何の話だ？　君主たる余が此こ度たびのような国家転覆に加担するわけがあるまい」

「国家転覆？　いや待ってください。俺たちゃ話が見えません。確かに今回やったことは褒められたことじゃあないでしょうが、それでも国のためではあるじゃないですか。ねえレーヴェンディア様？」

　この場にいる全員が首を傾かしげた。わしにとっては話が食い違うのはいつものことだが、それ以外でもいろいろとズレている気がする。

　状況を確認するため、一旦【漆黒の血】の方々には正座して整列してもらう。

「俺たちは叛乱組織なんかじゃないです。このアスガ国内外に【漆黒の血】の拠点はありますが、武器なんて溜ため込んでるところはないはずです。だいたい、そんな怪しいことをしたらすぐ摘発されちまうでしょう。俺たちゃ健全にやってきてるんです」

「あぁ、確かに君たちの組織の動向は雲のように摑つかみどころがなかったが……何も活動していなかったというのか？」

　もちろんそんなことはありません、と男たちは一様に首を振る。

「俺たちの目的はただ一つ。魔王を討ち倒すことのできる唯一の偉大な存在。邪竜レーヴェンディア様にひたすら祈りを捧げることです」

　沈黙。

　わしはもうこの段階で帰りたかった。

「つまり、私がいた村の連中と似たようなものというわけですね。村の奴らよりは、かなり邪竜様に対してリスペクトが深いようですが」

「はい。邪竜レーヴェンディア様といえば、数々の荒ぶる伝説を残しながら、人類に対しては長年の平穏を保っている御お方かた。祈りが届けば、あるいは救いの手を差し伸べてくれるやも──といった発想で各地に広まったのが、我らのような団体です」

「わしはそんなに荒ぶっていたかなあ」

「邪竜様にとってはあの逸話の数々すら、荒ぶりの定義にもかからぬというわけですね」

　現在進行形で荒ぶり続けている子は恒例の曲解である。

「ふむ」

　と、国王は己おのが知識を掘り起こすように目を瞑つぶった。

「ごく稀まれな話ではあるんだがね……。魔物に畏怖が向けられ信仰の対象となることで、いわゆる神のような存在に成り代わることがあるのだ」

「あ、それならわしも見たことある」

　この国に来る前。セーレンで会った聖女様がまさにそのパターンだ。もっとも、あの聖女様は元からそこまで凶悪な感じではなかった。

「もしかすると、君に対して同じアプローチを試みようとしてこんな集団が発生したのかもしれないな。無論、鵜う吞のみにはできんから今後も調査をしてみる必要はあるとして」

「そんなアプローチされてものう」

　わしはそもそも魔物ですらない。ドラゴンは魔物だが、厳密にいえばわしはドラゴンっぽいだけのトカゲなのである。魔物は無から自然発生し魔力を糧に生きるというが、わしは（たぶん）卵から生まれて草木を糧に生きてきた。

　祈られようが、神になんてなりようがない。

「まあ、君を崇めていることに違いはない。ともかく今は王都にかけた魔法を止めるように指示してくれ」

「ん、了解じゃわい。ほれお主ら、国王さんの言ったとおりにして」

　わしは優しく微笑ほほえみつつ指示を送る。

　はあ、と気のない返事をして、男たちは目を丸くした。この態度にレーコはやや不満げとなる。

「不満があるのか貴様ら？」

「いや。俺らとしても、国の人たちを怖がらせるのはちょっと申し訳ないと思ってたんで中止命令は全然構わないんですが。だけど、この魔法を発動させるように命令したの──レーヴェンディア様ですよね？　なにか計画変更があったんですかい？」

「はい？」

　わしの顔は笑顔が貼はり付いたまま硬直する。

「わしがあんなことをしろと？」

「へえ。それと一緒に、例の魔法が仕込まれた石やら布やらをたくさん俺たちに配ってくださいまして。で、俺らは分担して王都のあちこちにそれを隠してきたわけです」

「そうだったのか。それはご苦労だったな」

「レーコ。わしが罪を認める前に労をねぎらわないで。自供と取られる可能性があるから」

　口止め（無実だけど）に走るわしの眼前で、国王が僅わずかにサーベルを抜く構えを見せた。

「まだ現時点では任意であるが……王宮まで来てもらってもいいかね？」

「拒否権とかある？」

「認めよう。ただし、協力的な方が後々の便宜を図りやすいことは覚えておきたまえ」

「邪竜様。ここはこの場を吹き飛ばして真実を知る者をすべて消すほかありません」

　お主は黙ってて、とわしはレーコの口を押さえる。

「あのね、心当たりがないんじゃけど、それを頼んできたのって本当にわしだった？」

「いえ。そのときは『レーヴェンディア様の眷属』と名乗る方がいらっしゃって」

　わしは手元のレーコに視線を向けた。

「レーコ？　お主……？」

「いいえ邪竜様。それは私ではありません。きっと別の眷属が独断でやったのでしょう」

「わしの眷属ってお主以外におらんよ？」

　レーコは両りよう頰ほおを抱えて「そんなに褒めないでください」と嬉うれしげな様子を見せる。褒めていない。

　もっとも、これがレーコの仕業とはわしも思わない。

　この子はぶっ飛んでいるものの、意外と根は優しいところがある。あと、魔石や魔法陣が配られたというが、その辺の魔法についてレーコはまったく知識がない。普段のトンデモ行為はあくまで感性のなせる業である。

「その眷属ってこの子ではないよね？」

「へい。俺たちが会ったのはもっと背丈がありましたもんで。ですけど黒ずくめの服に顔も隠してて、声もくぐもっててどんな方かは分かりませんでした」

　なぜそんな胡う散さん臭くさい輩やからを信じてしまうのか。

「悪いけど、お主らは騙だまされておったんじゃよ。わしは関与しとらんし、むしろこの事態には心を痛めておるから、早急に中止して」

「はっ！　申し訳ありませんでした！　お前ら、今すぐ仕掛けを回収してこい！　俺は……ここで腹を切って責任を取る」

「そんな！　団長！」

「止めるな！　謀たばかられたとはいえ、レーヴェンディア様の意に添わぬ振舞いをしてしまったこの事実。死して償うほかない。レーヴェンディア様、この俺の魂一つでどうかここの皆を許してはいただけぬか」

「そんな、団長だけを見捨てられません！　俺たちはいつだって苦楽を共にしてきた同志じゃないですか！」

「ええ、一いち蓮れん托たく生しようというやつですよ。それなら僕だって腹を切ります。一人だけいい格好はさせませんよ、団長」

「お前ら……！」

　男たちは互いの結束を確認するかのように、力強く円陣を組んだ。そして皆が静かに涙を流し、男泣きに浸っている。全員揃そろってわしに魂を捧げるという方針で一致したらしい。

「ご覧ください邪竜様。実に美しい絆きずなですね……。こやつらの魂はきっと、邪竜様の中で永遠に友情の輝きを放ち続けるでしょう」

「わしに魂を捧げようとする風潮どうにかならんかなあ」

　これ以上妙なトレンドを形成されては困る。滂ぼう沱だの涙を流す男を必死になだめ、自殺をやめさせるよう試みる。幸いレーコほど話が通じないわけではなく、少し言い聞かせたら刃を収めてくれた。

　ごしごしと涙を拭った男は、正座しながら懺ざん悔げする。

「俺たちが愚かでした。『レーヴェンディア様は負の感情を糧により強大な力を得る』と唆そそのかされて……。それさえ捧げれば、人類に救いの手を差し伸べてくださると……」

「案ずるな。邪竜様は既に人類を救うために動き出されている。有象無象どもの負の感情も、凡俗なる血肉も魂も不要。この私の魂一つですべてを引き受けてくださった。この私の」

「珍しく自己顕示欲が旺盛じゃね」

　回収作業に散ろうとしていた者たちはことごとくレーコを振り向き、驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

「俺たちの長年の悲願をあの子が一人で……？」

「何たる業を」

「胴上げだ！　俺たちにできるのはせめてそれくらいしか……！」

　唐突にレーコの周りに人が集まり、わっしょいと胴上げが開始された。本人も満更でもなさそうな顔である。

「邪竜様。これが、友というものでしょうか……？」

「断じて違うからね」

　それだけは厳しくいましめておく。こんな友人たちは絶対に増やさないで欲しい。

「あー。胴上げはいいが君たち、王宮を破壊した魔物について心当たりはないかな？」

　熱気に沸く男たちに国王が脇から尋ねる。

「魔物？　王宮？　王様、そりゃあいったい何の話で？」

「いや、知らないならいい。ともかく、君たちは大至急魔石や魔法陣を回収してくれたまえ。その後の扱いは追って検討しよう」

「へい」

　敬礼した男たちはぞろぞろと散っていく。降ろされたレーコはやる気に満ちた表情となって薄暗がりに目を輝かせた。

「それでは今再びの索敵といきましょう。邪竜様の眷けん属ぞくを自称するうつけ者を捕らえ、その首を白日のもとに晒さらすのです」

「待ってレーコどうしてお主はそうトントン拍子に物事を進めるの。そんな危ない人のところに行く前に、少しはわしに心の準備というものを」

「む」

　チカチカとレーコの瞳が蒼あおく点滅する。やがて輝きは収まり、普通の蒼色となった。

　それから、悔しそうに唇を嚙かんだ。

「申し訳ありません。探してはみたのですが……敵は隠れ身が上手うまいようです。さすが卑劣な小こ鼠ねずみといったところでしょうか」

「あ、そなの」

　落胆よりも先に安あん堵どする。この子とて万能ではないのだ。そういえば以前、草原を歩いている際に「ちょっと魔王を探してみます」と千里眼を発動させたときがあったが、そのときも不発だった。ちなみに、そのときのわしは危うく心臓発作を起こしかけた。

　探す相手の強さや、身の隠し方にも左右されるのかもしれない。

「ですが邪竜様。喜ばしい事実も見つかりました」

「たぶんロクでもない事実な気がするんじゃけど、何かの？」

「この邪竜様を崇める集団【漆黒の血】ですが──全世界に支部が百余箇所。構成員は数十万人。いずれも邪竜様のためなら死すら恐れぬ屈強な戦士が揃そろっています。魔王との戦いに備えてもなかなか有用な連中とは思いますが、いかがなさいますか？　既に各地の指導者に向けて私から啓示のテレパシーを送る用意はできています。邪竜様のお導きを彼らも望んでいることでしょう」

　わしは優しく微笑んだ。口の中に血の味を感じながら。

　そしてただ一言。

「解散」
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　王都にかけられた恐怖扇動の魔法は無事に解け、王宮を破壊した謎の魔物もそれきり姿を現していない。未いまだわしらに対しての警戒は続いていたが、一時の厳戒態勢は落ち着いてきたようだ。

　ここに至るまで入国から約三日。

　その間、わしらがどこで過ごしていたかというと──

「レーヴェンディア様。新鮮な野菜を持って参りました」

「ありがとの」

　巨大な盆にたっぷりの葉物野菜を載せて男が跪ひざまずく。

　元・【漆黒の血】の集会所であった地下空洞である。闇組織じみた暗躍から一転、速やかに解散した彼らは今や【レーヴェンディア様ファンクラブ】と自称して活動を新たにしていた。

　もうどうにでもなれ。

　わしが泣いたのは歓喜の印として受け取られてしまった。レーコをややマイルドにしたような人たちの集まりだから最初から期待はしなかったけれど。

「お礼だなんてとんでもありません。俺たちはレーヴェンディア様にお仕えできるだけで心から幸せなんですから」

　少年のように目をキラキラさせて言うのだ。世話になっておきながらアレだが、彼らはもう行ってはならないところまで行きかけている。

　唯一、比較的頼りになった国王は「君たちが無事に国外に出られるよう裏から手を回してくるよ」と、何人かの邪竜教徒（以下：邪教徒）を手勢に連れて地上へ出てしまった。

　そして、レーコはというと大勢の邪教徒のみなさんを前にして、

「いいか、貴様らはまだ邪竜様について何も知らない。とくと聴け。心より信じよ。そして崇あがめ奉たてまつれ。さすれば救われん……さあ、唱和が終わったなら今日の邪竜様歴史学を始めるぞ。三日目の今日は第三章【覚醒】だ。時は神代、神界と冥界の大いなる対立の中──」

　かつてなく活いき活いきと教きよう鞭べんを振るっている。

　意外にもわしはこれをスルー。

　容認したわけではない。もはやこの状況でどうこうできる熱量がこの老体にはなかったのである。薬で若返った姿にはなっているが、日頃の運動不足のせいか、そこまで体力が全盛期に戻ったという感じもない。全盛期とて知れてはいるけど。

　それに、こんな元・闇組織の人たちの前で情けない姿を見せる度胸もない。

「レーヴェンディア様。さらに追加で野菜大ザル盛り持ってきましたっす」

「すまんの。けど、わしはさっきの一杯で充分じゃよ。煮込んだりしてお主らも食べたら？」

「い、いいんですか？」

「いいも何も、元はお主らが用意してくれたもんじゃしの。わしだけ食べるんじゃ申し訳ないわい」

「それでは、お言葉に甘えまして。おおい、レーヴェンディア様はもう満腹だそうだ。余りを分けてくださるそうだから大鍋持ってこぉい」

　わっ、と歓声が湧いて講義から食事に切り替わる。レーコは不機嫌になるかと思いきや、先陣切って鍋の支度を始めていた。野菜を切っていく手て捌さばきはなかなか手慣れたもので、料理技術の高さをうかがわせる。意外な特技だ。

「……しかしレーヴェンディア様。俺たちゃ本当に何もしなくていいんですかい？　あなた様が魔王に反旗を翻すときを待って、ひたすら修練に励んできたんです。命を捨てる覚悟だってできてる。どうか協力させてもらえませんか。でないと、俺たちゃあなた様に人類の意地ってやつを見せることができねえんです」

「いやいや。無理してそんな意地とか見せんでええって。人類が立派に頑張ってるのはわしもよく知ってるから」

　そう言うと、邪教徒の男は弾はじかれたように身を引いた。

「……人類の生き様に価値を見み出いだしていると？　では、あの伝説は本当で……？」

「どの伝説かの」

　間違いなくわしに聞き覚えのない話に決まっている。

「へい。遥はるか昔、レーヴェンディア様のところに人間の戦士がやってきたときの逸話です。語かたり部べ曰いわく『数々の魔物を討ち倒し勇者と呼ばれるようになった戦士は、かの伝説の邪竜を打ち破りに山奥の洞窟に赴いた』と」

　そんな人が来ていたらわしはすぐに斬殺されておしまいである。早くも信しん憑ぴよう性せいがゼロに近くなるが、一応まだ分からない。今ほど邪竜扱いがひどくなかった大昔ならば、討伐に来た冒険者を説得して誤解を解いたこともある。

「そして、その勇者とレーヴェンディア様は激闘を繰り広げ、最終的に勇者は地に膝を折った」

　仮にその激闘の種目が草大食い選手権だったらわしが勝ったかもしれない。

「一方のレーヴェンディア様は魔力も気力も衰えず、勇者との差は歴然。文句のつけようもない完勝だった……との伝承なのですが、レーヴェンディア様の記憶と相違ありませんか？」

　わしは口元をもぞもぞとさせる。

　もちろん肯定はしたくない。だが、あまり全否定すると怪しまれかねない。結局、わしの言葉はひどく中途半端なものとなる。

「んん、そうじゃのう。あんまり覚えとらんけど、まあそんな感じじゃないのかのう。だけどそこまで圧倒的ではないかなあ。勇者とか言われる人が相手じゃったら、わしもちょっとは苦戦したような気がしないでもないのう」

　わしの声は震えている。

　が、わしの声色と同じように、男もわなわなと震え始めた。

「ではやはり、あれは事実だったのですか」

「え、何が」

「いえ、いいんです。レーヴェンディア様にとっては決して愉快ではない記憶でしょうから。とんだ失礼をこいちまいました。くそ、俺って奴は」

「逆に気になるって。わしなんにも気にしとらんから。最近ちょっと物忘れが多くてイマイチその件を思い出せんから教えて」

　ここで寸止めにされたら生殺しである。わしは男の肩を揺さぶって続きを懇願する。

　男はかなり迷ったようだが、他ならぬわしの頼みだから、と言葉を続けた。

「……戦いはレーヴェンディア様の完勝でした。しかし、たった一太刀だけ、勇者がレーヴェンディア様に傷を負わせたというのです。神ですら傷つけ得ぬという、その御身の強きよう靭じんな護まもりを貫いて」

　わしの鱗うろこなんて、ちょっと荒れた樹皮ですぐ擦りむける。

「以来、レーヴェンディア様は人間に未知の可能性を見出すようになった、と。勇者の命も奪わずに見逃し、その未知なる可能性を見極めるまでは人類に対しての殺さつ戮りくを控えることを決した──という伝説です」

「まあ殺戮をしていたかどうかについては反論したいところもあるけれど、そうじゃね。わしが人類と敵対するつもりがないのは確かよ。うん。大筋は合ってるってことでええかな」

　正直、わしが凶暴でなくヘッポコな性格であることを無理なくフォローしてくれる理由ならなんでもいい。そのとき勇者に付けられた傷を見せろと言われたら若干困るが、長年生きてるから所々にちょっとした傷の跡くらいはある。

「じゃからね、もうわしにはお主ら人類の心意気は伝わっておるから。命を捨てるとか、そういう物騒な献身はいらんよ。ちゃんと……魔王を倒すまでは断言できんけど……人間とは今後とも末永く平和的にやっていきたいと思っとる」

「恐きよう悦えつ至し極ごくにございます……！」

　男は頭を下げてから、ふと視線をレーコの方に向けた。

「時にレーヴェンディア様。あの筆頭眷属様なのですが、もしかして件くだんの勇者の末まつ裔えいなのでしょうか？」

「え？　違うよ。どうして？」

「は。妙なことを言って申し訳ありませんでした。あの短剣が、伝承の文献に載っている勇者の宝剣とそっくりでして……」

「あはは。まさかあ。だってあの子、今あれで野菜切っとるし、そんな大事なものではないよ」

　例の短剣を包丁代わりに、レーコはザクザクと野菜を刻んでいる。扱いも普段から雑だし、そこまで大事にしているようでは──

「……そういえばあれって、ライオットって少年の家の家宝とか言ってたような」

　わしははっとなって一人呟つぶやく。

　野菜を切り終えた短剣は、水を張ったバケツの中に洗いものとしてぼちゃんと沈められていた。

「まあ……ええか」

　どうせ伝説自体がデタラメなのだから、剣だって大したことないだろう。恐ろしい切れ味なのは使い手の問題だ。

「しかし、レーヴェンディア様の眷けん属ぞくを騙かたっていた不届き者は何者なんでしょうかね」

「ん。ま、それは国王さんがなんとかするじゃろ」

　正直わしはあまり関わり合いになりたくない。変な人のイタズラで済んでくれたらいいなあと思う。

　と、胃を痛めていると、噂うわさの国王が通路をくぐって地上から戻ってきた。ともに連れていた邪教徒の面々も一緒だ。

「長く待たせてすまなかったね。今、おおよその手回しを終わらせてきた。これから仕上げだ。君たちを堂々と潔白の者として紹介するから、一緒に来てもらっていいかな？」

「それはちょうどよかった」

　わしよりも先にレーコが返事をした。

「鍋を作っていたんだが、この人数だと食材が足りない。潔白を証明したら、近場で魔物を狩らせてくれ。敵の血を出汁だしとし、ともに啜すすって我らの結束を深めたい」

「レーコ？」

「もちろん生き血の一番搾りは邪竜様のものですのでご安心を。そして、邪竜様のお食事が終われば我らも卓を囲んで順繰りに血で満ちた鍋を啜っていくのです。鍋が空になる頃には、全員が人の理性を捨てた立派な狂きよう戦せん士しとなっているに違いありません」

「それはもう食事ではないね。何らかの儀式じゃね」

　よく見たらレーコは頭に蠟ろう燭そくを二本括くくりつけていた。たぶん料理のときに手元を見る明かりだろうが、遠目には魔物の角のようで怖い。

「そうです邪竜様。これこそ、邪竜様の使徒となるのに必要な血の洗礼。今日ここに至るまで、かくも重要な儀礼を失念しており申し訳ありません。さきほどここの連中に『眷属様はいつ洗礼したんですかい？』と話を聞いて、この儀式の存在を思い出しました」

　わしはダッシュで邪教徒たちの中に向かい、声を抑えつつも懸命に訴える。

「お主らお願いだからこの子に変な知識を吹き込まんで。たぶん次から次に公式設定にされちゃうから」

「しかし、洗礼は忠誠の誓いに欠かせぬ儀式ではないですかい？」

「ぜんぜん省略可じゃから。心意気だけでわしはお腹一杯じゃから。お主らだって普通の鍋の方がいいじゃろ？」

「まあ……確かに。魔物の肉とか食べたら腹壊しますしね」

　魔物は普通の動物と違い、卵や母体から生まれるのではない。人々の負の感情が集い、どこからともなく自然発生するとされている。そのためそれらの血肉に滋養はなく、人間にしてみれば土や石を食うのとほぼ同じである。

「分かりました。遺憾ながら、洗礼は省略してただの野菜鍋としましょう」

　国王はうんうんと首肯して、

「だが、念のため魔物を狩る準備はしておいてもらえるかな。今から大事な行事があってね、もしかすると地上であの正体不明の魔物がまた出現するかもしれない。そのときに頼りになるのは、今のところ君たちだけだ」

「いいだろう。そいつが出たら首尾よく切り刻んで予定通りの洗礼を行う」

　お願い逃げて、とわしは謎の魔物に祈る。でないと、この場の全員がゲテモノを食べるハメになってしまう。

「じゃあ地上へ出ようか。もうじき始まってしまうから急いでくれ」

「何が始まるの？」

　行事というが、わしらを無実として紹介してくれる答弁会か何かだろうか。

「ははっ。余の葬式だよ」

「なぁんだ。お主の葬式かぁ」

「ああ。ちなみに死因は王宮を襲撃した邪竜レーヴェンディアの仕業という設定になっているからくれぐれも頼むよ」

「わしが殺しちゃったのね。うんうん、了解了解。これでわしも晴れて潔白の身じゃね」

　時が止まった。

　グツグツと鍋が煮える音だけが地下空間を支配する。

　そして凍った時を引き裂いたのは響き渡るわしの悲鳴だ。

「なんでじゃあ！　どうしてわしがやったことになっておるの!?　そんなの潔白どころか国を挙げての討伐対象待ったなしではない!?」

「落ち着いてくれ邪竜殿。あの状況では、貴兄に殺されたことにするのが一番自然な理由付けなのでね」

「手を回してくるって言うとったのは!?　国の偉い人にわしの潔白を説明してくれたんじゃないの!?」

「いやいや。それは偽装工作をしていたのだよ。血ち糊のりまみれにした余の外がい套とうを用意し、一般市民を装った邪教徒の者から『郊外で拾った』と王宮に届けてもらったのだ。ちゃんと牙や爪で引き裂かれた跡も付けておいたから抜かりはない」

　なぜそんな工作をするのか。わしへの思いやりというものがまるで欠如している。罪を着せられる者の悲哀に想像力を巡らせて欲しい。そんなことだからこの世から憎しみが消えないのだ。

　俯うつむいて震えるわしの背を、そっとレーコが撫なでた。

「邪竜様。お気持ちは分かります」

「お主のことだからきっと分かってないと思うけど、どういう見解か教えて」

「この者は己の死を偽装してまで鍋の具になるつもりなのです」

「レーコ。わしはお主のシンプルな野菜鍋が食べたいなあ」

「そういうことだ国王。我が手製の鍋に貴様が浸つかる隙はない。諦めるがいい」

　キラーン、と目を輝かせてレーコが大鍋を搔かき回す。それを受けた国王は、依然としてのらりくらりとした姿勢。

「ははは。余にはそこまで思い切った熱湯浴の趣味はないかな。死んだことにするのは──前にも言ったろう、この王冠を次の王に移譲するためさ」

　国王は頭上の王冠を指で突つついた。

「これは王だけが使える非常に強力な魔法装備なんだが、一方で融通の利かないところがあってね。王位にある者の頭から絶対に外れないんだ。おかげで散髪には毎度苦労している」

　だから葬式を行うのだ、と国王は繫つなげた。

「余の死没が公的に認められれば、葬儀と同時に次の王の即位式が執り行われる。王族の血を持つ者がその場で位を引き継げば、王冠がどこにあろうと新たな王の頭に瞬間移動する。余も、早逝した我が父からそうやって冠を継いだ」

「んじゃ、その王冠を次の人に移し終わったら、国王さんが生きてることを宣言してわしの潔白を証明してくれるのね？」

「もちろんさ。そのために同行してもらうわけだからね。移った瞬間、余が堂々と出てすべて説明するさ」

　わしは安あん堵どの息を吐くが、ふいに不安がよぎった。

「でも、本当は生きておるのにちゃんと王冠が移るかの？」

「大丈夫さ。存命中に王冠を譲った王もいる。即位式が執り行われれば、前王の生死に関わらず王冠は転移するよ」

「じゃあ安心じゃの……ん？」

　言いかけて、わしは首を捻ひねった。

「おかしくない？　そんな風に王冠を譲ることができるなら、普通に次の王様の即位式をするよう周りを説得すればええじゃない」

「まったくそうだとも。君の眷属を騙る不審人物や、王宮を襲撃した謎の魔物──それらの正体を暴くには、王冠の力と、それを使いこなすことのできる優秀な王が揃そろうことが必要なのだ。臣下の者たちも、その必要性を分かっているはずだというのに……」

「お、王様ぁ」

　そのとき、邪教徒たちの一人がおずおずと手を挙げた。

「まさか妹君のロゼッタ様に王位を譲るつもりなんですかい？　確かにあのお方は魔導士として天賦の才をお持ちだと聞きますが……ありゃあダメですよ。国に災いが及びます」

　それを皮切りとして、男たちが口々に言葉を発する。

「あっしも同感です。あの憎い偽眷属の野郎は気になりますが、それにしたってあの妹君に王位はないです。そんなことしたらこのアスガ国は終わりっす」

「魔法が使えなくてもあんたの方がずっとマシです」

　やれやれ──と国王は頭を抱えてわしに向きなおった。

「このとおりでね。大臣をはじめとした役人も、軍部の貴族たちも揃そろって譲位に反対ときている」

「どして？　妹さんは優秀なんじゃろ？」

　国王は懐から懐中時計を取り出して時間を確認した。

「理由は道すがら話すよ。とりあえず、急いで王宮前に向かおう。もうじき葬儀が始まってしまう」




　　　＊




「──忌み子？」

「あくまで迷信だよ」

　王都の地下に巡らされた避難用の隠し通路。頭上からは王都の雑踏が響き、足元ではときたま鼠ねずみが走っていく。

　あまり大勢で動くと察知されかねないので、邪教徒の面々は地下に残して三人だけでの移動だ。すなわち、わしとレーコと国王。

「時にレーコ君。地下にいる彼らに不審な動きはないね？」

「無論。奴らは既に邪竜様に忠誠を誓った身。これ以上無用な罪を重ねることはない」

「うむ感心。と……どこまで話したかな？」

「お主の妹の即位が認められん理由よ。忌み子ってなんのこと？」

　国王はぐしゃりと前髪を搔いた。一緒に王冠にも触れるが、『外れない』呪いのせいか触れたところでズレもしない。

「入国するとき、【大魔導士の風穴】は見ただろう？　あれは、歴史に名を残すかの大魔導士・プラバス公が掘った遺物だ」

「ぷらばす……？」

「誰だそれは」

　わしとレーコは揃って無知を晒さらす。当然である。片や山奥暮らしの草食トカゲ、片や奴隷出身の生いけ贄にえ少女である。いくら有名な魔導士でも知っているはずがない。

「ペリュドーナに寄ったんだろう？　あそこの中央広場にプラバス公の銅像があったと思うが」

「いやあ、あのときは街がてんやわんやじゃったからのう。銅像とか見とる暇がなかったのよね。あ、でもわし若い頃に大魔導士なら見たことあるかもしれん」

「なんだって？」

　前を歩いていた国王がいきなり立ち止まり、わしはあやうくぶつかりかける。

「絵画や彫像に残っている姿は銀髪に長ちよう鬚しゆの老人と伝えられているが、君が見たのはどんな人物だった？」

「そうねえ。わしも記憶が曖昧なんじゃけど……」

　いつごろだったか。人間の冒険者たちに包囲されたところを、通りすがりの大魔導士が「こいつはただのでかいトカゲだ」と弁護してくれたことがあったのだ。というか、今にして思えば彼もドラゴン（わし）を討伐しにきた隊の一員だったのかもしれない。そしてわしの力量を正確に見抜いてくれた、と。

　凄すさまじい魔力の持ち主だったとは記憶しているが──最近はそれ以上にすごい子がすぐそばにいるから、いまいちその人が本当にすごかったか自信が持てなくなっている。

「あ、でも。もしかしてその人結構頭が禿はげてはおらんかった？　頭の横の銀髪と髭ひげはすごく長いのに、おデコから頭のてっぺんがピカピカしておったのを覚えとる」

「おお！　それは本当にプラバス公かもしれないな。彼の像はどれもそんな感じだ」

「へえ、わしはすごい人と会っておったんじゃの」

「さすがです邪竜様。歴史に名を残すそのような強者すら過去に屠ほふっていようとは」

「そうじゃね。裏の歴史ではそうかもしれんけど、表向きはその事実を隠しておこうね」

「承知しました」

　慣れたというか麻ま痺ひというか、わしは最近レーコの話を否定するよりも、穏便にいなす方面に傾いている気がする。幸い、国王も聞き逃してくれたみたいだし。

　埃ほこりっぽい空気にわしは咳せき払ばらいを一つ。

「そんで、その大魔導士のプラバスさんがお主の妹の話とどう関係があるの？」

「プラバス公は存命時、このアスガ国で最高位の貴族の地位を叙されたとされている。最高位の貴族というのはつまり、王族との婚姻が認められる分家の地位だな。ゆえに現在の王族は、プラバス公の末まつ裔えいとされている──問題はそこなんだ」

　そう言って国王は自身の黒髪をつまんだ。

「王族は基本的に黒髪だ。だが数代に一度、プラバス公と同じく白銀の髪を持って産まれる子がいる。いわゆる先祖返りだな。そしてその者は例外なく、大魔導士にもなり得るほどの強い魔力を有している……それが我が王家の忌み子だ」

「え？　どして？　強いからええんではないの？」

　国王は悲しそうに首を振った。

「限度というものがある。人間はあまりに強大すぎる存在を許容できんのだ。実際、過去の『白銀の忌み子』たちは、その力で暴政を敷いたりクーデターを起こしたりと、国に災禍をもたらしてきた歴史がある。国民の皆が忌み嫌うのも、無根拠な話ではないのだ」

「だけど、それは過去の人たちの話じゃろう？　お主の妹さんが悪いことをしたわけではないのに」

「ああ……皆が邪竜殿のように、偏見に惑わされず人を見てくれればよいのだがね」

　半ば諦めたような口調で呟き、国王は肩を落とした。

「そういうわけで、皆が王位継承に反対するのだ。しかし、余にとっては可愛かわいい妹。ロゼッタはやはり魔法の才に溢あふれていてね。なんと独学でプラバス公の編み出した高等魔法を一つ習得するに至っているのだ。すごいだろう？」

　一転して明るく語り始めた国王は得意げで、国王というよりも一人の姉としての誇りに満ち溢れているようだった。

「家族思いなんじゃね」

「もちろんさ。両親も早くに亡くなった余にとって、今やただ一人の家族だからね。目に入れても痛くないと思っている」

「いわれのない偏見もあったもんじゃのう」

　わしは共感とともに涙腺が緩むのを感じた。もしかしたら、そのロゼッタという子となら腹を割って本音を話せるかもしれない。

「というわけさ。が、表向きでも余が亡くなれば次の継承順はロゼッタだ。多少の偏見や反対があれど、即位させざるを得まい。ともかく一度王冠が移ってしまえばこっちのものさ──と。いけない、すっかり足が止まっていた」

　早足になった国王が再び進路を急ぐ。

　隠し通路には経路目印の記号がいくつも記されており、その並びがやがて王宮から撤退したときに見た覚えのあるものになってくる。

「レーコ君。この先、警備の待ち伏せの気配はないかね？」

「問題ない。殺気を放射して気絶させておいた」

「いるにはいたのね」

　事実、その先では何人かの警備が白目を剝むいて気絶していた。彼らも仕事なのに、邪魔をしてしまって本当に申し訳ない。

「彼らの定時連絡が途絶えることで、地下に増援がやってくるかもしれない。そのときはまた気絶させてくれ。即位が終わるまで時間を稼げればいい」

「警備がいなくなる非常事態が発生したら中止にならん？」

「非常事態になればなるほど、国にとってこの王冠の力は不可欠になる。むしろ即位式の進行が早まるかもしれないくらいだよ」

　具体的にどんな力なんじゃろ──とは思うが、物騒な話はあんまり好きじゃないので尋ねないでおく。これだけ自信があるのだから、きっと大したものなのだろう。

　前を行く国王が、ある出口の記号を指さして立ち止まった。

　王宮が襲撃された日。わしらが避難民たちの様子を覗のぞき見みた、王宮前広場の下水蓋に偽装した出入り口だ。

「蓋を少しだけズラそう。それで外の様子は見えるはずだ」

　音を立てぬように、国王がゆっくりと蓋を開いていく。差し込んだ光がわしの目にいたく染みる。




　次の瞬間、わしは信じられないものを見た。




　血（糊のり）に染まった国王の外がい套とうが、まるで磔たつ刑けいのように無数の矢や釘くぎ、短槍で木柱に打ち込まれ、広場の中央に掲げられていたのである。

　その木柱のそばには、白銀の髪をセミロングで編んだ可か憐れんな少女が立っている。身に纏まとう煌きらびやかなドレスと風に舞う銀髪の組み合わせは、幻想的な美しさすらたたえている。

　しかし。

「なんであの子、磔はりつけの柱の周りに油をドクドク撒まいておるの？」

「余の遺品を柱ごと火葬するためだろうな」

「柱ごとっておかしくない？　そもそも、なんでお主の外套は磔にされとるの？」

「余の冥福を祈って釘とか矢を打ってくれたんだろう」

「ぱっと見で罪人の処刑にしか見えんのじゃけど、そんな風習あるのこの国？」

「ないが、今できたんだろう」

　吞のん気きすぎる即答。何やら状況に暗雲が漂い始める。

　群衆の表情もよく見たらみんなドン引きしていた。まるでわしのことを邪竜と思って接してくる人々のようである。

　油を撒き終えた銀髪の少女──ロゼッタ嬢は、パンパンと手を叩たたいてスカートの裾を整える。それから、王宮正面に設置された献花台の上にふわりと跳び乗った。色とりどりの花がぐしゃっと踏み潰される。

　そして恭うやうやしく一礼。

「国民のみなさま、待ちに待ったこの日がやって参りましたわ。目の上のタンコブだった邪魔なお姉さまがくたばり、わたくしが国のすべてを掌握するこの日が……」

　終始にこやかにこれを言う。

「さあ祝福を！　地獄の業火よ、この地に顕現し燃え盛りなさい！」

　炎の魔法だろうか。ロゼッタが手をかざすと同時に、磔の木柱が禍まが々まがしい紫色の炎に包まれた。立ち上った火柱は王宮の塔の頂上にまで達さんかというほどに舞い上がる。

　群衆はほとんど悲鳴を上げていた。

　それを見てロゼッタは「あははははは！　愉快！　愉快ですわ！」と天に両手を掲げて高笑いしている。

　わしは静かに国王を振り向く。
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　国王ははらはらと涙を流していた。

「王としてのやる気に満ち溢れているようだな……。もはや余には何も言うことはない。この国を頼んだぞロゼッタ……」

「国王さん、国王さん」

「ん？　何かね？　余は今、感激に打ち震えているのだが」

「あれはお主の妹に化けた魔物か何か？」

「何を言うのだね。あれこそ余の愛すべきただ一人の妹。ロゼッタ・アスガその人だ」

　最悪だった。魔物でいてくれた方が何倍もよかった。

「これで王冠がわたくしの元にやって来ますわ！　無限の力が！　何者をも屈服させることのできる力が！　世界はこのわたくしにひれ伏すのですわ！」

　ヒャハハハハ、と人間離れした哄こう笑しようを響き渡らせている。

　偏見ではなかった。大臣とか軍の偉い人とか、邪教徒の人まで王位継承に反対していたのは、忌み子とかそういう問題ではなかった。

「くっ。あれだけ強力な魔法の使い手なのになぜ誰もあの子を認めてあげないんだ」

「ひとえに人間性によるものじゃと思う」

　周囲の人の方がよほど客観的に判断していた。この国王、シスコンをこじらせてあの性格に対し盲目になっている。

「国王さん。どう考えてもあれはダメじゃって。お主がここで地上に出て生存宣言しないとこの国がいかんことになっちゃうよ」

「邪竜殿までそんなことを……？」

　くい、とわしの前脚をレーコが引っ張った。

「邪竜様。あの者、潜在魔力量や性格面からしてなかなか将来有望と思われます。せっかくですので眷けん属ぞくに引き入れますか？」

「死んでも嫌」

　わしの胃が弾はじけ飛んでしまう。

　ロゼッタは興奮して「神も魔王も恐るるに足りませんわ！」と焦点の定まらぬ瞳のまま叫んでいるが、気付けば大臣や貴族たちが群がって裾を摑つかんだり羽交い締めにしたりしていた。

「姫！　どうか、どうかご乱心なさらず！　もはや直系の王族はあなたしかいないのですから、せめて自重されてください！」

「もっと王としての自覚を！」

「猫を……みなで一緒に猫を飼いましょう。きっと穏やかな心を育めるはずです」

「ええい離せ！　離せですわ！」

　次々に飛びかかる偉い人たち（大臣や貴族）に対し、ロゼッタは千切っては投げ千切っては投げの大立ち回りを繰り広げる。しかし、偉い人たちも不屈の精神で立ち上がって、何度も自重を要求していく。

「まことに美しい主従の在り方だな。あの子はまだ十七。年若いゆえ不安だったが、ああして周りが助けてくれるなら、きっと素晴らしい国にしていけるさ。余は確信している」

「わしは近いうちクーデターが起きると思う」

「ええい！　往生際が悪いですわ！　葬式も終わったのですから、さっさと即位の儀を始めますわよ！」

　ロゼッタは両袖から錘おもり付きの鎖を出し、身の旋転とともに大振りして周囲の貴族たちを蹴散らした。

　そして空中でおもむろに拳を握る。

　途端、異変が起きた。ちょうど人間一人を囲えるほどの小さな檻おりが無数に出現し、ロゼッタに逆らっていた貴族たちを全員閉じ込めてしまったのだ。

「い、いきなり出てきたけどあの檻は何!?」

「ほう」

　困惑するわしに対し、レーコは感心した様子の声を出している。

「あれが、妹が独力で習得したプラバス公の高等魔法だよ。このアスガ国の領域内ならば、任意の座標にほぼノータイムで強固な檻を出現させることができる。本来は、この王冠が補助して初めて使用が可能になる王権魔法だ。ちなみに余は補助があっても使えない」

　国王はさりげなく自虐を挟む。

「あの魔法が使えれば、反逆者や罪人を労せず捕縛することができる。まさに王族のための術といって過言ではない」

「ああいう性格の人に一番与えてはならん魔法な気がするのう」

「妹はな。あの【捕縛】の魔法の存在を五歳のときに知ってから、それはもう血ち眼まなこになって毎日魔法の研究と練習に励んでいたのだよ……凄すさまじい努力家だろう」

「努力家なのは間違ってないけど寒気がするのはなんでじゃろうなあ」

　その成果がこれである。歪ゆがんだモチベーションの結実としか思えない。

　さらにロゼッタは、燃え盛る磔の木柱を重臣たちと同じように檻で囲んだ。そしてニヤリと笑って指を弾く。

　檻が急激に収縮。柱を炎ごと巻き込んで一点に収束していき──爆はぜた。噴き上がった火の粉は広場に雨のごとく舞い散り、新たな悲鳴の呼び水となる。

「囲んだ後に檻のサイズを縮めることで、圧殺の攻撃手段に転用することもできる。これはあの子が独自に編み出した応用技術だ。すごいだろう」

「お主はそろそろ目を覚まさない？　どう考えても一級の危険人物じゃよあれ」

　檻に閉じ込められた偉い人たちは、目の前のパフォーマンスを受けて戦意喪失していた。

　ロゼッタは恐怖の視線を一身に浴びて口上を始める。

「国民のみなさま。改めまして、ロゼッタ・アスガでございます。今日この日まで、この国は魔法もロクに使えない軟弱な我が姉が統治しておりました。そんな悲劇もここで終しゆう焉えんを迎えるのです。ここにわたくしという、史上最強のアスガの王が誕生したことをともに祝いましょう……」

　自分で言っておいて、自分でうっとりしている。群衆はみな死人のような青白い顔。拍手を送っているのは地下にいる国王だけである。軟弱呼ばわりされているのにプライドはないのか。

「それでは。もうわたくし待ちきれませんので、ここで即位を宣言させていただきますわね。さあ、いらっしゃい愛いとしの王冠ちゃん！」

　白銀の髪を嬉うれしそうになびかせ、ロゼッタは自身の頭に触れる。

　何も起きない。

　ぐしゃぐしゃと髪の毛を搔く。それでも王冠は転移されない。

　一方でわしの隣。国王の頭には未いまだしっかりと王冠が載ったままである。

「……王冠、そのまんまじゃない？」

　国王は信じられないといった顔で王冠に触れている。

「なぜだ。存命中の王位継承など過去に何度も。はっ、まさか死を偽装したのがダメだったのか……？」

「というか、王冠があの子を拒絶しとる可能性すらあると思う」

　王様となるには性格があまりにも不適格すぎるし、そのくらいのセーフティは仕込まれていそうだ。

　と、広場の演台でロゼッタは「フフフ……」と笑い始めた。

「おかしいと思ったのです。あのクソのようにしぶといお姉さまが、あそこまで簡単にくたばるなんて。そういうことでしたか……そういうことでしたか……」

　くわっ、とロゼッタが目を見開く。

「どうりで！　さっきからプンプンとあの忌まわしい気配がすると思ってましたわ！　近くにいますわねお姉さま！　隠れてないでさっさと出てらっしゃい！　今度はこのわたくしがじきじきにブチ殺してこのまま即位させてもらいますわぁっ！」

　同時に振り上げた手の動きで、広場に集まった群衆が巨大な檻に閉じ込められた。もう涸かれきっていたと思われた人々の悲鳴が再び絶頂に達する。

　わしらのいる地下とて例外ではなかった。柵が地面を透過して、地下道の逃げ道を塞いでいる。

「お姉さま、さっさと名乗り出てこなければどうなるか分かってますよねぇ？　この檻の中にある者の生殺与奪はすべてこのわたくしの手の中にあるのですから……」

「ナチュラルに最低じゃよあの子」

　わしが横を振り向いたとき、既に国王の姿はなかった。地下道を逃げたわけでもない。かといって地上に出て行ったわけでもない。

「ありゃ。国王さんは？」

「あそこです」

　レーコが指をさしたのは地上。絶賛暴走中のロゼッタの方だった。

　しかもその背後。

　人垣の向こうに見える程度だった距離。それを無視したかのように、王はロゼッタの後ろに平然と移動していた。

「──後ろっ！」

　気配に気付いたのか。弾かれたようにロゼッタが背後を振り向くが、

「すまないね。余に対する我わが儘ままはいくらでも聞いてやる所存だが、民を巻き込むのはちょっとオイタが過ぎる」

　迎撃よりも、国王がサーベルの柄つかでロゼッタの首筋を軽く打つのが早かった。眠るように昏こん倒とうさせられ、ロゼッタはあっけなく崩れ落ちる。

　気絶と同時に檻も消滅した。

「すまなかった国民の皆！　余は此こ度たびの事態を解決するにあたり、やむをえずこのような計らいを──」

　言葉が終わる前に、大量の罵声と石ころが国王に飛んできた。

「やっ、やめたまえ。余は国王であるぞ。なぜ石なんか投げるのかね」

「うるせー！　もっと早く出てこいや！」

「まだアンタそのヤバい妹に王位譲るとか言ってんのか！　寝言は寝て言え！」

「違うのだ。余はこの国のことを思うからこそ。やめっ」

　解放された貴族や大臣も、総出で国王に説教を始めた。他にいないんだからしっかりやれ、と。

　その様子を見たレーコは、

「慕われているようですね」

「あれは慕われているっていうか、舐なめられている感じがしないでもないけどのう」

「それにしても、今さっきの移動はかなり速かったですね。あれはもう瞬間移動……私でも捕捉に苦労する域です」

　しかも、移動の際に檻から簡単に脱出までしていた。これは単に足が速いとかいう次元ではない。

「じゃけど、わしから見てあの者に魔法の素質はなさそうなんじゃけどなあ」

「私も同感です」

　レーコの存在で基準が狂い気味とはいえ、まだまだわしの眼力も捨てたものではない。相手の強さはだいたい分かるが、あの国王は剣術の腕はさておき、魔法については才能が皆無といってよい。妹とは対照的に、魔力の気配がほとんどないのだ。

　となると、やはりあの王冠の力か。

「ちょうどいい。私たちの潔白を証明してもらうのと一緒に、軽く私が調べてみましょう。使い勝手のいい代物なら奪っていってもいいですし」

「潔白を語る一方で罪を犯そうとしないでね」

　抗議の人波に揉もまれながら、国王は必死に皆をなだめようとしていた。

「ま、待つのだ。これには事情がある。まず余が無事だった事情から話したい……君たち、もう地下から上がって来てくれていいぞ」

「え、もうええの？」

　レーコが下水の蓋を完全に持ち上げ、わしの身を担いで地上に上る。

　と、貴族や警備兵たちが一斉に攻撃姿勢を取った。

「あれは邪竜！　おのれ！　こんなところに潜んでいたのか！」

「一般市民は速やかに退避しろ！」

「待て待て。そう軽率に判断して構えるのではないよ。余が無事だったのは彼らのおかげだ」

　国王はサーベルの鞘さやで警備兵を指揮する貴族の頭をこつんと叩たたいた。

「彼らの？」

「そうだとも。先日、王宮を襲撃したのは彼らではない。まったく未知の魔物だ。確かに彼らは正真正銘の邪竜レーヴェンディアとその眷属だが、人類に対しては協調姿勢を取りたいと言っている。そうだね？」

　わしは首がもげそうになるほど頷うなずきまくる。

「ほら彼も頷いている。ペリュドーナで魔物の討伐に協力した活躍と、懸賞金の取り下げは皆も知っていよう？」

「邪竜がセーレンを襲撃したという噂うわさが出回っておりますが……」

「邪竜レーヴェンディアが本気で町を襲ったならいまごろセーレンは焦土と化しているはずだ。おおかた、かの町が伝統の泥祭りで半沈没したところを、事情を知らぬ旅人か何かが見て壊滅と勘違いしたのだろう」

　ごめんなさい。セーレンを（この子が）襲ったのは事実です。

　わしは半信半疑の視線を浴びながら、とりあえず国王のそばまで行く。近くにいた方が守って貰もらいやすいと踏んで。

「此度の王宮襲撃については、この邪竜殿にも調査を協力してもらっている。つまりこの件に関し、彼は我が国の味方というわけだ」

「はあ……」

　誰しもが不承不承といった様子ではある。ついさっきまで王宮襲撃の主犯だと思っていたわしを、そう受うけ容いれられるものではあるまい。

「それで国王陛下。犯人は分かったんですか？」

　大臣が急せかすように尋ねる。

「いやそれがね。末端の手先にされていた連中は見つかったんだが、肝心の王宮襲撃の件については何も摑つかめていなくてな。だからロゼッタに王冠を譲って国内を総ざらいしてもらおうと思ったんだ」

「あのですね陛下。だからといってこの妹君に王は務まりませんよ。白銀の子だからという話ではありません。人格面の問題です」

「確かにヤンチャなところは珠たまに瑕きずだが」

「ヤンチャでは済みません」

　一喝。王とはいえ、年配の大臣には頭が上がらないのかもしれない。国王はバツが悪そうに頰ほおを搔いて俯うつむいた。ちょうど、その視線の先にわしが来る。

「まあドンマイじゃよ」

「すまないね邪竜殿」

　お辞儀も合わさって姿勢を低くした国王の頭に、横からレーコが手を伸ばした。

「なるほど。これが王冠か、確かに面白い魔力を持っている」

「レーコ。勝手にベタベタ触ってはいかんよ」

「構わないさ邪竜殿。これは少し触ったところで汚れたり壊れたりするような代物ではないから──」

　バキッ、と嫌な音がした。

　非常に小さな音だったので、近くにいたわしらにしか聞こえなかったが、それは明らかに国王の頭の王冠から鳴った。

「む？　今、余の頭の上で変な音がしなかったか？」

「してないしてない！　なんにもしてないから気にせんで！」

　わしは素早くレーコの手を引っ張って近くの銅像の陰に逃げ込む。

「正直に言って。お主。今、あれ壊した？」

「……申し訳ありません。壊れないというものですから、興味本位で強めに力を加えてしまいました」

「興味本位で国宝を雑に扱わないで。わしら弁償とかできないんじゃから」

「……大丈夫です。まったく問題はありません。いざとなれば邪竜様の鱗うろこを一枚渡して国宝にさせればいいだけの話……」

「わしの鱗とか特に利用価値ないからね。しょっちゅう生え変わるし。ていうかお主もちょっと焦ってない？」

　壊れていないことを祈ろう。壊れていたとしてもせめてバレない程度の故障であって欲しい。

　そのとき、「うわあ！」と誰かの叫びが上がった。

　次いで、高らかな笑い声。

　異変を察したわしらが銅像の物陰から出ると、とんでもない事態になっていた。

　気絶から醒さめたロゼッタが、その頭に王冠を被って国王や大臣たち全員を檻に閉じ込めていたのだ。

　そしてわしの理解が追い付く前に、ロゼッタは広場に集った民衆にこう告げた。

「少々トラブルはありましたが、このとおり、王冠はわたくしの元にやって参りました。これにて即位は完了ですわ。この吉事を盛大に祝ってくださってよろしくてよ？」

　不穏な気配を察知してか、レーコがロゼッタに飛びかかった。その手は王冠の奪取を狙っている。

　しかし、そこでロゼッタは薄く笑んだ。




「では、わたくしは少々用事がありますので。これにて失礼しますわ」




　そう告げた彼女は王冠を頭上に掲げる。

　高速で疾駆するレーコは、ロゼッタのその挙動を制するように腕を伸ばす。届くまであと僅か。レーコの爪先が今にも王冠に触れようとしたとき──

　──ロゼッタの姿が一瞬にして搔き消えた。

　先ほど国王がしてみせたのと同じく、まるで瞬間移動のように。

　王冠を奪い返そうとしていたレーコの手は惜しくも空を切る。同時に、国王たちを囲っていた檻もすべて消え去った。

　解放された国王に、わしは慌てて駆け寄る。

「ええと、国王さん。いったい今のは何があったんじゃの？」

「ふ。聞いてくれ、邪竜殿」

　絶望の表情を浮かべる一同の中にあって、国王だけがどこか嬉しげである。

「大したことではない。余の王冠がたった今落ちて、ロゼッタがそれを拾って逃亡したんだ。余の頭から外れたということは、つまり王座の継承が無事に済んだということさ……」

　わしは自分の胃が捻ねじれる音を聞いた。




　　　＊




「皆も知ってのとおり、あの王冠には二つの高等魔法が仕込まれている。先にロゼッタが使った檻おりでの【捕縛】と、余の唯一の得意技である【脱出】だ。後者は反逆者に囚とらわれても逃げられるようにするための魔法で、窮地において国内の任意の位置に瞬間移動することができる。ロゼッタは、手にした王冠でその魔法を発動して逃亡したわけだな」

　王宮内の議場。貴族や重臣が円状に集う中で、演台に立つ国王は飄ひよう々ひようと事態を解説している。周りの者たちは苛いら立だちの絶頂というような表情をしているが、その視線を受けてなお一切動揺しないのは、やはり王の器といえるかもしれない。ふてぶてしいという意味で。

「どうするのだヴァネッサ王……いいや、王冠が移ったということはもはやあなたは王ではないのですな」

「いかにも、ヴァネッサ様は前王ということになる。しかし、あのロゼッタ姫にこれからの王が務まるとも思えません。今ここに臨時政府を樹立して、早急に王権を制限すべきかと思いますが」

「仮にも前王の余がいる前で革命の計画を立てないでくれたまえ。それに、【捕縛】と【脱出】がある限りどんな手もロゼッタには通じないとも。特に【脱出】は緊急時には自動発動するからね、不意打ちも効かない」

「確かに。あなたが邪竜に討たれたと聞いたときは違和感があったのですが……」

　偉い人たちが悩ましげに次善策を考える中で、わしらは蚊帳の外だった。

　王権が移動したから冠が外れたのではなく、レーコが「バキッ」とやらかしたから外れたのだろう──とは、とても言い出せる雰囲気でない。レーコですらちょっと目線を泳がせている。

　そこで、ふいにレーコが手を挙げた。

「私から提案がある。この邪竜様の眷けん属ぞくとしての力を使ってあのロゼッタという輩やからをたちどころに見つけて王冠を奪い返してやろう。【脱出】で逃げられようと、私も次元を跳躍して追跡することが可能だ」

「可能なの？」

「邪竜様の秘技『異い界かい創そう成せい』には及びませんが、私もそれなりには心得ております」

「あんまり使って欲しくないのう。けど、今回はしょうがないかのう」

　なにしろこちらが撒まいた種である。こんな風にレーコから問題解決に（比較的）まともな提言をするのも珍しい。きっと、やらかした自責の念はあるのだ。

　しかし、国王や重臣たちは揃そろってこの意見に難色を示した。

「気持ちは嬉うれしいが、無理だろう。君ほどの使い手が魔力を用いて探知をかければ、ロゼッタも危険を察する。そうすれば君がロゼッタを捕縛する前に【脱出】を発動されてしまい、また別の場所に逃げられるだけだ」

「ならば、次の場所にも跳んで向こうの魔力が尽きるまで何度でも続けてやる。私の魔力は邪竜様からいただいているゆえ無尽蔵。人間ごときに遅れを取るものではない」

「それが一番の問題でね」

　国王は腕を組んで目を閉じた。

「何か不満があるのか？」

「あの王冠の最たる機能は【捕縛】や【脱出】の王権魔法ではない。所有者──つまり国王に、人間の領域を越えた莫ばく大だいな魔力を供給することなのだ。そしてその魔力の源は、この国にいる全国民となっている」

　わしとレーコは揃って首を傾かしげる。あんまり詳しくないのだ。

「要は魔力の徴税みたいなものだよ。あの王冠は、全国民から少しずつ魔力を徴収して貯蔵する機能があるのさ」

「でも、魔導士が多いといってもほとんどの国民は魔力とかない普通の人じゃろ？」

「ああ。確かに邪竜殿からしたら、あまりにも小さすぎてそう見えるかもしれないね」

　だが違うのだ、と国王は指を振った。

「実際はすべての人類が多かれ少なかれ魔力を持っている。魔導士はそれを表に放出する能力があるというだけだ。その『放出する能力の有無』が俗に『魔力の有無』として語られはするが──厳密に言えば誰でも持っている。実にありふれたものだよ」

「……？　それが、今回の話とどう関係あるのかの？」

「君の眷属とロゼッタが追いかけっこを続ければ、『邪竜の魔力』と『我が国の全国民の魔力』の根こん競くらべが始まってしまうということだよ。先に枯れ果てた方がどうなるかは、分かるね？」

　そうか、とレーコは短く呟く。

「ならば手出しはできんな。ここの国民すべてを干物にしてしまうのは、邪竜様も望むところではない」

「勝つ自信はあるのね」

「以前の私なら怪しかったかもしれませんが、セーレンで邪竜様に魔力のコントロールを教わって以来、私の力は爆発的に伸び続けております。問題ないでしょう」

「あのときわしは励ましただけなんじゃけどなあ」

　一を聞いて十を知るどころか、この子はゼロを聞いて千万を会得してしまうから非常にタチが悪い。どこまで強くなるつもりなのか。

　ごほんと国王が咳せき払ばらいをした。

「心配ない。ロゼッタとて王として身を立てるつもりなら、いつまでも雲隠れしているわけにはいかない。いずれはこの王宮に戻ってくる。そのとき、余の方からいろいろと王としての心構えを伝授しよう」

「不安しかないんじゃけど」

　わしの呟つぶやきに総勢が頷うなずいた。なんだろう。ここの人たちとは状況が違えばすごく仲良くなれていた気がする。

「まあ、ロゼッタが王として未熟な件は皆が補佐すればなんとかなるさ。それよりも余は、もう一つのテーマについて相談しておきたい。王宮を襲撃した謎の魔物について、だ」

　議場の空気が引き締まる。どうやらこの国において、王宮の防護魔法を突破されたというのは王座の行方にも匹敵する大事のようだ。

「王冠は全国民から魔力を徴収する。ゆえに、王冠の所有者は国内全土の魔力の流れについて、自らの手足のごとく把握することが可能だ。いまごろ、ロゼッタは謎の魔物の正体について見当が付いているかもしれない」

「待て。私が探知しても何も見つからなかった。邪竜様の千里眼がその王冠の機能に劣るというのか？」

　レーコが頰を膨らませて食いついた。わしは慌てて横からレーコの口を塞ぐ。

「ごめんなさい。この子はすぐムキになるんです。どうか気にしないでください」

「いやいや、レーコ君も眷属の矜きよう持じがあるだろうから当然の反論さ。もちろん、余も君の能力を軽視するつもりはない。おそらく、王冠の機能かそれ以上のものが君には見えていると思う」

「ならば何故なぜ」

「同じものが見えても、そこから何を判断するかは別問題だからさ。余とて、王冠があったから魔力の流れは把握できていた。しかし文字の読めない者が本を読めぬように、何を意味するかはてんで理解できなかった。レーコ君、君の力は確かに凄すさまじいものがあるが、理論として魔法を学んだわけではないだろう？」

　むくれながらレーコはそっぽを向く。確かに当たっている。野生の獣は強者であっても武術には精通していないのと同じだ。生まれつきの強者だからこそ知り得ぬものもある。

「ロゼッタが戻ってきたときには、謎の魔物の正体も明らかにしてくれているはずだ。そのときは貴族の諸君ら、そして場合によっては邪竜殿の力も借りて速やかに討伐したい。もちろんそれまでの間に再襲撃が来る可能性もあるから、各自で警戒は怠らないでいてくれたまえ。じゃあ、これにて早めのお開きとしよう。こうして国の幹部が一所に留とどまっていると、敵からしたら格好のターゲットだからね──では解散」

　人払いのように国王は腕を振り、重臣や貴族たちもそれに従って方々に散っていった。




　　　＊




　王宮を出るとまだ市民たちが一部残っていたが、わしらを見るとさっと道を開けた。国王の説得があったとはいえ、わしらに対してまだ信は置けないといった風である。

「ねえレーコ。一旦、地下に戻ろうか。確か鍋も作りかけじゃったろ？」

「そうですね。奴らも餓うえているでしょうし、早く餌を与えてやらねば」

　まるでペットのような扱い。

　帰る途中に、僅かな路銀をはたいて露店で干し肉を買っていく。わしだけならともかく、他の人たちは野菜だけの鍋だと味気ないだろう。なんだかんだで世話になっているのだから、せめてものお礼である。

　街はずれに掘られた隠し通路から、人目を忍びつつ地下空洞に降りていく。穴倉暮らしが長かったので、実はこの湿っぽい地下の空気は嫌いではない。

「しかし邪竜様。本当にあの王妹は放っといてよろしいのでしょうか？」

「見つけても追いかけるわけにはいかんということじゃったしの。国王さんに任せておいていいんじゃない？」

　これ以上わしら（というかレーコ）が余計な首を突っ込んでは、ますます被害を拡大させてしまうおそれがある。何よりわしはあんな恐ろしい人に近づきたくない。

「あ、でも不用意に近づいて刺激せんためにも、どのあたりにいるか把握だけはしておいた方がよいかもしれんね。あんまり詳しくなくていいから、ざっくり探せるかの？」

「了解しました。では、ざっくりと」

　レーコがきらりと目を輝かせる。よし、これで偶然遭遇してしまうという線も潰せた。ここでレーコが探った潜伏地域を今後避けて行動すればいい。

「ふむ……意外と近くにいるようですね。気配が強く感じられます」

「そりゃ怖いのう。出歩くときは気を付けんとな」

　言いつつも、わしには少し余裕があった。近くに潜伏していると知ったなら、それ相応に気を付ければいいだけだ。たとえば夜遅くは外を出歩かず、細い路地には立ち入らないなど。こうした基礎的な注意を徹底すれば、身の安全はぐっと確保しやすくなる。

　そんなことを吞のん気きに考えつつ、レーコを背に乗せたまま空洞に入ったわしは、内部の光景を見てフリーズした。

「あはははは！　見てらっしゃいますか邪竜様ぁ！　この臆病風に吹かれた愚か者どもはすべてあなた様への贄にえに捧げますわ！」




　逃亡中のロゼッタ嬢が、倒れ伏した邪教徒たちの山の上で不気味な笑いを発していた。




　注意も何もあったものではなかった。道端で出くわすどころか、こちらの根城に向こうから堂々と突入してきていた。

　引き返そう、と一秒で決めた。

「何をしている貴様？」

　しかし、買い物袋を提げたレーコは怒り心頭。わしの背中から素早く降りて、ずいずいと進んでいく。

「あら貴女あなた──さっき広場にもいましたわね？　こいつらのお仲間かしら？」

「私はレーコ。愚か者は貴様だ。せっかく穏便に済ませてやろうと思っていたのに、わざわざ死にに来るとは……」

「レーコ。追いかけっこを始めてはダメじゃよ。ひどいことになるから」

「一撃で仕留めろ、と。かしこまりました」

　レーコが蒼あおく目を輝かせた瞬間、ロゼッタの姿が人山の上から消え、一瞬で空洞の隅に移動した。

「おや……可愛かわいい見た目だから油断しましたわ。貴女、只ただ者ものではありませんわね？　こいつらの頭目かしら？」

「そんなところだ」

　短剣を抜いたレーコに、邪教徒たちが虫の息で話しかける。

「ボス……あっしらが不ふ甲斐がいなくて申し訳ありません……」

「喋しやべるな。傷に響くぞ」

「もったいないお言葉。ありがてえです……」

「お主、いつの間にあの人たちからボスって呼ばれるようになってたの？」

　お願いだから悪い友達を増やさないで欲しい。教育上よろしくない。

　レーコから発せられた魔力は地を震わせ、地下空洞全体が鳴動する。パラパラと天井から石いし礫つぶてが落ち、殺気が空間を満たしていく。

「これはちょっと信じられないくらいの魔力ですわね……。どこでそんな力を得ましたの？」

「邪竜様にいただいた。筆頭眷属であるこの私を敵に回したことを後悔するがいい」

「眷属？　眷属と言いました？」

　ロゼッタがその場で身を前傾させた。

「そうだ。それがどうした」

「ど、どこで本物の邪竜様に会いましたの？　わたくしに紹介してくれてもよろしくてよ？」

「ほう。じきじきに処刑されたいというのか。いいだろう。邪竜様は──こちらだ」

　レーコがすっと身を引いてわしを両手で仰ぐ。

　ワクワクしたような顔になっていたロゼッタは、遠目にわしを見てすっと笑顔を引く。

　そのままこちらにすたすたと歩いてきて、わしの顔の正面でしゃがみこんだ。

「これが……邪竜レーヴェンディアというんですの？　これが……？　何かの間違いではありませんの……？」

「眷けん属ぞくの私が邪竜様を見み紛まがうはずがあるまい」

　つかつかとロゼッタは空洞の岩壁前に歩いていき、

「いやぁ──！　こんなの違いますわぁ！　こんなの、ただのトカゲではありませんの！　いやぁあ！　悪夢なら醒さめてぇ！」

　絶叫しながら自分の頭をガンガンと岩壁にぶつけ始めた。

「お主っ！　いきなり何をしとるの!?」

「さすが邪竜様。物理攻撃では逃亡されると見て、洗脳を施して自傷行為を誘発させたわけですね」

「あれわしのせいなの!?　違うって！　あの子が勝手に頭打ち付けとるだけじゃから！」

　わしはロゼッタのそばに駆け寄ってストップをかける。

「お主やめて。それ以上自分を傷つけないで！」

「はっ……。分かりましたわ。今の姿は世を忍ぶ仮の姿。血を捧げることで邪竜様は真の姿と凶暴性を取り戻すのではありませんの……？」

「いやわし草しか食べんし」

「いやぁ！　草食なんて論外ですわぁ！　もっと血とか臓物とかを食べてですわぁ！」

「うわあ！　やめて！　お願いじゃから落ち着いてってば！」

　ゴスッゴスッと頭を岩にぶつけ続け、ロゼッタ嬢はついにその場に倒れ込んだ。

　くずおれたロゼッタを前にしてレーコは胸に手を当てる。

「……形は違えど、こいつもまた邪竜様を崇あがめる同志だったというわけですね。ここの連中に対する襲撃は、邪竜様の眩まばゆすぎる威光が招いたすれ違いの悲劇といえましょう」

「さりげなく全責任がわしに」

　そこで、邪教徒の一人が地面を這はってこちらにやってきた。

「レーヴェンディア様。助けていただきありがとうございます……。この恩は末代まで」

「決してわしは手を下しておらんからね。このロゼッタって子が自爆しただけ」

　でも、とわしは言葉を濁す。

「このロゼッタさんも、ええと……わしの信奉者だったってことなのかの？　だけど、なんでお主らと喧けん嘩かみたいなことになっておったの？」

「へえ、それが。この姫様、俺たちが恐怖扇動の魔法を仕込んだことに気付いたようで」

　王冠を使って魔力を追ったのだろうか。さすがに速い。

「結局あれは偽の眷属に騙だまされただけの話だったんですが、この姫様はそう思わなかったようで。俺たちが日ひ和よって計画を頓挫させたんだと勘違いしたらしく、こっちの話も聞かずに大暴れですよ。『邪竜様への捧げ物をなぜやめたのです！』って」

「みんなが怖がったところで、わしは心苦しいだけで嬉うれしくもなんともないのにのう」

　ぴくりとロゼッタの指が動いた。

「承服できませんわ……。そんな腰抜けが邪竜様だなんて。真の邪竜様というのは、もっと強大で残忍で暴虐の限りを尽くす無敵の存在でなくてはならないのですわ……。人々の恐怖を食らい、その力とするような……」

「哀れな。教義の解釈を違たがえたか」

「教義ってなに？」

　しれっと新たなワードをぶちこんでくるレーコにわしは震える。

「俗に言う邪竜様懐古主義派による、歪いびつな邪竜様解釈のことです。旧代の破壊神として君臨した邪竜様を信仰の対象と捉える者たちなのですが──多くはその破壊の裏にあった邪竜様の深い思慮を知らず、単なる暴虐の竜と浅はかに解釈しているのです」

「そうなの」

　情報量が多くてちょっと処理が追いつかない。

「はい。たとえば、かつて邪竜様が発した『この世あまねくを灰かい塵じんとなさん』という言葉を、彼らは愚かにも額面通りに受け取っているのです。その裏に隠された新たなる創世の意図も知らず……確かに主流派の間でも解釈には長い時間がかかった一節ですが……」

「うん。解釈に時間をかける前に、その発言が本当にあったかどうかを疑って」

　架空の発言を前提にして解釈を発展させないで欲しい。

「あと主流派とか懐古派とかどこで知ったのお主？　そんなの知る機会あった？」

「聞かずとも分かります邪竜様。こうして目を閉じれば、無数の信徒たちが邪竜様について意見を戦わせてきた悠久の歴史が瞼まぶたの裏に浮かび上がってきます」

「つまり根拠はないのね」

「そうとも言えます」

　いつものレーコの妄想だった。つまり懐古派とかいう人たちは実在しないのだ。本当によかった。

　が、血を流しながらいきなりロゼッタが立ち上がった。

「そんな教義があったのは初耳でしたが……なるほどそれに照らせばわたくしは確かに懐古派ですわね。しかし、主流派のあなたたちにどう言われようと、破壊こそ邪竜様の本質というのは絶対に譲れませんわ」

　ここに一人の懐古派が生まれた。

　その言葉に対し、傷だらけの邪教徒たちが懸命に抗議する。

「な、何を！　俺たち主流派は常に最新の邪竜様の意を酌んでいる！　勝手な解釈で邪竜様を困らせるな！」

「そうだそうだ！」

「意外と優しいところもあるんだぞレーヴェンディア様は！」

　主流派も生まれた。

　なぜ人間は互いの間に線を引いて争うのだろう。わしはこの世の争いの縮図を見た気がして、もう帰りたくなった。

「貴様がどう言い張ろうと構わんが、真の邪竜様はここにいらっしゃる。そして我々にその本意を正確に伝えてくれている。祈りを捧げよ──さらば魔王を討ち果たさん、と」

「ねえレーコ。そろそろみんなでお鍋を食べないかの？　肉を入れる前にわしの分だけ器によそってね」

「承知しました」

「ロゼッタさん、お主もどうかの？　温かいものを食べれば元気が出ると思うよ」

　わしはロゼッタの前で微笑ほほえむ。すると、彼女も微笑み──

　開いた二本の指でわしに目つぶしをしてきた。

「ぎゃあっ！　目がっ、わしの目がっ！」

「ほらご覧なさい！　目つぶしごときでのたうち回るこんな雑魚トカゲが本物の邪竜様のわけありませんわ！」

「ふ。邪竜様。戯れが過ぎます。この者は幼子でもないのですから、いちいち痛がるフリをして遊びに付き合ってやる必要もないでしょう」

「は！　冗談はほどほどになさい！　これでも戯れと言えますの!?」

「ギブギブギブ！　わしの負け！　わしの負け！」

　ロゼッタはわしの前脚を取って執しつ拗ように関節技を極きめてくる。わしはもう一方の手で何度も地面をタップする。

　絶体絶命のピンチだというのに、レーコたちは「敗者の負け惜しみに付き合うなんて邪竜様はお優しい」と微笑んでいる。このままだと脱臼する。

　ふいに関節技の力が緩んだ。

　わしはきゅっと手足を縮めて亀のようになり、追撃を恐れてガタガタと震える。が、追撃はこなかった。

　恐る恐る視線を上げると、その場の全員の視線が地下空洞の入口に向いていた。




「御明察ですロゼッタ姫。目の前のそのドラゴンはまったくの偽物。邪竜レーヴェンディアとは似ても似つかぬまがい物に過ぎません」




　そこには、男とも女とも付かぬくぐもった声を発する者がいた。

　丈たけ長ながの黒衣を全身に纏まとった細身のシルエット。顔は白面で隠されており、面の上には大きく×印が描かれている。

「何だ。また懐古派の仲間か。いいだろう、私が何度でも論破してやる」

　論破と言いつつ、レーコは拳をバキボキと鳴らして武力行使の準備を始めている。

　が、邪教徒の一人が声を唐突に張り上げた。

「違いますレーコ様！　あいつは、俺たちを騙だまして恐怖扇動の魔法を王都にかけさせた張本人です！　邪竜の眷属を自称していた偽者！」

　その叫びと、レーコが突進するのはほぼ同時だった。砂さ塵じんを巻き上げ猛スピードで突っ込んだレーコは、薄暗闇に短剣の刃光を輝かせる。

「偽りにて邪竜様の御名を穢けがした罪。万死に値する」

「おや、これは恐ろしい」

　止める間もなく、レーコの刃は黒衣の中心に突き刺さった。

「れ、レーコ！」

「逃げられました」

　舌打ちをしたレーコが刃を抜く。すると、黒衣は中身が抜けてしまったかのように、ぐしゃりと地面に落ちた。

「ずいぶんと野蛮なお嬢さんだ。危うく殺されてしまうところでしたよ」

　偽眷属の姿はない。しかし、どこからともなく地下空洞に不気味な声だけが響く。

「ロゼッタ姫、ご安心を。真の邪竜は別に存在します。あなたもそれを察したからこそ、ここに来て今再び彼かの竜に恐怖の糧を捧げようとしたのでしょう」

　ロゼッタは押し黙りながら、声の響く宙空を見つめている。

「王宮を襲撃した魔物──あれこそが、真の邪竜レーヴェンディアです。真の眷属であるこの私が保証しますよ」

　それきり、声は搔かき消えた。
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　偽眷属との邂かい逅こうから数日。

　わしらは未いまだに邪教徒たちの地下空洞でお世話になっていた。

　キナ臭い厄介事から逃れて国外脱出するという選択肢もあった。しかし、案外にこの地下の環境は穴居性のわしにとって快適だったし、のんびりしていれば邪教徒たちが野菜を運んできてくれるという待遇も極めてありがたかった。

　おまけに国王からは、

「ロゼッタは王宮に戻ってきたんだが、何も話さず部屋に閉じこもりきりになってしまってね……。申し訳ないのだが、例の魔物の件が片付くまで、我が国に留とどまってくれないだろうか？　君たちがいればどんな魔物も目ではないだろうからね」

「もう、しょうがないのう」

　懇切丁寧に在留延長を頼まれてしまったものだから、人情に厚いわしはやむなく応じた。決してホクホク顔でなかったことは特筆しておきたい。

　そんなわけで、紆う余よ曲きよく折せつあったが、久しぶりに平和な生活を謳おう歌かできる環境が整ったのだった。

「眷属を騙かたるだけならまだしも、邪竜様の偽物まで登場しようとは……。断じて許せません。絶対にこの世から消し去ります。いかなる弁明も許しません」

　普段は「早く魔王を倒さねば！」と旅路を急ぐレーコもこのとおり。偽物出現に憤ふん怒ぬして、討伐までこの国から動かない構えである。

　願わくは二度とあの魔物が現れないで欲しい。

　そしてこの地で安穏と余生を過ごすのだ。

「今日も平和じゃなあ。このまま何も起きないといいなあ」

　今日も今日とて吞のん気きに野菜を食はみながら、わしはごろ寝していた。怠惰というなかれ。これが五千年のわしの通常スタイルである。そもそも最近は歩きすぎで足腰が疲れていたのだから、休んだって罰ばちは当たらない。

「く。今日もあの偽邪竜は出現しませんね……。出てきたら今度こそ滅ぼすのですが」

「リラックスじゃよレーコ。そう気負わんでええから」

　わしがここまで落ち着いているのには理由があった。

　先日、この地下空洞に姿を現した『邪竜の眷属』を名乗る者だが、わしの見立てではそこまで強くなかったのだ。その辺の魔物よりは幾分強そうではあったが、腕利きの冒険者が数名いれば余裕で勝てそうな相手だった。

　以前、草原を歩いているときに会った三つ頭の象さんよりやや弱いといったくらいだろう。

　レーコの攻撃をかわしたことだけは驚きだったが、それでも魔力は大したことない。あれが眷属というならば、その主あるじという『偽レーヴェンディア』も知れているし、『魔王に比肩する本物の邪竜』だということもまずない。きっとそんな竜は実在しない。

　何より前の王宮襲撃も、結局死傷者は出ない程度のものだったし。

「邪竜殿」

　と、地下空洞の入口から以前会った【雷らい槍そう】こと貴族のエドワルドさんがやって来た。いちおう謎の魔物に対する警備要員として国に留まっているので、毎日の定例報告があるのだ。

　この国、貴族といっても軍人として結構働かされるものらしい。

「いつも来てもらってすまんの。今日も異常はなしでええかの？」

「はい。国境周辺で低級の魔物が数体狩られたのみで、特段の事態は起きていません」

【雷槍】さんは敬礼こそすれ、わしに対しては未だ不信感のある目を向けていた。定例報告に来る軍人は彼一人ではないが、いずれもわしには警戒の色を見せている。

「ただ、国王──いえ、前国王のヴァネッサ様から伝言を預かっておりまして」

「ん。何じゃの？」

「現国王のロゼッタ様が一向に部屋から出てこないので、ぜひ一度説得に来てくれないかと。ロゼッタ様は……邪竜殿を尊敬しているとのことですから」

　わしは一気に引き下がってぶるぶると首を振った。

「嫌！　わしは嫌じゃよ！　わしが行ったところで役に立たんから！」

　関節技をかけられる光景しか見えない。幸い、【雷槍】さんもわしを王宮に招くことには賛成していないようで、あっさり頷うなずいた。

「分かりました。では、ヴァネッサ様には私の方からそう伝えて──」

「待て。なんなら私が行ってもいいぞ」

　話が無事解決しかけたとき、いきなりレーコが割って入ってきた。

「レーコ。お主が行っても喧けん嘩かになるだけじゃよ」

「いいえ。私は考え直したのです邪竜様。教義の解釈こそ異なれど、我らは同じく邪竜様を奉じる同志。話し合えば互いに手を取り合うことも可能ではないだろうか、と」

「なんでこういうときだけ平和的になるのお主？」

【雷槍】さんはレーコに対して頷く。

「……分かりました。眷けん属ぞくの方が代理として来られると」

「お主も軽々しく了承しないで。この子の方ならまだマシとか思っとらん？」

　実情はレーコの方がわしの数千倍危険である。

「お任せください邪竜様。この私があの者を完璧に回え心しんさせてきます」

「あのね……」

　わしが何とか引き止める言葉を考えていると、

「レーコ様、行くんですかい？　俺らも気持ちは同じです。どうかレーヴェンディア様のお導きをロゼッタ様にも示すようお願いします」

「あっしらも陰ながら祈ってます」

　そう言うと、彼らは爪を立てるように右手の指を曲げ、レーコに向かって手の甲を差し出した。「ふっ」と笑んだレーコは、同じく手の甲でそれを軽く叩たたいていく。

「爪と牙の加護があらんことを」

　そして全員が爪を口元に構えて瞑めい目もく。

　どういう意味のある儀式かは分からないが、彼らの中でレーコに対して何らかの期待が寄せられているのは分かった。

「それでは行って参ります邪竜様」

　託された戦士の顔をしてレーコは活いき活いきと言う。こうなると、もはや止めようがないのはこれまでの経験でよく分かっていた。

「……ああもう。レーコ、やっぱりわしも行くでな。お主だけでは不安じゃから」




　　　＊




「やあよく来てくれたね邪竜殿、レーコ君」

　王宮の入口で国王（正確には前国王）は陽気に手を振ってきた。

　先日とはうってかわって、王宮の周りにほとんど人影はなかった。即位式の日は国を挙げての行事ということで王都の民の多くが集まっていたが、今や王宮は「謎の魔物の襲撃対象」として危険地区扱いとなっているらしい。

「王宮は危ないんじゃろ？　お主、ここにおってええの？」

「ロゼッタが出てくるまで余も王宮から離れない覚悟さ。妹を置いておめおめ逃げるなど姉として失格だからね」

「もし危険なことがあっても、そのロゼッタさんは王冠の力で逃げられると思うんじゃけど」

　危機が来ればあの【脱出】という瞬間移動が作動するのだから、王宮襲撃で犠牲になるのはこの国王の方だけだ。

「まあ細かいことは気にしないでくれ。余の覚悟がそれだけすごいということさ。さあ、案内しよう」

　王宮に入ると、広大な大理石造りのエントランスに圧倒される。それから国王が指さしたのは、フロアの隅にある小さな金属製の扉だ。

「あの扉は地下の工房に続いている。歴代の王族が魔法を研究するのに使った部屋で、機密保持のため他の場所にも増してさまざまな防護がかけられているから、王宮内では最も堅けん牢ろうな場所だ」

　国王が金属製の扉に触れると、鍵がかかっているのかビクともしなかった。と、そこで護衛としてついてきていたエドワルドに声がかかる。

「【雷槍】よ。試しに全力でこの扉を攻撃してみてくれ」

「御意。下がっていてください」

　大槍を両手に構えたエドワルドが腰を低くする。途端、彼の身体からだから紫電が発せられ、それが槍に纏まとわっていく。

「はっ！」

　硬質な炸さく裂れつ音おんが響いた。驚いて床に伏せていたわしが視線を上げると、そこには無傷のままの扉がある。

　エドワルドは肩で息を吐き、「失礼いたしました」と槍を引いた。

「このとおりさ。彼の攻撃は鉄の扉くらいなら容易たやすく破壊できるんだがね。攻撃力に自信のある他の魔導士のみなにも試してもらったが、この扉を破れる者は誰もいなかった。本来の防護魔法だけでなく、内側からロゼッタも封印を強化していると見える」

「んじゃ、わしらが呼ばれたのって説得っていうよりも扉破りのためってこと？」

「そんなことはないさ。ロゼッタは邪竜殿のファンのようだしね。まあ、扉を破ってもらわないと話にならないことも事実ではあるが」

　すると、レーコがわしの背を押した。

「というわけです邪竜様。どうぞ」

「えっ、わし？」

「はい。この程度の扉なら私でも簡単に破壊できますが、やはり邪竜様がじきじきに破壊して手を差し伸べた方が、あのロゼッタという娘も感激するかと」

　ものすごい量の汗がわしの全身から噴き出した。

　想定外である。普段ならレーコが話を半分くらい聞いたあたりで破壊するのに。

　待て。希望を捨ててはいけない。

　今までにエドワルドを含め、多くの貴族たちが攻撃を与えてきたという。既に扉には尋常でないダメージが蓄積されていて、わしが今ここで最後の一押しを決められるという可能性はないだろうか。

「えいっ」

　ぺちん、とわしは肩先を扉にぶつける。揺らぎもしない。

　結論、そんな都合のいい話はなかった。

　国王とエドワルドの視線が痛いほどにわしを貫いてくる。

　どうすればいいのだ。どんなに助走を付けて突進しても壊せる気がしない。ヤスリで千年くらい擦こすり続ければどうにかなるだろうか。

　ベキッ、と。

　変な音がしたと思って視線を上げたら、レーコが扉の取手を握っていた。

「……レーコ？」

「やはり。肩で触れただけですべての防護魔法を解除されたのですね。さすがは邪竜様。このとおり、何の問題もなく開いてしまいました」

「なんじゃろこの茶番」

　わしは死ぬほど恥ずかしくなって蹲うずくまる。

「魔法は別として、建て付けが悪かったですね。錆さびでしょうか。後で油でも差しておいた方がいいと思います」

「うむ。王宮の安全が確保できたら手入れしておこう」

　防護魔法を扉の錆扱いである。エドワルドは、信じられないといった眼まな差ざしで扉の前に片膝をつき、わしの肩が触れた場所を検分していた。ごめんなさい、そこを調べても何も出ません。

　開いた扉の奥には、地下へと続く石の階段が螺ら旋せん状じように延びている。

「【雷槍】。この先は余たちだけでよいかな。ロゼッタは心を閉ざしている。肉親である余と、説得できる可能性のある邪竜殿だけで行きたいのだ」

「ヴァネッサ様。それは臣下として承知できかねます」

「すまない。だが大丈夫さ。きっと無事にあの子を連れ出してみせる。余を信じてくれ」

「今までのあなたの行状からして信じられないと言っているのです」

　エドワルドは歯ぎしりしていた。ロゼッタに対する盲目的なシスコンっぷりには、この国の人たちも頭を悩ませているのだろう。

　何度も諭されて諦めたらしいエドワルドは、手招きでレーコを呼んだ。

「なんだ人間」

「眷属の娘殿。私が見る限り、この中では貴殿が最も話が通じる相手と見える」

　見る目がない。この中で最も常人と意思疎通が難しいのがその子である。

　とはいえ、エドワルドの視点では「問題行動の多い前国王」と「邪竜」がその他二名である。消去法でレーコがマシと思われても仕方ない。

「恥は承知の上。どうか、ヴァネッサ様に害が及ばぬよう守っていただきたい。仕える主君は違うとはいえ、同じく臣下の身。この気持ちを理解していただけまいか」

　苦渋の決断といった体で顔をしかめるエドワルドだったが、次には目を丸くさせていた。

　あっけないほど単純にレーコが握手の手を差し出したのだ。

「気持ちは分かる。万が一にもありえないことではあるが、邪竜様にもしものことがあれば、私も生きてはいけぬだろう。その気持ちは尊重する」

「……感謝する」

　固く握手を結んでから、レーコはわしの隣に並んだ。

「お待たせしました。それでは参りましょう。力ずくにでも地下から引っ張り出してみせます」

「お主は今どういう意図で握手したか分かっておる？」

　燭しよく台だいを持った国王の先導のもと、わしらは暗い階段を下りていく。

　エントランスは煌きらびやかな装飾に彩られていたが、一歩地下に踏み込むと、まるで罪人の牢ろう獄ごくのような石造りの冷ややかさがある。

　かといって、単なる地下の穴倉ではない。地下だというのに、空気がやたらと乾いているのだ。キノコや苔こけが生える余地もなさそうだ。

　と、ようやく螺ら旋せん階段に終わりが見えた。今度は魔法も何もかかっていなそうな木製の扉が一枚あるだけだ。

「ロゼッタ。そろそろ出てはこないかね。皆が心配しているよ」

　先頭の国王がノックして呼びかける。

　すると、返事よりも先に勢いよく扉が内側から開かれ、弾はじかれた国王は「あいた」と尻餅をついた。

「何者だ！　扉の防護をどうやって破った！」

　ロゼッタとはまるで別人のしわがれた声。扉の奥からぬっと出てきたのは、黒一色のローブに身を包んだ人物だった。

　偽眷属。

　わしがそれを連想したときには、レーコが既にその人物を地に蹴り伏せていた。

「ぐっはぁ！」

「ここで会ったが百年目。この世のあらゆる苦痛を味わって死ね」

「待て！　いきなり何なのだ貴様！　くそ、この我輩を足蹴にするとはなんたる無礼者──」

　ローブのフードが外れると、額の禿はげあがった老人の顔が顕あらわになった。銀色の髭ひげが長く伸びている。

「ロゼッタ？　どうしたのだ。そんなに老けてしまって。性別まで変わってしまっているではないか……」

「国王さん。これはたぶん別人じゃよ」

　レーコはノックアウトした老人をげしげしと踏みまわしている。

「しかし邪竜殿よ。ロゼッタではないなら誰だというのかね。この王宮の地下室に入れる者が他にいるとは思えんが」

「プラバス様……？」

　そのとき、ようやくロゼッタの声がした。様々な実験器具や書物が山のように揃そろえられた地下工房の隅で、手に抱えていた大量の文献をばさりと床に落としている。

　老人を踏みつけていたレーコは「む」とその声に向く。

「無事だったか。邪竜様が貴様を心配してじきじきにやって来てくださったのだ。感謝するがいい」

「ちょっと！　そんなことよりプラバス様からその足をどけなさいですわ！　不敬もいいところですわ！」

「む？」

　レーコは改めて足元の老人を見て、とりあえずといった風にその場からどいた。老人は息を荒くしながらも立ち上がり、ロゼッタに向いた。

「くそっ、いったい何なのだ。この暴力的な小娘は」

「プラバス様。そいつが『邪竜に力を貰もらった』と自称するおかしな小娘ですわ」

　プラバス？　と聞きつつわしは記憶を掘り起こす。どこかで聞いたことがあるような……。

　わしが思い至るよりも先に、国王がその答えを発した。

「待てロゼッタ。プラバスといえば、あの大魔導士プラバス公のことか？　冷静になれ、彼は遥はるか昔に没したはずだ」

　あっ、とわしも思い出した。老人の顔は、うろ覚えでこそあるが太古の昔に会った大魔導士と酷似している気がする。

　国王の諭すような言葉に、ロゼッタは侮蔑の表情で応じた。

「お姉さま。現状が見えていないようですわね。目の前に復活したこの偉大なる御仁をご覧になって、まだそんな常識に囚われておりますの？」

　その偉大なる御仁は杖つえを床について、立っているのがやっとの様子だった。レーコの打撃がかなり効いている。

　が、よくよく見れば彼が発する魔力は確かに常人のそれではない。並外れて強力な魔導士であるロゼッタをも上回るほどだった。既に瀕ひん死しではあるけれど。

　それでもプラバス公（？）は、寒気がするほどの威厳を放ちつつレーコを見据えた。

「そうか。貴様が例の娘か……主あるじという邪竜はどこだ？」

「なに？　お前も邪竜様に会いたいというのか？　本来なら謁見などそう簡単には許されんが、今日は特別にここにいらしている。とくと見よ」

　レーコが身を引いてわしを表に出す。

　わしを見たプラバス公はしばし硬直。ややあって、くいくいと指先でわしを招いた。

「なんじゃの？」

「一対一で話したい。もう少しこっちに来い」

　プラバス公はわしを引き連れて、工房の隅の本棚のそばまで移動する。ロゼッタやレーコには決して盗み聞きしないように厳命して。

　そしてプラバス公はわしの耳元でこう尋ねてくる。

「覚えているぞ。貴様、昔に我輩が助けてやった大トカゲだろう？　なぜ邪竜などと自称している？」

「あ、お主も覚えててくれたの。じゃあやっぱり本物の大魔導士様なんじゃね」

「そんなことはどうでもいい。なぜ貴様が邪竜なのだ。貴様は魔物に類するドラゴンの仲間ではない。タイザンカタリトカゲという種類のれっきとしたトカゲだ」

「わしってそんな種類のトカゲだったんだ」

　初耳だった。たぶん、大山のごとく巨大に育って人語を喋しやべるトカゲという意味だろうか。ほとんどそのままのネーミングだ。

　問い詰めてくるプラバス公に対し、わしは泣きそうな声になる。

「わしも分からないのよ。だいぶ長いこと洞窟で暮らしておって、久しぶりに出てきたら邪竜レーヴェンディアとか呼ばれることになってたのよ」
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「心当たりはないのか？　貴様、人でも殺したのではないだろうな？」

「ないないない。わしにそんなことできるわけないって」

「だろうな。タイザンカタリトカゲは極めて温厚な種だ。野生動物としてあまりに戦意がなさすぎるせいで、我輩が生きていたころから既に絶滅寸前の希少種だったが……まだ生き延びていたとは」

　そう言ってプラバス公は顎あご髭ひげに手指で櫛くしを入れる。

「まあ、タイザンカタリトカゲはドラゴンに擬態した種だからな。外見だけは恐れられても仕方ない。貴様、薬か何かで身体からだを縮めているようだが、本来はもっとでかくて強そうな見た目だったろう？　あれが一般人には邪竜と見られるのも、ある程度理解はできる。我輩の時代とて、ドラゴンと間違えて狩りの対象とする者が数多くいたくらいだ──しかしあれは何だ」

「あの子についてはわしも本当に分からないんです」

　目を伏せていても、プラバス公が何に対して怒りを表明しているかは分かった。間違いなくレーコのことである。

「普通あり得んぞあんなの。存在自体が我輩を含めたこの世のすべての魔導士に対する冒ぼう瀆とくだぞ。なんだあのふざけた魔力は。なぜ貴様ごときトカゲの眷けん属ぞくが、あそこまでの怪物になっているのだ」

「えっとね、それは諸事情があって……」

　ライオットやアリアンテには話した事情だったが、正直今は話すつもりになれなかった。なにしろ、このプラバス公は死んだはずの人である。そんな正体不明の幽霊みたいな人に、迂う闊かつに喋ってしまっていいのか決心がつかなかった。

「我輩に隠し立てができると思っているのか？　いいから吐っ──」

　遠方から分厚い本が投げられてきて、プラバス公の側頭部に直撃した。

「ぐぉぉ……」

「何を話しているかは知らんが、邪竜様に対して不敬な態度を取ったな？　私が見逃すと思うな」

　工房の入口近くに立つレーコが、投とう擲てき後の腕を振り抜いた姿勢で警告してくる。

「そ、それよりも大魔導士様。お主は死んだはずじゃろ？　なんでこんなとこにおるの？」

「貴様、よりにもよってそれを聞いてくるか？」

「え？　わしまずいこと聞いた？」

　ぎろりとプラバス公はわしを睨にらみつけてきた。

「我輩は穏やかな死を迎え、この国の墓所で静かに眠っていた。しかし、その眠りを醒さますものがあったのだ……」

「ええと、魔物の仕業？」

「魔物？　ふん。得体の知れなさではそうとも言えるかもしれんな。が、まずは生前の我輩のことを少し話してやろう。大魔導士として功を成した我輩は、晩年をこの国で過ごした。そして死の間際に、一つの財を遺のこそうと思ったのだ」

「遺産を寄付したとかかの……？」

　わしの顔がだんだん冷や汗まみれになっていく。

「たわけ。そんな俗なものではない。長きに渡り、国を富ませる財となるものだ。この山に囲まれたアスガの国にあって、通商のための交易路はなによりの宝となる。そう判断し、山脈に我が力を以もつて【大魔導士の風穴】を通した……」

「あ、わしお腹なかが痛くなってきたからトイレに行ってきてよいかの」

「逃がさんぞトカゲめ。そうだお察しのとおりだ。よくも貴様ら、我輩が心血を注いで開通した【大魔導士の風穴】をその辺の穴ボコのように増やしてくれたな。あ？　我輩の偉業が霞かすむだろうが。どう責任を取ってくれるのだ？　お？」

「ごめんなさい。わし本当に反省してます。あのとき、ちゃんと早めにあの子を止めて引き返さなかったわしのミスです。だから早くお墓の下に帰ってもう一度安らかに眠ってください」

「もう遅い。我輩の心に点ついた憤ふん怒ぬの炎はその程度の謝罪で消えぬ。いいか、我輩は貴様らを絶対に許さんからな」

　原因を作ったサイドのわしが言うのはアレだが、この人思った以上に人間としての器が小さい。

「そんなわけで、怒りのパワーを元にして我輩は復活したのだ。この世に再び我輩の偉大さを知らしめるためにな」

「はい。頑張ってください。わしも応援しとります」

　他人ひと事ごとのように言うと、プラバス公はレーコから死角になる本棚の陰でわしにヘッドロックをかけてきた。

「あだだだだ。離して離して」

「舐なめているな貴様？　そんな風に余裕ぶっていられるのも今のうちだ。いいか？　貴様が事情を話さずとも、我輩は既にあのレーコという娘のふざけた力の源泉に見当を付けている。じきに奪い取ってやるから覚悟しておけ」

「奪い取る？」

　わしは首を絞められながらに目を輝かせた。

「ええと、大魔導士様。それはレーコが普通の子に戻るということかの？」

「当然だ。その辺の娘と変わらないほど弱体化するだろう」

「ぜひお願いします大魔導士様。わしにできることがあれば何でも協力するから、レーコから力をなくしてあげてはくれんかの」

　いきなり懇願を始めたわしを見て、プラバス公はヘッドロックを外して露骨に哀れみの視線を向けた。

「……そうか貴様。さては、やむなくあの娘に付き合わされているのだな？　おとなしいタイザンカタリトカゲが邪竜を騙かたるなぞ妙とは思ったが……」

「そうなのよ。わしはレーコにあんな力を求めておらんのよ。なくせるものなら早くなくしてはくれんかの。そしたらわし山奥に帰れるから。このとおりお願──」

　言葉の途中でわしらの方に足音が近づいてきた。

　ロゼッタだ。

「ちょっとプラバス様。そんな偽物のトカゲに付き合っている時間はありませんのでは？　わたくしたちは、一刻も早く本物の邪竜様を作り出す必要があるのですから」

「む、そうだな我が弟子よ。まったく、闖ちん入にゆう者しやへの対応で無駄な時間を費やしてしまった」

　そう言ってプラバス公は黒いローブを脱いだ。どうやらローブは戦闘用の服であったらしい。その下は絹布を何枚も重ねたような装いで、肩から斜めに紫色の飾りたすきがかかっている。

　やはり、黒一色で正体のつかみどころもなかった偽眷属とは別人のようだ。

　いいや、それよりも──本物の邪竜様？

「作り出す？　邪竜を？　作り出すも何も、わしはここにおるけど」

　意味が分からない。邪竜というのは、（認めたくないけど）わしのことではないのか。ロゼッタは薄く笑い、プラバス公も勿もつ体たいぶりつつ口を開いた。

「魔物の発生源は人間の負の感情だ。たとえば水害の多い地域では、それを恐れる人々の感情から水の魔物が生まれやすいといった具合にな。──ここで」

　プラバス公はわしをまっすぐに指さした。

「世界中の者が恐れる『邪竜』という存在の正体は単なるトカゲであり、『邪竜』は実在しないとする。だが、募りに募った『邪竜』への恐怖だけは膨大な魔力となって世界中に漂っている。この魔力はいったいどこに行き着く？」

「……わし？」

「いくら勘違いされている張本人でも、ただの草食トカゲに邪竜の魔力が宿るものか」

　正論である。わしは気恥ずかしくなって頰ほおを搔かいた。




「だが、貴様に力が行く代わりに、貴様の周辺で急激に膨大な魔力を宿らせた者があったはずだ」




　レーコ。

　わしは工房の入口に佇たたずむレーコをはっと見た。緊張感もなくあくびをしている。

「本来、あのような幼子には分不相応な力。我輩の手にかかれば、流れを捻ねじ曲まげてこちらに引き寄せることもできよう。そのときは我輩こそが膨大な力を支配し、真の邪竜として君臨するのだ」

「わたくしにも力の分け前をお願いしますわよ。そのためにこの工房の利用や、王としての資金協力も申し出たのですから」

「もちろんだ。子孫であり、我が白銀の魔力を継ぐお前ならば、邪竜の力を得た我輩の眷属としてもふさわしい」

「楽しみにしておりますわ」

　この二人、まるで孫と祖父のように馬が合っている。大魔導士の性質を色濃く継ぐ子が忌み子と扱われているのは、こういう性格も一緒に遺伝しているからではないだろうか。

　ロゼッタは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいにスカートの両裾を吊つり上あげた。

「そういうわけで、トカゲ様。お引き取り願えますかしら？　今の話では、あなたは眷属の子が力を失うことに抵抗はないのでしょう？　これはお互いに得な話ではありませんか？」

「そ、そうじゃね」

　わしはあせあせと足を動かし、レーコと国王の待つ工房の入口まで戻る。

「どうでしたか邪竜様？」

「あ、うん。まあ、ええ話ができたと思うよ。じゃからおとなしく帰ろうかの」

「さすがは邪竜様です。見事に帰依させたわけですね」

　レーコに今の詳細を伝えては、激怒してプラバス公とロゼッタに攻撃を仕掛けてしまい、すべてを台無しにするかもしれない。

　ここは上手うまくごまかして彼らの計画遂行を待ち、レーコの力を奪ってもらうのが最善だ。

　そう決断し、わしはレーコと国王とともに工房から退散しようとする。

　その間際、ふと気になったことをさりげなく問う。

「あ、そうじゃ。念のため。本当に念のため質問しておきたいんじゃけど、プラバスさんとロゼッタさん。お二人はその『すごい力』を手に入れたらどんな風に使うつもりかの？」

　返事は一秒で来た。

「世界征服」

　まったくの二人同時だった。

　わしは涙ながらに、この人たちにレーコの力が渡るのだけは阻止せねばなるまいと思った。




　　　＊




　最もシンプルな対処策は、レーコに「あの二人を止めろ」と命じることである。

　だが、ロゼッタの方はレーコですら捕縛困難な【脱出】魔法を使用することができる。王冠を作成したという大魔導士のプラバス公も同じく一筋縄で捕まってはくれまい。

「どうしたらええんじゃ……」

　全世界の人々が『邪竜』という存在に対して抱く恐怖。それが、たまたまわしの近くにいたレーコに膨大な魔力として流れ込んだのだという。

　そして、プラバス公とロゼッタはそれを奪う算段を立てていると。

「ねえ、わしはどうしたらいいんじゃろう」

「私に言われましても」

　わしがすべての経緯を打ち明けて相談しているのは、レーコが壊した金属扉に油を差している【雷槍】こと貴族のエドワルドだった。

　わしを邪竜と信じ込んでいるレーコに相談するのは論外だし、国王もロゼッタに対しては盲目的なところがあるので、相談しても「大丈夫さ」と言うに違いない。邪教徒のみなさんは魔法について知識がなさそうである。

　消去法で知り合いを探り、一番近くにいたこの人に話しかけた次第である。

　ちなみにレーコには先に邪教徒のアジトに帰ってもらった。

「だいたい私は、あなた──邪竜レーヴェンディアが本当はただのトカゲというのも信じられないし、この先の地下工房でプラバス公が復活していたというのも信じられない。すべて悪夢のような話です」

「そう言わんでおくれよ。わしはもう限界なんじゃって。どうにかあの二人の野望を阻止する方法はないじゃろうか」

　エドワルドは眉を顰しかめている。わしが近くにいる警戒感だけではない。こんな風にわしが弱音を吐いてきているのに強烈な違和感を覚えてもいるのだろう。

「残念ですが私の本分は武人です。仮にプラバス公が復活していたとしたら、そこに介入できる学識はありません。今はむしろ、王宮を襲った謎の魔物の対処に全力を尽くしたい」

「あ、そういえば」

　それについての話は地下でまったくしなかった。

「今からでも戻ってロゼッタさんに詳しく聞いてこようかの？」

「いいや、その必要はないよ。謎の魔物の件については、対処法がある程度分かった」

　上から声が降ってくる。エドワルドとともに仰げば、王宮二階のホールで、手すりに腰をかけて足をぶらつかせている国王がいた。

「こ、国王さん！　今の話を聞いておったのかの？」

「すまないね。余は王のわりにコソコソ動くのが好みな性分なものでね、盗み聞きさせてもらったよ」

　手すりを蹴って国王が飛び降りてくる。かなりの高さがあるが、くるりと宙で一回転し、無傷で着地。

「というか、お主はさっき地下で何をしておったの？　結局わししか話さなかったけど」

「余とロゼッタの間にもはや言葉は不要だからね。代わりに、邪竜殿が話している間にあの部屋をごちゃごちゃと見て回ってきた」

「おお！　で、何か役立ちそうなことが分かったのかの？」

　すると、国王は背中に手を回し、満を持してという風に一冊の分厚い書物を取り出した。

「ふふふ。書棚からこれはという一冊を抜いてきたのさ」

「なになに。どんなの？　どんなすごい本なのかの？」

　わしが食いつくとともに、エドワルドも深刻げな顔で本を覗のぞき込む。

　そして焦じらしながら国王が開いたのは──

「なんじゃこれ？」

「アルバムだよ。邪竜殿は写真を見るのは初めてかな？　カメラという器具で撮る精密な絵でね。十数年前に王宮に写真家を招いて、家族を撮ってもらったんだ。ほら、この写真なんか特にお気に入りだ。余とロゼッタが仲なか睦むつまじく広場で追いかけっこをしているところでね、見たまえよ。この屈託のない我が妹の笑顔を……」

「で？」

　わしの声は心なしか低くなる。

「で？　とは何かね」

「これが謎の魔物とか、あの二人の計画を止めるのに役に立つのかの？」

「いや別に。余が見ていてニヤニヤできるから持ってきただけだ」

　わしはアルバムとやらにぱくりと嚙かみ付ついた。

「うわっ！　何をするのだ邪竜殿やめたまえ！」

「わしはの……草食じゃから紙だって食べられるんじゃよ。温厚なわしだってたまには怒るときがあるんじゃよ……」

　泣きながらガジガジと紙を食はむ。

　だが、豪ごう奢しやな装丁のアルバムは思いのほか頑丈だった。わしが一ページも嚙みきれぬうちに、エドワルドが間に入ってアルバムを引ひき剝はがす。

「陛下。おふざけがすぎます。本当の収穫は別にあるのでしょう？」

「何を言うのだ【雷槍】。これ以上の収穫がどこにある」

　彼もまた石のような顔になった。が、粘り強く国王に対し食い下がる。

「あるはずです。先ほど、謎の魔物については対処法が分かったと仰おつしやったでしょう。その根拠は？」

「ああ、それか。大したことではないさ。以前あの魔物が出現して王宮の一部を壊したとき、余は王冠を付けていただろう？　だからある程度の魔力の流れは見えていたんだ。それをどう解釈すればいいか分からなかったんだが……今さっきの邪竜殿の話を聞いて、あの魔物の正体が理解できた」

「正体？」

　エドワルドの問いに国王は首肯する。

「王冠を介して余に見えたのは──王都に満ちた『邪竜への恐怖』という負の感情が、王宮の上空に雲のごとく集まっていく光景だった。てっきり、負の感情を餌とする魔物が吸い集めたと思ったんだが、それにしては当の魔物自体の痕跡がどこにもなかった。しかし邪竜殿の話が事実なら説明はつく」

「……どういうこと？」

　問外漢のわしにはチンプンカンプンである。

「つまり、あのとき出現した謎の魔物は、行き場をなくした『邪竜への恐怖』そのものが一瞬だけ魔物として具現化したものだということさ。今はレーコ君が受け皿になっているとのことだが、恐怖扇動の魔法のせいであまりに量が集まりすぎたんだろうな。一発で消えてくれたのが幸いか」

　このときわしが思い出したのは、以前セーレンでレーコが暴走したときのことである。あれは最終的に、レーコが暴走の原因となっていた余剰魔力を切り離して人工的にドラゴンを創り出して決着を付けた。

　あれと似たような現象ということだろうか。

　邪竜に対する恐怖が具現化した産物というならば、偽眷けん属ぞくが言っていた「あれこそが本物の邪竜レーヴェンディア」という説明も納得できなくはない。

「じゃ、みんなが怖がる魔法が解除されたから、もうあの現象は起きないと考えてええの？」

「誰かが魔法を仕掛け直さない限りはね」

　もしくは、と国王は区切る。

「ロゼッタがレーコ君よりも大きい魔力の受け皿を作ってしまえば、もっと安心だね。『不特定多数から魔力を徴収して蓄積する』というのは、王冠と同じような効果だ。作成実績のあるプラバス公の助言があれば手っ取り早くできるだろう。いやあ、これでロゼッタがますます強くなって我が国も安泰だね」

「お主。まだあの妹さんを信用しておるの？　あの子に邪竜の力とか絶対ダメじゃって。世界征服を企たくらんどるんじゃよ」

「待ってください陛下。そもそも、プラバス公が復活したという話は事実なのですか？　この邪竜がホラを吹いているだけでは？」

「それは間違いないよ。余も間近に目撃したからね。なんなら見てくるといい」

「わしの話を無視しないで」

　エドワルドは未いまだ不審顔である。槍を抜き、地下工房へ確認に行こうかと迷う仕草を見せている。

　そこで、ひとりでに地下への扉が閉じた。

「おや。研究の邪魔ということかな」

　お気楽に言う国王だったが、エドワルドの不満の視線はわしに向けられた。わしが小細工を働かせて閉じたと思っているのかもしれない。

　味方は誰もいない。

　わしは意気消沈して、一人で王宮を去った。

　まっとうに魔法に詳しい人がいれば、と思う。わしの知り合いで魔導士といえばアリアンテがいるが、戦闘スタイルからしてエドワルドと同じ武人タイプだろう。脳筋だし。

　あまり頼りになるとは思えない。

　ここからわしは、もう愚痴を聞いてくれれば誰でもいいという精神状況に突入していく。

　手の黒爪を介して狩神様に話しかけてみる。遠すぎるせいか、いつぞやみたいに声を届けてくれることはなかった。もっとも彼とて頼りになったとは思えない。脳筋だし。

　邪教徒たちのアジトに戻る気にもなれず、わしはトボトボと王都をぶらつく。

　セーレンのときはわしの悪名を知らぬ子供たちが慕って野菜を恵んでくれたが、この街ではほとんどの住民が既にわしを邪竜だと認識している。

　わしの姿を見ただけで通行人は建物の中に引っ込み、子連れの親に至っては子を抱えて全力疾走で逃げていく。

　自然とわしの足は人気のない街はずれの川岸に向いた。

　川岸の雑草をつつきながら、きらめく水面をぼんやりと見つめる。流水を見ているうちに、知り合いの聖女様のドヤっとした顔がふと思い浮かんだ。

「のう聖女様。聞こえておったら助けてくれんかのう。わし、今困っておるのよ」

　水はゆらゆらと揺れるばかりである。

　それもそのはず。聖女様の管轄はセーレンの町の中だけだ。国境を越えたここまで力が及んでいるわけがない。

　わしもいよいよ末期か、と思ったとき。

「邪竜様」

　背後からレーコの声がした。もはや特段驚かない。帰りが遅くなれば迎えにぐらい来るだろうとは思っていた。

「ああ、遅くなっててごめんのレーコ。つい寄り道しちゃってな」

「いいえ。こちらこそ散策の興を削そいでしまい申し訳ありません。何事もなければ、このまま背後から見守らせていただく予定だったのですが……」

「ずっとわしをつけてたのお主？　……ということは、今の独り言を聞いておった？」

「はい」

　心底恥ずかしい。わしは川岸の草の中に蹲うずくまってゴロゴロと転がった。

「ん？　ところで、何事もなければって？」

　土まみれになったわしが身体からだをぷるぷると振りながら立ち上がったとき、レーコは川べりに降りて水に片手を突っ込んでいた。何をしているのだろうか。

「魚でもいたの？」

「はい。釣りを少々」

　ばしゃり、とレーコが水から手を引きあげる。




「なにやら面会をご所望のようでしたので、私の力で空間を繫つなげました。どうぞ煮るなり焼くなりご自由になさってください」




　その掌てのひらには、麦わら帽子ごとがっちりと脳天を摑つかまれた聖女様が見事に釣られていた。事態を吞のみ込めず口をパクパクとさせている彼女の様子は、まさに酸欠の魚そのもの。

　たぶん、わしも同じ顔になっていた。
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「うえぇ……怖かったよぉ……。いきなり手が伸びてきてわたしを摑んで……」

「ごめんの。本当にごめんの」

　ちょっと弱音を吐いただけで、まさか本当に召喚されるとは思わなかった。実行犯のレーコは澄まし顔で聖女様の背後に佇たたずんでいる。

「さあ水魔。邪竜様は貴様に用事があるようだ。謹つつしんで聞く姿勢を整えろ」

「ふぇ……え？　トカゲさんがわたしに用事……？」

「トカゲ？　貴様、誰に対して」

「ええのよレーコ。わしはこれでも聖女様に一目置いておるから。友達と思っておるから。トカゲと呼んでくれても全然構わんから」

　放たれかけていたレーコの殺気はみるみるうちに沈静化した。

「かしこまりました。喜べ水魔。邪竜様をそこまで気安く呼べた者は過去の歴史においても数人しかいない」

「その数人の面子が怖そうじゃのう」

　絶対すごい設定の人たちだ。敢あえて聞くことは絶対にしない。

　わしはまず、レーコの非礼について聖女様に頭を下げる。それから、

「レーコ。今度こそ先に邪教徒の人たちのところに戻っててくれるかの。積もる話があるから」

「お気遣い感謝します。凄せい惨さんな場面は私に見せたくない──ということですね」

「お主の中ではこれからどんな展開が予測されとるの？」

　レーコから不敵な冷笑を浴びせられ、聖女様は自分の身を抱いてガタガタと震えている。この子らは顔を会わせるたび、毎回こんな感じだ。ほとほと疲れてしまう。

　幸い、レーコはそれ以上の威圧を行うことなく無事に去っていった。

「トカゲさん。わたしに用事って何ですか？　あ！　もしかしてわたしの実力を見込んで魔王退治を手伝って欲しいという話ですか？　確かにわたしはとっても強くて優しくて頼りになる理想の聖女様ですけど、護まもるべき大事な町があるんです。なので旅のお付き合いはできないんです。ところで聞いてください。アリアンテさんの提案で、今度わたしの湧かせる水がペリュドーナにも引かれることになったんです。すごいと思いませんか？　わたしの勇名もついに一つの町には止とどまらないレベルに達しつつあるということです」

「泣き止やんだと思ったら自慢話が止まらんの」

「ふふん、分かりましたよトカゲさん。話し相手がいなくて寂しかったんですね？　今日だけ特別に、わたしがいくらでも話を聞いてあげるから好きなだけ話していいですよ！」

「それはお主の方じゃない？」

　普段、聖女様はセーレンの神殿に結界を作って引きこもっている。人目に触れぬためというより、これだけお喋しやべりでありながら重度の照れ屋らしいのだ。

　だからたぶん、いざこうして知り合いと話す機会を得たら立て板に水とばかりに言葉が続くのだろう。

　わしは前脚を振って話を遮った。

「えっとな。実はそこまで大した相談があったわけではないのよ。いや、大した話ではあるんじゃけど、お主に相談してもあんまり意味がないというか」

　あの話は魔導士の領分だった。ならば、魔物（神）である聖女様に聞いても意味がない。

　そう言うと聖女様はきょとんとなって首を傾かしげた。

「じゃあ、なんでわたしは呼ばれたんですか？」

「実は本気で呼ぶつもりはなかったんじゃよ……。わしが半分冗談で名前を呼んだら、レーコがいつものトンデモなノリでお主を釣り上げた感じ」

　むー、と聖女様はむくれた。

「用事はないからもう帰れっていうことですか？　それはあんまりですよトカゲさん。わたしも何が何だか分かりませんが、せっかく遠いところに来たのでちょっと旅行気分で楽しみたいという気持ちがなくもないのです」

「んじゃ、しばらくここの川とかでゆっくりすれば？　呼んでくれたらレーコに送迎させるから」

　聖女様は慌てて水に飛び込んで、顔を半分沈めながらぷくぷくと泡を吹いた。

「いっ、嫌です！　さっき釣られたの、すごく怖かったんですからね！　帰るときは自分で地下の水脈を通って帰るので心配しないでください！」

「うん。ご足労かけてすまんの」

「いいんですよ世の中助け合いです。で、トカゲさんのお悩みはなんですか？」

　はい？　とわしは聞き返す。

「聖女様？　さっきわし、お主に相談してもたぶん意味ないって言ったと思うけど」

「わたしもあんまり自信はありませんが、ダメ元で相談してみてくれてもいいじゃないですか。わたしだってこう見えて結構長生きしてるんです。年長者の知恵というものを甘く見てはいけません」

「たぶんわしの方が年長ではないかなあ」

　まあ、聖女様の言うことも一理あった。もしかするとセーレンにいた魔導士から聖女様が知識を得たとかいう過去があるかもしれない。

　わしは王宮の地下工房で聞いた話を記憶の中で整理する。

「えっとね……。まず、わしが邪竜ではないのは知っておるじゃろ」

「はい！」

「だけど世界のみんなは『邪竜がいる』って思っとるじゃろ。だから、その恐怖心がなんだかすごい魔力になってるらしくて……」

　伝言ゲームのように、早くもわしの記憶は劣化が始まっていた。あまり細かいことを長くは覚えていられないのだ。

　要するに「邪竜がいる」と思い込む全人類の恐怖心がレーコの力の源になっていて、これからそれの奪い合いが始まろうとしている──という理解でよかったと思う。

　これを聞いた聖女様の反応は、

「？」

　完璧なまでの予想どおり。

　口元に人差し指をあて、純粋な子供のような目線でわしをまじまじと見ている。

「……あの聖女様。分かった？」

「あ、今のでお話は終わったんですか？　残念ながらわたしは力になれそうもありませんね！」

「恐ろしく諦めが早いねお主」

　わしは内心で少しだけ期待したことを大いに恥じた。

「お主ってセーレンの人たちから崇あがめてもらって魔力を補充しておるんじゃろ？　たとえばそれを横取りされないように気を付けてることとかってない？」

　恐怖心とは正反対の感情だが、性質は似たようなものだろう。

「分からないです。だって、わたしに捧げられた祈りはわたしだけのものですから。いちいち横取りの心配なんかしなくたって、まるっとわたしの魔力になっちゃいますもん」

　知らないというのに誇らしげな態度なのは、いかに自分が慕われているかをアピールしているからだろう。

「でも、不思議ですねえ。みんなが怖がってるのはトカゲさんなのに、その力がレーコ様の方に行っちゃうなんて」

「大魔導士の人が言うには、わしは単なる無害なトカゲじゃから器じゃないっていうのよ」

「そうなんですねえ」

　わしは嘆きながら足元の草をついばみ、聖女様は川の水を飲む。なんだか井戸端で茶でも飲んでいるような雰囲気である。

　そのとき。

　何の前触れもなく、凄すさまじい水しぶきを上げて聖女様が地上に飛び上がってきた。

「わ！　いきなり何じゃの！」

「妙案です！　すごくいいことを思いついたんです！」

「え、本当？」

　喜びよりも疑いが先立つ。この聖女様、呼んでおいて悪いが全然知性派には見えないし。

「トカゲさんが優しくて臆病だから、レーコ様みたいに強い邪竜にはなれないっていうことですね？」

「うん。そんな感じじゃね」

　わしのおざなりな首肯を受けた聖女様は、かつてないほど自信に目を輝かせた。

「それならですね。トカゲさんが今からワルになれば邪竜の魔力っていうのも受うけ容いれられるようになるんじゃないですか？　レーコ様だって元は普通の女の子じゃないですか。トカゲさんだって、やってやれないはずはありません」

「わ、わしがワルに……？」

　衝撃だった。

　思いもよらない角度からの提案である。確かによく考えたらレーコも最初は普通の少女。それが邪竜の眷けん属ぞくを自称しただけでああなってしまった。

　つまり、元からわしが邪竜っぽい振る舞いを心掛けていれば魔力がレーコの方に行くこともなかった……？

「しかし、わしがワルになるなんて無理じゃよ。生まれてこのかた、あんまり悪いことなんてしてこなかったし。美味おいしい葉っぱのなる木を独り占めしたことはあるけど」

「トカゲさん。ここにいるのが誰か忘れましたか？」

　くいっ、と聖女様は親指で己を示す。

「何を隠そう、このわたしは神でありながら元は魔物でもあった身ですよ。神としても魔物としても超一流のイレギュラーかつスペシャルな存在です。いかにトカゲさんが優しくても、このわたしが心を鬼にして魔物式レッスンをしてあげれば、たちどころに本物の邪竜らしくなれるに違いありません」

「れ、レッスン？　どんなことをするのかの……？」

　ごくりとわしは生唾を飲み込む。

「わたしは実践至上主義です。習うより慣れよです。すなわち、ここの街で悪いことをするのです！　さ！　早く行きましょうトカゲさん！」

　長い耳をピンと立てた聖女様は、意気揚々と王都の方に歩き始めた。わしは慌ててその先に回り込む。

「待って聖女様。あんまり迷惑かけちゃダメよ？　わしら、ただでさえ今も警戒されておるんじゃから。表立って悪いことなんかしたら討伐対象にされてしまうかもしれん」

「トカゲさん……知っていますか？　表立って悪事をしたらまずいなら、隠れてひっそり悪事をすればいいんですよ……？」

　にわかに聖女様がイメージに似合わぬ妖艶な笑みを見せた。

　不覚にもわしは強い説得力を感じてしまう。確かにバレなければ責められようがない。なんて巧妙な。これが元魔物の発想か。

「……んむ。一理あるの。で、具体的には何をするんじゃの？」

「例えば、わたしのこの水を操る能力で──乾きかけの洗濯物をまた湿らせるとか」

「そりゃあいかんよ。干し直す人が大変じゃろう。あとわしの出番がないし。もっと他のやつはないかの？」

「そうですね……」

　うむむと唸うなって考え込んだ聖女様が、はっと閃ひらめいた顔になる。

「そういえば、町の人たちがよく言っています。『食べ物を粗末にするのは一番よくないことだ』って」

「聖女様のところは農業の町じゃもんの」

「ええ。確かに食べ物を作るのにはたくさんの手間と時間がかかっています。それを粗末にするのはワルの中のワルといって過言でないでしょう」

　わしらは顔を向きあわせてごくりと生唾を飲んだ。

　わなわなと震えながら聖女様は目を瞑つぶる。

「わたしだって本当はこんなことやりたくありません。だけど、悪い人たちにレーコ様の魔力を奪われないようにするにはこれしかないんです」

「……そうじゃの。わしも今日ばかりは心を鬼にせんといかんの」

　わしの元に魔力が向けば、レーコも元に戻って万事解決である。その後わしは山に帰って誰にも迷惑をかけず過ごせばいい。

　奥歯を嚙みしめて、わしらは王都に向けて決死の一歩を踏み出す。

　禁断の悪行に手を染め、邪竜としてふさわしい存在になるために。




　具体的には、わしの常食である雑草を王都中から引き抜くだけ引き抜いて──敢あえて食べずに放置するという邪竜的な所業に及ぶために。
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　幸いとターゲットには事欠かなかった。

　王都の街道には、道に沿って花壇が整備されている。ここ数日の混乱で手入れはすっかり忘れ去られており、美しい花は背の高い雑草に埋もれ始めていた。

　頼もしい師匠である聖女様も、元魔物の本領発揮といったところか、やる気満々である。

　どこからともなく取り出した軍手を装着し、雑草たちに引導を渡す仕事人の風格を漂わせている。

　夕刻の街は既に人どおりがまばらで、数少ない通行人たちもわしの姿を見るなり慌てて立ち去っていく。わざわざ人目を忍ぶのに気を遣うこともなさそうだ。

「うんしょ。えいやー」

　電光石火の手早さで、既に聖女様は花壇の雑草をむしり始めている。この躊躇ためらいのなさ。

　根っこから抜かれた草を見て、わしは口から垂れかけた涎よだれを慌てて抑えた。いかん。今は食事のために来ているわけではないのだ。

「どうしたんですかトカゲさん？　早くしないとこの花壇の雑草はわたしがすべて抜いてしまいますよ？」

「……んむ。そうじゃの。聖女様だけの手を汚させるわけにはいかんしの」

　わしも意を決して草抜きに取り掛かる。ただ、わしの手は器用に草を摑つかめるようにできていない。

　必然として、口で咥くわえて引っこ抜く形となる。

「……いかん」

　一口咥えた途端、舌の上に草の味が伝わってくる。新鮮な青草の香りが鼻び腔こうをくすぐり、そのまま咀そ嚼しやくして吞のみ込んでしまえとわしの本能が囁ささやく。

　草食動物としての本能に屈しかけたわしの背に、聖女様が応援するように手をかけてくる。

「ダメです！　誘惑に負けないでくださいトカゲさん！　今、すごく食欲に負けそうな顔をしていますよ！」

「う、うう……だけど聖女様。考えてもみとくれ。これはもう半分くらい拷問じゃよ。口に食べ物を入れておいて、それをすぐ吐き出さないといけないなんて……。もったいないし腹は減るし……」

「いいんですか？　そんな弱気なことを言っていては邪竜にはなれませんよ？　大義のためには犠牲が必要なんです。この雑草たちとトカゲさんの食欲は犠牲にならねばならないのです」

　そうだった。草は惜しいが、このままだと邪竜の魔力が争奪戦になって各方面に多大な被害をもたらしてしまう。その力を本来宿るべきわしの身に受け容れねばならないのだ。

　そしてついに意を決する。

　わしは一つの修羅と化して、口で引きちぎった草を地面にそっと置いた。

　前脚で額を拭い、

「ふぅ……どうじゃの聖女様。今のわしはなかなか邪竜っぽかったかの？」

「わたしもイマイチ邪竜がどんな感じかはピンときませんが、普段のトカゲさんよりもずっとワイルドな感じでしたよ！」

「ならよかったわい。じゃ、どんどん続きといこうかの」

　良心の壁を乗り越えたわしは、聖女様とともに本腰を入れた草抜きに取り掛かる。途中で何度か心がくじけそうになることもあったが、雑草に埋もれていた花々が色鮮やかに顔を出して、わしらのモチベーションを保ってくれた。

　そこで、わしらの背後から声がかかった。

「もしもし、あんたたち」

　わしと聖女様はその場で垂直に飛び上がる。

　しまった、作業に集中しすぎて周囲への警戒がおろそかになっていた。ここまで堂々と悪行に及んでいるのがバレてしまっては討伐まっしぐらだ。

　恐怖に慄おののきながら振り向いたら、そこに立っていたのはお盆を持った老婆だった。

「ご苦労さんだね。ほれ、これでもお食べ」

　お盆の上に載っていたのは黒パンと水差しである。目を丸くするわしらをよそに、老婆はお盆を置いて近くの建物に戻っていく。

「……分かりましたよトカゲさん。これは貢ぎ物です」

　当惑を打ち破るように聖女様が耳を立てた。

「貢ぎ物？」

「わたしにも経験があります。神として祀まつられ始めた頃、町のみんなが祠ほこらを作って作物とかを奉納してくれたんです。それと似たようなものですね。今のお婆さんは、わたしたちがあまりに恐ろしい振る舞いをしているのを見て、供物を捧ささげて怒りを鎮めようとしてきたんです」

「申し訳ないのう」

「何を弱気なことを言ってるんですか、それだけこの計画が順調ということですよ。では、さっそくいただきましょう。この貢ぎ物を食べることで、トカゲさんは邪竜としての階段をまた一つ上がれるに違いありません」

　わしらは花壇の隅に腰を落ち着けて休憩に入った。

　雑草のお預けをされる作業をずっと続けていたので、食欲を満たせるのはありがたかった。水も井戸から汲くみたてなのか、よく冷えていて美味しい。

「元気も出たしそろそろ続きをしようかの」

　腹ごしらえが済んで再び作業に取り掛かろうとしたが、

「トカゲさん。あれを見てください」

　聖女様が指を向けた先。わしらが雑草を蹂じゆう躙りんする花壇から数ブロック離れたところで、別の集団が雑草抜きに勤いそしんでいた。

「あれはなんじゃの？」

「わたしたちのシンパですね。トカゲさんのワルっぷりに憧れて、追随する人たちが早くも出てきたようです」

「邪教徒の人たちみたいなもんかの」

　日暮れ前だというのに、その後も続々とシンパの人たちは増え続けた。小一時間も経たったときには、王都の中央通りに沿った花壇は、見事に咲き誇る花々の美しさを取り戻していた。

「ふう、綺き麗れいに終わったのう」

「さ。トカゲさん、早く撤収しましょう。長居しては足が付いてしまいます。今なら他の人たちもたくさんいますから、誰が主犯かなんて分かりません」

「さすがじゃね」

　かくも年季の入った引き際の見極め。

　かつて聖女様がここまで頼りになったことがあったろうか。わしは聖女様への評価を改めつつ、川岸まで一緒に逃亡した。道すがら、お盆と水差しは老婆の家に寄ってお礼とともに返した。

　ほとんど日は沈みきり、川の水面には波に崩れた月が映っている。

「それではトカゲさん。わたしは町を放っておけないので、このへんで失礼します。でも、もう心配はいりません。今日教えたことを心に刻んでしっかり精進すれば、きっと来週くらいには立派な邪竜に成長できていると思います」

「ありがとうね。わし、これからも頑張るよ。毎日雑草を抜けばええんじゃね？」

「はい。それで間違いありません。どうか頑張ってください。あと、邪竜になってもわたしに対しては永遠の師匠としてしっかり敬意を払ってくださいね」

　ぐっと親指を立てて、聖女様は川に飛び込む。飛沫しぶきも上げずにすっと水の中に吸い込まれた聖女様の身は、あっという間に見えなくなった。

　わしは邪教徒たちの地下空洞に戻るべく、踵きびすを返して再び王都の方に歩く。

　夜の通りはガス灯と月明かりでどこか幻想的に照らされている。抜いたままにしていた雑草は、他の人たちが回収していったのか綺麗になくなっていて、残った花々だけが夜風に踊っている。

「いやあ。いい光景じゃなあ。これはわしも頑張った甲斐かいというものが……」

　ん？

　わしは立ち止まって首を傾かしげた。綺麗になった花壇をじっと眺め、そして気付く。

「はぁっ！　これはただの草むしりだったのではないかの!?」

　客観性に欠けていた。わし基準で言えば食べ物を粗末にする行為だが、街の人々からすれば──単なるボランティアでしかなかった。

　いいや、恨めしく思うなかれ。期待したわしが悪かったのだ。

　やっぱり聖女様は聖女様でしかないのだから。




　　　＊




「話は聞きました邪竜様。どうやら、あのロゼッタとかいうならず者と、大魔導士の亡霊が手を組んで邪竜様の力を模倣しようとしているようですね」

　アジトに戻るなり、レーコに話が伝わっていたことにわしは愕がく然ぜんとした。解釈は違って、あくまでわしが本物というスタンスのようだけど。

　邪教徒たちも「なんて不敬な」と各々が憤っている。

「えっと、レーコ？　その話はどこで聞いたの？」

「聞くも何も、ついさっきロゼッタがここにやってきて自慢げに話していったのです。『わたくしたちが真の邪竜を完成させれば、あなたの力もお終しまいですわねえ。ま、力がなくなったら優しいトカゲさんと仲良く隠居暮らしでもしたらいいのではないですの？』という風に挑発してきました」

　なんて危険なことを。レーコに対してわざわざそんな言葉を吐きにくるなんてほとんど自殺行為である。

「て、手は出しとらんよね？」

「その場で消し飛ばしてやろうかとも思いましたが、考え直しました。あの無礼者には単純な死など生なま温ぬるいです。もっと大きな屈辱を与える手があります」

「どんな？」

「奴らを敢あえて泳がせるのです。どんな力でも勝手に集めさせればよいでしょう。そして奴らの自うぬ惚ぼれが最高潮に達したとき、邪竜様がじきじきに手を下すのです。奴らは正真正銘の邪竜様の力を知り、後悔し、死んでいくでしょう……」

　事態は悪化していた。このままだとわしが矢面に立たされる。

「そうです。あいつらが何をしようとレーヴェンディア様に敵かなうわけがないっす」

「直接対決の日が楽しみっすねえ。邪竜様の無敵の力を前にして絶望する奴らの表情が目に浮かぶようっすよ」

「お主らもレーコの話に乗らないで。お願いだから誰か止めて」

　邪教徒たちは最近完全にレーコのイエスマンになりつつある。わしの注意もそっちのけで、対決の会場はどこがいいか──ということを真剣に語り合っていて、針の筵むしろに座っているような気分になる。

「ところでレーヴェンディア様。お帰りがかなり遅かったですけど、何か用事でもあったんですかい？」

「う、うん。ちょっと修行みたいな」

「おお！　やる気満々っすね！　頑張ってください！」

　どんどん崖際まで追い詰められている。わしは戦うつもりなどない。穏便に話し合いで何とかならないか。

「のうお主ら。話は変わるんじゃけど、大魔導士のプラバスさんのお墓ってどこにあるか知らん？」

「それなら、街はずれにありますが」

　邪教徒の一人に、地図を広げて詳しい場所を見せてもらう。

「ありがと。わし、ちょっと行ってくるから。誰もついてきてはいかんよ」

　宣戦布告か……？　と邪教徒たちがざわつく。無論そんなわけない。

　わしの心にあったのは、ただ一心に謝罪である。レーコがトンネルを軽かる々がると増やした怒りで復活したというなら、その怒りが鎮まれば昇天してくれるかもしれない。

　わしは地下空洞を出て、夜の空気を吸いながら墓所に向かった。

　着いた墓所には石碑が建てられているのみで、そこまで大規模なものではなかった。刻まれた古代文字は『大魔導士プラバス・アークタスここに眠る』とある。

　今は眠っていないけど。

「奇遇だね邪竜殿」

　夜の墓場でいきなり声をかけられて心臓が止まりそうになった。音もなく脇に立っていたのは、手をひらひらとさせている国王だった。

「何じゃの。驚かさんでおくれ」

「すまないすまない。まさか邪竜殿がこのくらいで驚くとは思わなくてね」

　ぐさりとわしの心にささる。どうせわしは邪竜っぽくないですよ、だ。

「お主は何をしに来とったの？　墓参り？」

「そんなところかな。妹が世話になっている感謝も含めてね。本当は王宮の地下工房を訪ねて本人に言いたいところだが、あいにくとあの扉はまだ閉じたままで」

　もっとも、この墓所から今のプラバス公に慰霊の言葉が伝わるかははなはだ疑わしい。

「それともう一つだね。石碑の付け根のあたりを見てもらえるかな邪竜殿」

「ん……？」

　石碑と地面がちょうど接するあたり。周りに比べて土の茶色が濃く、いくらか湿っぽいのが窺うかがえた。

「これは、掘り返した跡かの？」

　ついさっきまで雑草を抜いて土を掘り返しまくっていたので、すぐ察しがついた。

「だろうね。だが、この石碑もこの国の重要史跡扱いだ。今は余が人払いをしているが、普段は警備の兵が少数ながら常駐している。彼らに見つからず土を掘り起こせるのは、いささか並みの仕事ではないね」

　とんでもない早業で掘る──というより石碑をまるごと引き抜くか、兵士に催眠や洗脳じみた技をかけて注意を逸そらすか。仮にレーコならそんな方法で実行可能だ。

「もしくは、プラバスさんが地下から自分で掘り返して出てきたってことかの」

　山脈に大穴を開ける力を持つ彼ならば造作もあるまい。

「余もそうかと思ったんだがね……邪竜殿。いまさらな話だが、いくら大魔導士とはいえ死者がそう簡単に復活するだろうか？」

「本当にいまさらじゃね」

　みんな普通に接していたから、そういうものだと思い込んでいた。わしだけ驚くのもなんだか悔しいし。

「でも、あるんじゃないかの？　骨だけの魔物とか、ゾンビみたいなのもおるじゃろ。大魔導士さんくらいなら、怒りでそういう魔物みたいに復活するのかも」

「よく混同されるがね。ああいう魔物は死者が復活したものじゃないんだ。ただ単に死体を媒介にして発生した魔物とでもいうのかな。死体の持ち主の生前の意識が残っている事例はほとんどない」

「そういえば、わしが今まで見てきた魔物もそうじゃったかな」

　だが、だからといって現実に起きているプラバス公の復活は否定できまい。結局それだけ大魔導士が規格外にすごいということではないのか。

「──だといいがね」

　そう言ったわしの言葉を受けて、国王は悩ましげに頷うなずいた。

「正直に言うと、余は不安なのだよ。あれはプラバス公本人ではなく、それに化けた魔物なのではないか……と」

「あ！」

　わしはつい声を上げた。

「そ、そういえばわし知っておるよ。死体を食べて、その死人になりすます魔物がおるって聞いたことある」

「やはり詳しいんだね邪竜殿は。ペリュドーナの襲撃時も魔物の情報に詳しかったと聞くが、魔王軍の内部情報ということかな？」

「違う違う。わしは長生きじゃから、単なる年の功で」

「どちらにせよ助かるよ。さて、どうにかしてロゼッタにも注意を促さないと……」

　国王がなくなった王冠を惜しむように自らの頭に触れたとき、

「その必要はない」

　ざ、という土を踏む音とともに、暗闇の中から人影が現れた。

　噂うわさをすれば、というやつか。出てきたのは絹布の衣に身を包んだプラバス公当人である。

「わ、違うのよ。別にわしらはお主の悪口を言っていたわけではなくてね」

「そうそう。余たちはただ貴兄が魔物じゃないかって話をしてただけで」

「そうじゃよ──ってコラ！」

　わしは後ろ足で二本立ちになって国王にすがりついた。

「なんでそう白状しちゃうの？　ここはごまかすところじゃろ。もしこの人が今わしらを口封じに襲ってきたら敵わんよ？」

「ははは。何を言うんだい。頼りにしているよ邪竜殿」

「わしは実は弱いんだって前に言ったじゃろう？」

「あ、そういえばそうだったね」

　かん！　と怒りを顕あらわにするようにプラバス公が杖つえを地面に打ち付けた。

「いい加減にしろ。我輩が魔物だと？　笑止千万。たとえ一度命を失おうと、我輩はこの世の魔導士の頂に立った者であるぞ。復活ごとき何の不思議もないわ」

「そう言ってもらえると余も安心できるよ。だがプラバス公。念のため、貴兄がどのような術理をもって復活したか詳しく教えてもらえるかな？」

「いいだろう」

　と、プラバス公は顎あご髭ひげを自信たっぷりにいじった。

「なんかこう……グワッときたのだ。怒りが。それで復活したのだ。そんな感じの理屈だ」

「この人いきなりボキャブラリーが貧弱になりすぎではないかの」

「ああ？」

「すいません。わしは黙っとりますね」

　喧けん嘩か腰ごしな態度が怖い。街のチンピラさんみたいだ。

　国王がこっそりわしに耳打ちしてくる。

「邪竜殿。やはり怪しいとは思わないか？　復活の理由がやけに曖昧だ」

「怪しいけど問い詰めるのはやめんかの。ここで逆上されては本当にお終いじゃよ」

　こんなところでチキンレースみたいな取り調べ行為をしないで欲しい。

　プラバス公はわしらを睨にらみつつも、やがてため息を吐いた。

「我輩ともあろうものが貴様らごときを本気で相手にするわけないだろう。魔物呼ばわりされたのは心外ではあるが、それで激げき昂こうするほど我輩の器は小さくない」

「わあ。さすが大魔導士様じゃあ」

「我輩を馬鹿にしていないか貴様？」

　わしはプライドの欠片かけらもなく、即座にひれ伏して謝った。

「……ふん。それでいい。いいか、我輩のやっていることは貴様らのためでもあるということを忘れるな。我輩とその弟子のロゼッタが邪竜の魔力を手に入れさえすれば、この国は世界の中心として繁栄する。そしてトカゲ、貴様は自称眷けん属ぞくから晴れて解放される。感謝されこそすれ、そんな言いがかりを付けられるとは思わなかったぞ」

「力を手にするお主らの人柄が心配ではあるんじゃけど……」

　魔王が新たに増えるような事態になるのではないか。

「我輩も鬼ではない。民どものことは基本的に見下してはいるが、下々の者として慮おもんぱかる心は持っている」

「まあ、余もロゼッタのことは信頼しているがね。ところでプラバス公、ここに来たのは余たちを叱るためかな？」

「無論、そんな些さ事じのためではない……む？　何のためだったか？」

　問われたプラバス公は、急に自問自答し始めた。が、その足だけがふらふらと動いて石碑の近くに移動していく。

　そして両手で石碑を摑つかんで、思い切り引っこ抜いた。

「いかん。我輩も歳としだな。まさかここに来た理由をど忘れしてしまうとは。いやあ、本当に何のために来たのかさっぱり思い出せん」

　そして石碑の下に埋まった骨こつ壺つぼの蓋を開け、中に入っている遺骨をぼりぼりと齧かじり始めた。

　たぶん、本人は現在自分がやっている行為を自覚していない。

　国王は静かにその光景を眺めつつ、

「邪竜殿。先ほど貴兄が言っていた魔物の生態だが、もう一度詳しく聞かせてもらっていいかな？」

「ええと。死んだ人の体を食べてなりすます魔物じゃね。能力とか記憶も真似まねできるという風に聞くけど」

　遺骨を齧ってげっぷを吐きながら、プラバス公（らしきもの）も頷く。

「我輩も知っておるぞ。その魔物は死人になりすましている間、本人すら魔物という自覚がなくなるそうだな。まったく奇き天て烈れつな魔物もいたものよ」

「そうなんじゃね」

「余も勉強になったよ」

　あと、たぶん定期的に遺体を食べにくるという性質もあるようだ。

「じゃ、わしらはこれで。お主も何をしに来たか早く思い出せるとええね」

「うむ。我輩もこんな陰気な場所とは早くおさらばしたいからな。本当に何をしに来たのだったか……」

　わしと国王はプラバス公に手を振って、それから一目散に王都へ駆ける。

「余は王宮に戻る。邪竜殿は今すぐレーコ君を呼んできてくれ。一刻も早く地下工房への扉を開け、ロゼッタにプラバス公の正体を伝えねばならん」
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　息切れしながら邪教徒のアジトに戻ったわしは、レーコとともに王宮に向かった。緊急時の最終手段として、翼を生やしてもらっての空の道行きである。

　王宮の正面扉前に着地。エントランスに飛び込むと、地下工房への入口前で待機している国王がいた。

「ロゼッタさんは中にいるかの!?」

「分からない。少なくとも、余が到着してからはずっと見張っているが……」

「どけ」

　レーコは水平蹴りを一発。魔法の複合防護がかかった扉が、今回はこじ開けるどころか微み塵じんに粉砕された。

　真っ先に国王が螺ら旋せん階段に飛び込み、地下へと駆け降りる。

「ロゼッタ！」

　いざ着いた工房の中はもぬけの殻だった。書物は乱雑に散り、テーブルの上には実験器具が無造作に転がっている。しかし、中でも目を引いたのは──壁や天井にこれでもかというほど大量に吊つるされた、ドラゴンの爪や鱗うろこ、頭蓋といった品々だった。

「これは……邪竜の研究にかなり大枚を叩はたいて集めたようだね。高位のドラゴンの死骸。武具の素材として最高級のものばかりだ」

「こんなもの、いくら集めようと邪竜様ご本人には遠く及ばん」

　レーコは否定するがわしは寒気がした。よく見たらドラゴンの素材の端々には、いずれも齧ったような跡があったからである。これもプラバス公に化けた魔物が力を吸収したのだろうか。

「邪竜殿。見てくれ」

　国王がテーブルの上に置かれた紙を取り上げた。

「『人と会う約束があるので、王宮裏の森に行ってきます』か。ロゼッタがプラバス公に残した書き置きのようだね」

　そう言って国王が紙の表面を指で撫でると、指先が黒く染まった。インクはまだ生乾きだ。

「行こう。このタイミングでロゼッタと会う者──あまりいい予感がしない」

「態度を見かねた大臣さんとかならええんじゃけど」

　再び地上へ。王宮の裏手の森は、わしとレーコが初めて国王と遭遇した場所である。月明かりも庭園の明かりも森の中までは照らさない。

　鬱うつ蒼そうと茂った闇の中に、わしらはロゼッタの白銀の影を探す。

「いました」

　やはり、最も早く見つけたのはレーコだ。

　示す先に立つロゼッタは、王冠にドレスといういつもの姿で森に佇たたずんでいた。そしてその正面にいるのは──いつぞや地下で姿を現した『邪竜の眷属』を自称する黒衣に仮面をした人物だった。

　国王が口の前に人差し指を立てて静粛を指示する。わしらは物音を立てぬように、こっそりと近くまで忍び寄る。

「ロゼッタ姫。いえ。今は陛下でしたか。まずは遅ればせながら、即位の祝意を述べさせていただきましょう」

「どうもですわ。けれど気持ちのこもっていない虚礼は結構でしてよ。ところで、偽者の眷属さんがわたくしにどんな用件で？」

　そう言ったロゼッタは、蠟ろうの押された封筒を指先にひらつかせた。呼び出しの手紙だろうか。

「意地の悪いお方です。あなたほどの魔導士ならば、プラバス公が人ならぬ者であることは既に気付いているはずでしょう」

「あら。全然存じ上げませんでしたわ。わたくしのお師様が魔物だと？　面白いことをおっしゃるのね」

　ロゼッタは面のような笑みを崩さない。

「とぼけても無駄ですよ。あなたは既に、プラバス公に扮ふんした魔物から多くを享受された。わざわざ希少な魔物を用意し、あなたにその機会を与えたのは我々魔王軍です。いくら覚えがないと言い張ろうが、この事実は決して消えません」

　魔王軍というフレーズにレーコが飛び出しそうになるが、国王が片手を伸ばして動きを遮った。

「あらあら困りますわ。一国の君主が魔王軍に恩なんて売られてしまっては、他国からどんな誹そしりを受けるか分かりませんものねえ」

　明らかに脅しである。そんな事実が白日のもとに晒さらされれば、国としての信用が損なわれかねない。

　だというのに、ロゼッタは不気味なほど落ち着いている。

「それで、どうしたら黙っていてくださるんですの？」

「話が早くて助かります。こちらとしては、あまり高い要求をするつもりはありません。そうですね、定期的に国民から生いけ贄にえを捧ささげることと──あとは、プラバス公とともにあなたが作成した魔具もいくつか譲り受けたい。有用そうですからね」

「そうですか。お断りいたしますわ」

　は、とわしは物陰で息を漏らした。最初から決めていたような、迷いのない返答だった。

　偽眷属の表情は仮面に包まれていて窺うかがえない。

「他国に周知されても問題ないと？　しかしロゼッタ王、あなたの悪評はかなり有名です。それでも潔白を押し通せる自信があるのですか？」

「ううん。あなた、勘違いしてますわね。わたくしが持っているのは、他国に信用してもらう自信などではなく──」

　ロゼッタがドレスの袖を振った。錘おもり付きの鎖が両手から一気に伸び、夜闇に銀色の弧を描く。




「──ここで確実にあなたを始末するという自信ですわ」




　同時に国王もサーベルを抜いた。そしてロゼッタは当然のように叫ぶ。

「姉様！　どうせ近くにいらっしゃいますわね！」

「もちろんだとも！」

　草むらから飛び出した国王に向けて、ロゼッタの手から素早く王冠が投げられた。

「おや。いつの間に王冠が外れるようになったんだい？」

「知りませんわよ。わたくしの手元に来たときには最初から着脱自由になってましたわ」

　そこで、ロゼッタは草陰のわしとレーコを見た。

「あなた方、とくに眷属の子の方は手出し無用ですわ。できれば生け捕りにしたいですからね」

「レーコ。そういうことらしいから自重ね」

「はい」

　レーコが出たら相手を殺しかねないということもしっかり把握しているようだ。

「これはまた。私ごときにずいぶんと手間をかけますね」

「念には念を、ですわ」

　ロゼッタが地面に手を触れると、巨大な檻おりが森全体を覆った。偽眷けん属ぞくに逃亡を許さないつもりだ。

　と、同時。

　王冠の力で瞬間移動をした国王が、背後から偽眷属をサーベルで斬り付けた。絶好の初撃のチャンスは当然一刀だけでは済まず、目視では捉とらえられぬほどの無数の乱撃が偽眷属を地面に叩き伏せた。

「姉様！」

「分かっているとも。峰打ちさ。しかしなかなか頑丈なようだね」

「ええ。強めにいきますわ」

　地面に倒れた偽眷属は、まるで亡霊のようにふわりと立ち上がる。だが、反撃をする前に全身を鎖でぐるぐる巻きにされた。

　ロゼッタが両袖から伸ばす鉄鎖である。

　偽眷属は鎖の動きで空中に持ち上げられ──そのまま地面に叩たたき付つけられる。さらに国王が倒れた偽眷属の肩をサーベルで貫き、ピン止めのごとく地面に刺し留める。そして叫ぶ。

「余ごとやれ！」

「当然でしてよ！」

　葬儀のときにロゼッタが見せた、紫炎の火柱が一気に地面から噴き上がった。ちなみに国王はしれっと【脱出】してロゼッタの横に移動していた。

　このときわしは、素っ頓狂にも戦いとはまるで関係ないことを考えていた。




　──仲良くない？




　というより息が合っている。

　あれだけ思いがすれ違っていたというのに。王冠をためらいなく国王に返したのも、そちらの方が連携しやすいと踏んでの迅速な判断だ。

　おそらく今ので決着はついた。あの偽眷属はわしの目で見てもそう強い相手ではない。これで戦闘不能か、そうでなくてもかなり深手を負ったはず。

　火柱が消え、煙が晴れる。森の草木に飛び火した炎が照らす先には、動けなくなった偽眷属が──

「あら。生意気ですわね」

　わしの予想に反し、偽眷属は無傷だった。黒衣が火に焼けることすらなく、×印の付いた面を被かぶって平然と立っている。

「今のが全力ですか。王族というのも案外大したものではありませんね」

「死にたいのかしら？　ではお望みどおりに」

　短気のロゼッタが動く。偽眷属の周りを取り囲んで、ごく小さな檻が形成される。

「【圧殺】。これでおしまいですわ」

　虚空を握り潰すような仕草をもって、檻が一点に収束して破壊された。回避も防御もしようがなかったはずの一撃である。

　それをもってして、なお。

「ああ、なんと弱いのでしょう。私は魔王軍の一員であれど、しがない一柱に過ぎません。人間というのが、かくも無力なものとは。少々興きよう醒ざめです」

　その場の全員が瞠どう目もくした。

　が、それは無事だった偽眷属にではない。いつの間にか、そのすぐ後ろに回り込んでいるレーコの存在にだった。

「ごちゃごちゃとうるさいぞ下郎」

　振り向いた偽眷属の仮面にレーコの拳が入る。

　振り下ろし気味のパンチは偽眷属を地面に叩き付け、人間の形のクレーターを作った。

「……死んだんじゃない？」

「は。先ほど檻の攻撃で殺意を確認しましたので、私も出ていい頃合いかと思いまして」

「ちょっと！　何を横取りしているのですか！　わたくしの獲物を！」

「ご安心を。私はまだ生きていますよ」

　人型のクレーターとはまるで別方向。皆が見てもいなかった方角に、偽眷属は悠然とまた立っていた。

「……いつ抜け出した？」

　レーコが短剣を構えて問う。

「答える義理はありません。すでにそこのロゼッタ王との交渉は──決裂したのですから」

　残像を曳ひいて偽眷属が音もなく動く。

　移動したのは国王の真正面だ。

　国王はサーベルで素早く刺突を入れるが、身の黒衣を貫通されてなお偽眷属は動じない。一拍遅れてロゼッタが放った火球も敢あえて受けながら、ダメージをまるで見せない。

「代償として王冠はいただきましょう」

　その一言とともに、無造作な動きで国王の頭から冠が奪われた。国王もロゼッタも抵抗はしている。しかし、それらが一切の意味をなさないのだ。

　偽眷属が手に持った王冠を夜の空に掲げると、どこかに転送されたかのように消え失うせた。

「おのれ。我が国の宝を。かくなる上は──任せたぞレーコ君！」

　国王から名指しでの委任が来た。

　レーコが背中から翼を生やす。片手には短剣を握り、もう片手の爪は魔力を纏まとって鋭く尖とがる。

　高速の飛ひ翔しようはすべてを切り裂く一いつ閃せんの矢となって、偽眷属に激突した。

「……？」

「惜おしかったですね」

　全力であったはずのレーコの攻撃は、しかし偽眷属に片手でガードされていた。

　あり得ない。これまでレーコの全力攻撃が防がれたことなどなかった。暴走したときは、アリアンテほどの腕の持ち主でも数秒を稼ぐのが精一杯だった。
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　それが片腕一本で。

　偽眷属は短剣の刃を素手で摑つかみ、レーコを遠くに投げ飛ばした。空中で姿勢を整えて着地したレーコだったが、顔色は怪け訝げんなものとなっている。

　わしの眼力ではどう見ても、あの偽眷属はレーコより格下のはずである。まして攻撃を防ぐなどもっての外だ。

　レーコは軽く舌を打ち鳴らして、

「貴様、どんなカラクリを使った？」

「カラクリとは人聞きが悪い。あなたが力不足なだけでは？」

　レーコが力不足？

　偽眷属の挑発じみた発言にわしは耳を疑う。まさか、ペリュドーナでアリアンテにやられたときと同様のスタミナ切れにでも陥っているのだろうか。しかし今回はそうなるような要素が思いつかない。

　現にレーコは疲れた様子もなく、全身に強大な魔力を纏わせている。

「いいだろう。そこまで言うなら、私の真の力を見せてやる。すぐに消し飛ばしてやろう」

「困りましたね。私はこれ以上やり合うつもりはないのですが」

　偽眷属のおどけたような余裕に、レーコは苛いら立だちを隠さない。

「やり合うつもりはない？　それは命いのち乞ごいのつもりか？」

「いいえ、単に時間の無駄と言いたいだけです。特に今のあなた方は、私と遊んでいる暇などないはずですよ──あれをご覧なさい」

　偽眷属が指し示す王宮に異変があった。

　ミシミシと地鳴りのように王宮全体が震え、今にも崩れそうな様子で壁面に亀裂が走って行く。

　そして、以前王宮を破壊した炎の渦が、王宮の内側から天に向かって放たれた。なすすべもなく崩れていく王宮の内から、まるで卵から産まれるようにして巨大な何かが姿を現す。それは──悪魔のような翼と、巨きよ斧ふのような爪と、禍まが々まがしい爬は虫ちゆう類るいの瞳を持った、紛まぎれもないドラゴンだった。

「あれはできそこないの邪竜ですが、いい遊び相手にはなるでしょう。それでは」

　そこで、偽眷属は一目だけわしを見る。

「本日は御前にて大変失礼をいたしました。またいずれお目見えしたい。本物の、邪竜レーヴェンディア様」

　そう残して、偽眷属は忽こつ然ぜんと闇に消えた。




　　　＊




「あのドラゴン、どっから湧いて出てきたの？」

　もはや何がなんだか分からないわしは、崩れ落ちる王宮を前に思考を停止させていた。王宮にあんな巨大なドラゴンが隠れる場所があったとは思えないが。

「む、あれを見たまえ邪竜殿！」

「あれって？」

「あのドラゴンの心臓のあたりだ！」

　空に向かって吼ほえるドラゴンの胸部を国王は指さしている。その部分に、何やらピカピカと輝く丸い球体のようなものが嵌はめ込まれている。

「なんですのあれは。心臓の魔力核でしょうかしら？」

「ロゼッタ。何を言うんだ。あれはお前が一番見覚えのある物体のはずだぞ」

　んん？　とわしは目を細めてよく遠見してみる。球体の脇には、よく見れば白銀の色をした毛のようなものが纏まとわりついていて……

「プラバス様の頭部ですわね……」

　ロゼッタが正解を呟つぶやいた。

「正しくはプラバス公の姿を取った魔物だな。あれが色んな魔物やらドラゴンを取り込みまくって暴走を始めたんだろう」

「おぉーい！　貴様らぁ！」

　そのとき、ドラゴンに埋まっている禿とく頭とうから叫び声がした。

「プラバス公！　まだ意識があるのか!?」

　国王が叫び返す。プラバス公は頭頂部しか見えないが、しっかり声を返してくる。

「当然だ！　我輩を誰だと思っている！　……しかしなんだこれは！　この我輩が魔物に取り込まれたというのか!?」

「残念ながら！」

「ちょうどいいですわ！　あれだけのドラゴンが活動する魔力源……きっとプラバス様の魔力が使われているに違いありません。あの禿頭コアを破壊すれば倒せるに違いありませんわ！」

「さすがはロゼッタ。的確な判断だ。よしロゼッタ、あの禿頭コアを狙うぞ」

「お主ら、あの人の頭をコア呼ばわりするのやめない？」

　扱いがひどい。

　ドラゴンは王宮の残骸を踏みにじり、産声のように炎の息を空に吐いてから王都に睨にらみを利かせた。

　街の人々も騒ぎに気付いたのか、次々に明かりが灯ともり始め、悲鳴のような叫びがあちこちから響き始める。

「レーコ君。奴が王都の方に攻撃を放ったら止めてくれ！　守りは頼んだぞ！」

「プラバス様！　あなたの教えは忘れませんわ！」

　ロゼッタが拳に魔力を込めて地面を殴った。拳を起点として地割れが起き、未いまだ地に立つドラゴンの足元を挟み込む。

　今度は国王が駆けた。足を拘束されたドラゴンの膝裏をサーベルで裂く。腱けんを断たれたドラゴンはバランスを崩して巨体を地に倒した。

　心臓部の禿頭コアが地面スレスレに迫る。

「もらいましたわ！」

　じゃらりとロゼッタの鎖がうなる。魔力によって破壊力を強化された鎖の一撃は狙い違たがわず禿頭に命中し、心臓部に大穴を開けた。

「やったぞロゼッタ」

「姉様もまあまあの働きですわ」

　二人がコツンと拳を合わせる。断末魔とともにドラゴンはぐらりと身を倒して──いかなかった。

　断たれた腱や吹き飛ばされた心臓部（コア含む）がみるみるうちに再生し、獰どう猛もうな光を眼めに爛らん々らんと輝かせ始める。

　その怒りの視線が向いたのは、わしらでなく王都の方角だった。

　ドラゴンが空に吼えると、紫電を纏った火球が無数に出現して夜空を覆う。次の瞬間には雨のように落下し、王都の全域に降り注ごうとした。

　それをすべて吹き飛ばしたのはレーコだ。

　レーコの翼を起点として竜巻のごとき旋風が何条も生じ、生きた蛇のごとくうねって火球を吞のみ込み、天に巻き上げていったのだ。

「再生するのか。これは、余たちの手に余るかもしれんな」

「不本意ですが、あの眷けん属ぞくの女の子に一撃で消してもらうしかないですわね」

　わしもそれが一番妥当だと判断。

　レーコに合図をしてこちらに呼び寄せようと思ったとき、

「待て！」

　再生したドラゴンの心臓部からプラバス公の叫びがした。

「どうしましたの？　命乞いとは大魔導士としてみっともないですわよ！」

　ぴしゃりとロゼッタが撥はねつける。

「違う！　我輩は既に死者……覚悟はできている！　このような魔物となり果てるぐらいなら再び葬ってもらった方が万倍よいわ！」

「では何を待てと仰おつしやるの？」

「あの眷属の娘を、このドラゴンに近づけるでない」

「やっぱり命乞いではありませんの」

「違う！」

　プラバス公は怒鳴る。頭頂部だけが露出して会話しているのはシュールな光景ではあったが、今はそんなことを気にしている場合ではない。

「あの娘がこのドラゴンを攻撃すれば最悪の事態になる。いいか、あれは防御だけに専念させろ。決して近づけるな」

　なぜ、というわしらの疑問を受けてプラバス公は続ける。

「まず、このドラゴンの核は我輩ではない。この国の秘宝たる王冠だ。ロゼッタよ、敵に奪われたのだな？」

「奪われたのは姉様ですわよ」

「いやあ。あれは皆で抵抗した中で奪われたから責任トントンではないかね」

　責任のなすりつけあいはどうでもいい、とプラバス公は一喝した。

「誰の仕込みかは知らんが──王冠を核とし、我輩や多くの魔物をごちゃ混ぜにしてこのドラゴンは作られている」

「王冠は王族にしか使えないはずですわ！」

「だからこそ、王冠の制作者たる我輩が組み込まれているのだ。このドラゴンの魔力源として最適になるよう、制御の役割を強制されている。抵抗したいのはやまやまだが、どうにもならん」

　心臓部の禿頭がもぞもぞと動く。彼なりに頑張ってはいるのかもしれない。

「なら、やっぱりレーコに頼んで吹き飛ばしてもらうしかないんではないの？　お主には申し訳ないけれど」

　わしが口を挟むと、禿頭から発散されている怒気がわしに向いた。

「話は最後まで聞け！　──こいつの性質は王宮に出現した謎の魔物と同じだ。『邪竜への恐怖』から生まれる魔力を、王冠に集約して原動力としているのだ。同じ種類のエネルギーを持つ小娘に攻撃なぞさせたら、逆にパワーアップしてしまうわ」

「え」

　レーコという主砲が不在に。

　そんなの、どうすればよいのだ。国王とロゼッタでも駄目だったのだ。貴族や兵士たちが総がかりでやっても難しいだろう。おまけに、人々の恐怖が供給され続ける限り再生すると。

「ゆえに、ロゼッタ……我が弟子として、やるべきことは分かっているな」

「もちろんですわお師様」

　がしゃん、とわしの周りにロゼッタの檻おりが出現した。いきなりの事態に動転したわしは柵を摑んで揺さぶりまくる。

「ごめんなさいですわ、名もなきトカゲの方。この国を守るためには犠牲が必要なのですわ」

「すまない邪竜殿。何やらロゼッタがひどいことをしようとしているようだが、きっと国のためだ。余は決して君のことを忘れない。国葬は盛大に行おう」

「何？　わしに対していったい何が行われようとしているの？」

　簡単ですわ──と呟いたロゼッタが、ドレスの懐から大粒の宝石をじゃらじゃらと手に取り出す。

「目には目を。邪竜には邪竜をですわ。不本意ですが、あなたが邪竜と認識されているのは事実です」

「……またまたぁ。だからといって、わしは戦えたりしないって」

　ガコッ、と音がして檻の一部が餌やり窓のごとく開かれた。そしてロゼッタがわしの口に宝石を一気に流し込んだ。

「んんんっ!?」

「ほらっ！　吞み込め！　おとなしく吞み込めですわ！」

「んごっ！」

　実はわしは草食動物の習性として、ごく稀まれに石を食べることもある。胃の中で草をすり潰すためだ。だから石ころも一つか二つなら余裕なのだが、ロゼッタが押し込んでくる宝石の数は十個以上あった。

　喉が嚥えん下かを拒否するも、ロゼッタが手先で発動させた水魔法の水流で強引に胃の奥まで宝石を詰め込まれ、わしは盛大にせき込む。

「うげえ……いきなりひどくないかの。こんなのお腹なかを壊してしまうよ。だいたい、宝石なんかわしに吞ませてどうしようというの」

　腹に具を詰めて丸焼きにするつもりでもあるまいに。

「今のは全部、試作品の魔石です。『邪竜の恐怖』を集める核とするための。どれも半端物の失敗作でしたが……いちおう世間で『本物』と認知されているトカゲの中に突っ込めば、どれかが機能するはずですわ。そうですわねお師様？」

「そうだ。よくやったぞ、我が弟子よ」

「あ、なるほど。全然意味が分からんのじゃけどつまりどういうこと？」

　尋ねたとき、ぽんと音を立ててわしの身体からだが元の大きなサイズに戻った。

　薬の切れるタイミング──ではなかった。

　わしの身体は元のサイズに戻るだけに飽き足らず、さらなる巨大化を続けた。首を伸ばすだけで地平線の果てまでが見え、息を吹けば雲にも届くのではないかと思うほどの高さまで。




　──そして気付けばわしは、敵のドラゴンとほとんど同じサイズになっていた。




「な、ななな……なっ！　なんじゃこれはぁっ！　わ、わしが大きく！　大きくなっとる！」

　驚きよう愕がくで全身がガクガクと震え、それが地震のごとく大地を慄おののかせる。状況の理解が追い付かない。わしはいったいどうなってしまったのか。

「邪竜様！　ついに真の力を発揮するのですね！」

　と、ここで目を輝かせて文字どおり飛んできたのは、翼を生やしたレーコである。瞳に星が煌きらめいているのが見えるようだった。

　真の力などではない。よく分からない細工で巨大化させられたのだから、仮初もいいところである。わけが分からない。軽く恐怖でしかない。これはちゃんと後で元のサイズに戻るのか。

　狼ろう狽ばいするわしが足元のロゼッタと国王を見下ろすと、森の中に逃げ込みつつハンドサインで「とにかく早く敵を倒せ」と巻いている。

　なんて無茶を。

　単に大きくなったからって、わしにどうしろというのだ。風船はどんなに膨らませたところで針の一刺しで破裂するのだ。

「邪竜様。どうぞ遺憾なくその力を発揮なさってください。私はそのご雄姿をこの眼に焼き付けて、永久保存版の神話として未み来らい永えい劫ごう語り継ぎたいと思います。ああ、ついに邪竜様の全力を見られるのですね……眷属として無上の喜びです……」

　頰ほおをピンクの喜色に染めながら、レーコは期待のハードルをぐいぐい上げていく。

「あ、あの。レーコ？　ええっとね、わしは戦うのとかそういうのは」

「分かっております。邪竜様が本気を出しては余波だけで王都が滅んでしまう──それを危惧されているのでしょう。ご安心ください。この私が全身全霊をもって王都を護まもります。遠慮なくすべての力を解放してください」

　一人合点してレーコは熱くなっている。そして興奮気味に鼻息を吹いて、

「それでは行って参ります！　どうぞ存分にご活躍を！」

「ああっ！　レーコ！　わしを置いていかないで！」

　完全にトリップしたレーコは、やる気満々で王都の守りに飛ひ翔しようしていった。

　レーコの背を潤んだ目で追うわしの横で、大きなものが動く。

　ずしんと足音を響かせてこちらに歩み寄ってくるのは、わしよりも遥はるかに邪竜らしい風貌をした怪物である。

「……待って、まずは話し合いをせんかの。今日からお主が邪竜レーヴェンディアってことでええから、ここは穏便に」

　グォォオオ！　とドラゴンがわしの鼻先で吼ほえた。ちょっとだけ小便が漏れたが、それは誰にも気付かれることがなかった。

　ドラゴンの吐いた巨大な炎のブレスに包まれて、小便が一瞬で蒸発したからである。

「きゃあああ！　熱っ！　あっつい！」

　尻尾に火がついてわしは瓦が礫れきの上で転げまわる。なんとか消火できたが、軽い火傷やけどに尻尾の先がひりひりと痛む。

「火傷？」

　おかしい。普通なら、火傷どころかわしごと蒸発しているはずである。

　試しにわしは、前脚を大きめの瓦礫に振り下ろしてみた。普段なら爪も立たないほど頑丈であろう城の石材は、わしの手にかかってあっけなく割れた。

　──強くなってる？

　まさか、今のわしは見かけ倒しではないというのか。長生きすること五千年。邪竜の汚名を着せられた挙句、とうとう本物の邪竜に進化してしまったのか。

　これはもしかすると、生き延びられる可能性があるのでは。

「ボケっとするなトカゲめ！」

「ぐぎゃあっ！」

　誰かの叫びとともに、油断していたわしに敵のドラゴンの爪が直撃した。血こそ出なかったが、引ひっ搔かかれた脇腹が岩角にでもぶつけたような激痛を訴える。

「成功したようだが、魔力があるのはこっちも同じだ！　うかうかしていたら死ぬぞトカゲ！　全力で我輩を倒しに来い！」

「そ、その声はプラバスさんかの？」

「他に誰がいる！」

　彼は懸命にも、敵のドラゴンの心臓部から未いまだに声を発していた。

「ほ、本当に攻撃していいのかの!?」

「当然だ早くやれ！」

「……えいっ」

　ペチンとわしはドラゴンを前脚で叩く。お返しとばかりに百倍くらい強い突進が来た。

「んごぁっ！」

「たわけが！　そんなもので我輩を倒せると思ったか！」

「うう、あんまり怒鳴らんでおいて。わしだって頑張っておるんじゃよ」

　瓦礫に倒れ込みながらわしは泣きごとを呟つぶやく。と、敵のドラゴンはもはやわしを脅威でないとみなしたのか、王都の方に進み始めた。

　このままだとあのドラゴンが王都を守るレーコと衝突してしまう。

　今ですら止めようがないのに、レーコの魔力を吸収してパワーアップされてはまさに打つ手なしだ。

　わしが、せめてもっと強ければ。

「キュウニ、魔力ガフエタ。ドウシタ」

　無力に震えるわしの爪が喋しやべった。黒く染まって、見覚えのある白い歯の口を浮かべている。

「……狩神様？」

「オマエ、遠クカラデモ分カルホド、イキナリ強クナッタ。シンパイ。ダイジョウブ？」

「大丈夫ではないです！　大至急わしを助けて欲しいです！」

「……ヨカッタ」

「もしもし？　何がよかったの？　今こっちは全然よい状況ではないよ？　ちゃんとわしの言葉が伝わってる？」

「チカラヲ得ルト、変ワッテシマウ者モイル。強サニオボレテシマウ者。悪ニソマッテシマウ者。ケド、オマエ、シンパイナイ。チョットガッカリスルクライ、ナンニモ変ワッテイナイ。ココロ、オクビョウナママ。ムシロ、モウチョット変ワレ」

「何か勘違いをしていないお主？　わしは強くなったわけじゃなくて、今だけたまたま魔力が集まってるだけなのよ。お願いじゃから勝手に安心しないでわしを助けて」

　がんがんと爪を叩たたいて抗弁するが、狩神様は一人で穏やかな安あん堵どの声のまま。

「強イチカラト、優シイココロ。両方アレバ、モウ何モ教エルコトハナイ」

「わしはお主から兎うさぎの追い方しか教わっておらんけど」

「ソウダ。ソレニ、スベテノ極意ガアル……」

「絶対噓うそじゃあ」

　兎追いでどうやってあんなドラゴンを倒せというのだ。

「オモイダセ。アノ、キビシイ特訓ヲ」

　思い出されるのは狩神様の鞭むち打ちばかりである。「それでも猟犬か」と一晩中怒られ続け、結局は兎を捕まえることもできなかった。

　途中から兎にすら舐なめられてきて、鼻先を蹴られたりかじられたり……

「オマエハ、猟犬デハナカッタ」

　知っている。そもそも犬じゃなくてトカゲだし。草食だし。

「オマエハ飼イ犬デハナイ。野生ノ獣ダ」

　そう言われた瞬間、わしははっとなった。

　目の前の景色が一気に開けるように、唐突に狩神様の真意が分かったのだ。

「気ヅイタカ。アノ修行デオマエニ教エタカッタノハ、犬トシテノ在リ方デハナイ」

「そうか……わしも分かったよ狩神様」

「ソウ。オマエハ、スベテヲ喰くラウ野生ノ頂点ニ──」

「同じ草食動物として、あのときの兎さんの動きを参考にしろということじゃな！」

「エッ？」

　わしは黒爪を変形させ、蹄ひづめのごとく扁へん平ぺいな爪の形にする。有り余る魔力のおかげか疲労は感じない。

　攻撃に使う爪ではない。地面をしっかり捉えて、走り回るための爪だ。

「見とってくれ！　わしは一人前の兎になってみせる！」

「違──イイカ。トリアエズ、ガンバレ」

　プツッと音を立てて狩神様の声が途絶える。

　それでも、師からの教えを受けたわしにもう迷いはなかった。

　王都に歩み、レーコと対たい峙じしようとしているドラゴンに向けて、わしは読んで字のごとく脱だつ兎との勢いで突撃した。

　身は低く。

　狙うは敵の足元。

　そこを全力で駆け抜けた。攻撃などまるで考えない素通りである。

「──？」

　ドラゴンの意識が王都からこちらに向いた。こちらをまったく恐れてはいない。チョロチョロと走り回る小動物を見るような好奇の目をしている。

　わしは脳裏に師匠（草原にいた兎）の姿を思い浮かべる。

　その姿を参考に、今度はぴょんぴょんとその場で跳ねてみる。そして敵に尻を向けて、尻尾をフリフリ。

　すべてわしが兎さんからされたことである。

「ガアァアア！」

　ドラゴンが怒りに吼ほえてこちらに走ってきた。ぴゃああ、とわしは悲鳴を上げて、背中を向けて王宮の跡地を逃げ回る。

　と、そこで敵のドラゴンが転んだ。

　見れば、ドラゴンの足をロゼッタの檻おりがトラバサミのごとく引っかけていた。歯を食いしばりながら手をかざし、渾こん身しんの魔力を放っている。

「逃げただけと思わないでくださるかしら!?」

「今だ邪竜殿！　のしかかるんだ！」

　森の木々の間から国王が叫んだ。千載一遇の好機。檻が破壊される寸前に、わしは倒れたドラゴンの上にダイブした。

「んぎゃああ！　このドラゴン、めっちゃトゲトゲしてて痛いんじゃけど！」

「グゴォァアア！」

　地面に抑え込んだ姿勢のままわしは悶もん絶ぜつする。

「いいぞ！　このゼロ距離なら炎も使えん！　このまま接近戦で削れ！」

　プラバス公もドラゴンの心臓部からエールを送ってくるが、パニックに陥っているわしの耳にはほとんど届かない。

　ただドラゴンと摑つかみ合ったまま、ゴロゴロと上下を入れ替わりつつ王宮広場の中を転がっていくだけである。

「グオォ！」

　しかし戦闘センスではドラゴンたる向こうの方が圧倒的に有利。

　激しい攻防の中、ついに向こうがわしの後脚に嚙かみ付つき、渾身の力で嚙みちぎろうとしてくる。

「いやぁあっ！」

　悲鳴とともにわしが漏らしたのは、屁へだった。

　後脚を嚙んだ状態のドラゴンは、鼻先にまともにガスの直撃を受けてせき込む。その隙をついて、わしは再びしがみついて上段のマウントを取る。

　どしんどしんと寝技の応酬は続く。

　いつしか瓦礫まみれの王宮跡地は地ならしでもされたように平らとなり、炎上していた広場の木々も焼け落ちて鎮火。月と星だけが照らす中で、わしとドラゴンはひどく地味に転がりあっていた。

　ぜえぜえと息を切らしながら、わしは何度目かもしれないマウント姿勢を取る。ドラゴンのトゲトゲで全身は擦り傷まみれ、手足はもはや棒のようになっている。

「ねえプラバスさん。わし、いつまでこれを続ければええのかな？　もう正直限界なんじゃけど」

「我輩もこのドラゴンも嫌気がさしているが、こんな決定打のない寝技では互いに魔力は尽きんな。いや、これでもあと五十年くらい続ければ消滅するか……？」

「五十年？　わしここで五十年ぐらい転がり続けないといけないの？」

　そんなの嫌だ。無限に寝技を続けあうオブジェみたいな存在になってしまう。

「我輩だってそんなの嫌に決まっとるわ。しばし耐えろ。増援が来て、こっちのドラゴンにだけ攻撃を与えてくれるはずだ。貴様は抑え込み続けろ」

「そっちのトゲとか爪が痛いんじゃけどなあ……」

　わしが必死にこらえていると、武装を整えた兵士や貴族たちが広場に次々と集結してきた。誰も彼もが、消えた王宮とその跡地に転がる二頭のドラゴンを見て慌てふためいている。

「な、なんだこいつらは？」

「邪竜と……？」

「ええい、どちらにせよ王宮を破壊した魔物だ！　ともにここで滅ぼすぞ！」

　え、待って。わしも？

　疲労と驚きよう愕がくでわしは口をただパクパクさせる。

「おーい待て皆。邪竜殿の方は敵ではないぞー。もう一体のドラゴンの方だけ狙うんだ」

　森の方から国王とロゼッタが指揮に出てくる。「ご無事でしたか！」と喜ぶ声はあったが、しかし混乱はなおも続く。

「どちらが邪竜ですか!?　というか、もう両方やってしまった方が都合がよいのでは!?」

「同感です！　邪竜も信用できません！　魔王を倒すというのもどうせ人類を騙だます方便に決まっています！」

「みんな！　待ってください！」

　殺される、と涙を浮かべかけたとき、誰かの制止が響いた。

　国王でもロゼッタでもレーコでもない。叫んでいたのは、顔も知らぬ兵士たちの一人だった。身分はあまり高くないようで、安っぽい革の鎧よろいを付けている。

「なんだ貴様。この絶好のチャンスを!?」

「俺……見たんです。邪竜レーヴェンディアが、街の花壇を手入れしていたところを」

　全員が沈黙した。

「邪竜が花壇を……？　おい、馬鹿も休み休み言え」

「じ、実は自分も目撃しましたであります！」

　今度は別の兵士が敬礼とともに上官に告げた。

　他にも次々と兵士が手を挙げ始める。その中には、あのとき一緒に草むしりをしていた集団もいた。

「麦わら帽子と軍手を付けた女の子と一緒に、笑いながら草をむしっていました。お婆さんから差し入れを貰もらって、ちゃんとお礼まで言っていました……」

「俺もあの光景を見て以来、分からなくなったんです。邪竜レーヴェンディアが本当に邪悪な存在なのか……」

　まさかの聖女様効果がここで出た。しかも兵士たちの中には、そちらが本職なのか見慣れた邪教徒の顔もいくらか混じっていた。そっちはわしを弁護しつつも合間合間で「邪竜様バンザイ！」と叫んでいる。どうか黙っていて欲しい。

　やがて老いた将兵らしき男性と、眼鏡をかけたその副官っぽい人が微笑する。

「邪竜は路傍の花をこそ愛めでる、か。古典にある有名な一節だ」

「花壇ですがね」

　この緊急時に何を言っているのだろう。

　この人たちも邪教徒なのかと思ったが、そういうわけではないらしい。貴族や兵士たちの中でこんな感じのわしへの解釈（主にデマ文献の引用）の論議が紛糾し、攻撃に対して否定的な意見が出始める。

　寝技でわしとポジションを奪い合いながら、プラバス公がその光景を嘆く。

「なんだあの愚民どもは。貴様がタイザンカタリトカゲということに誰一人気付いておらんのか」

「たぶん、タイザンなんとかは絶滅扱いで誰も存在を知らんのじゃないかな」

　わしが慣れた落胆を漏らしたとき、新たな動きがあった。

　兵士たちに続いて、今度は松たい明まつを持った民衆が様子を見にやってきたのだ。

「お、おいあれ！　邪竜……!?」

「何をしている！　民間人は早く避難を──！」

　兵士の叫びは間に合わない。落胆で生じたわしの脱力の隙をつき、ドラゴンはこちらの身を押しのけて、民衆に向かって特大の炎を吹きかけた。

　が、問題はなかった。

「邪竜様を相手にしながらよそ見か？」

　民衆の前に盾としてレーコが立ちはだかる。握り拳の一撃で、炎は強引に捻ひねりつぶされる。守られた民衆たちはただ、レーコの背中を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　これが議論の結論を出す決定打となった。

「眷けん属ぞく殿」

　兵士たちの中からエドワルドが踏み出した。

「我々はあなたを──あなた方を信じましょう。総員！」

　エドワルドの掛け声に応じて、魔導士の貴族たちも一斉に剣や杖つえを構える。

「レーヴェンディア殿を。今、上にのしかかっている方の竜を援護せよ！」

　了解！　と返答が夜空に響き渡る。

　わしが押さえ込むドラゴンに、次々と魔法の集中砲火が浴びせられる。一撃一撃は大したダメージになっていないが、それでもまったく通じないわけではない。

　さらにレーコの背後の民衆たちからは、わしに向けて声援が上がり始める。

「頑張れ！」

「いけるぞ！　邪竜さん！」

「レーヴェンディア様ぁ──っ！　俺たちの魂を受け取ってくださ──いっ！」

　明らかな邪教徒たちの問題発言はともかくとして、次々に飛んでくる激励に、疲れきっていたわしの身はほんの少し元気を取り戻す。

　このままいけば。

　しかし、声援によってもたらされた元気とは裏腹に、だんだんとわしの身は押し返され始めた。相手の抵抗が激しくなっただけではない。よく見れば、わしの身体からだが敵のドラゴンと比べてだんだん小さくなってきていたのだ。

「ゴァァ！」

「ぐぇっ！」

　怒るような雄お叫たけびとともに、ついにわしは振りほどかれる。

　自由になったドラゴンは身を起こして威嚇に大地を揺らす。一方、わしの身はもはやその半分くらいの背丈に縮んでいた。

「邪竜殿。大丈夫かね──ロゼッタ、時間切れか？」

　国王とロゼッタが瓦が礫れきに転がるわしの元に駆け寄ってくる。

「いいえ姉様。まだ魔石の効力はしばらく持つはずですわ。小さくなったのは……たぶん、王都の人たちがこのトカゲをあんまり怖がらなくなったからですわね」

「えっ。今の声援ってもしかして逆効果じゃったの？」

「残念ですけれど。代わりに向こうにその分の力が流れてしまったみたいですわ」

　わしが小さくなった分、敵のドラゴンはさらに巨大化していた。もはや近くに見える山々と比較しても見劣りしない。

「こうなると、倒すのは厳しいか？」

「ええ。王冠さえ破壊できれば消滅させられるのでしょうけど……、あのドラゴンにそこまでの傷を負わせる手立てがありませんわ。ったく、吞のん気きに応援なんかしないで、もっとこのトカゲを怖がって震えてくれた方がよほど力になりましたのに……」

　ロゼッタの言うとおり、その方が魔力の勘定では有利だったのだろう。しかし、抜けて行った魔力の代わりに、わしは心に温かいものが流れ込んでくるのを感じていた。

　この窮地でもレーコの力があればわしらだけ逃げるのは難しくない。だが、今のわしはとうにその選択肢を捨てている。

　だって、みんながわしのことを悪者でないと信じてくれたのだから。

　邪竜と呼ばれ続けてきたこの旅路にあって、それは思いのほかに老体を奮起させる出来事だった。

　そして一つだけ、この場を打開できる攻撃法にも心当たりがあった。

「……わしらに任せてくれるかの。名案があるでな」

　わしは走り出した。そして呼ぶ。

「レーコ！　翼を任せていいかの！」

「承知しました！」

　びゅんと飛んできたレーコがわしの背に乗り、瞬時に巨大な双翼を出現させる。

　レーコが直接攻撃をしては敵のドラゴンに魔力を吸収されてしまう。しかし、それなら間接的に攻撃をすればいい。

　以前、レーコが暴走したときに創り出した人工のドラゴン。

　──あれを倒したのは、翼を生やしたわしによる、高速飛ひ翔しようの質量攻撃だった。

　空中に舞い上がったわしは、旋回の中でレーコに告げる。

「レーコ、やはりあのドラゴンはわしの全力の相手にはならんようじゃ。ゆえにお主の練習相手としたい」

「はっ。玩具おもちやを譲っていただけるとは光栄でございます」

「今回は、お主の飛行制御の練習としようかの。わしを出来る限り高速で飛行させて、あのドラゴンの魔力源──体内の王冠に突っ込ませるんじゃ。できるな？」

　伝家の宝刀「できるな？」を発動。

　この言葉をレーコにかけることで、あらゆる不可能は可能へと変じる。演技以外。

　大半が敵のドラゴンに流れたとはいえ、わしの身にもまだ少しながら魔力は残っている。狩神様の黒爪を、槍やりのごとく鋭くして渾こん身しんの強度を祈る。

「できます。邪竜様とならば、何事をも」

　翼がひらめいた。

　ドラゴンの足止めをする貴族や兵士たちの頭上を瞬く間に飛び越える。ドラゴンの刺々しい鱗うろこの鎧がみるみるうちに眼前に迫る。

「行きます邪竜様！」

　衝突。わしは残った体力をすべて黒爪に託し、全身全霊で敵の鱗に爪を立てた。

　結果。

　ほんの爪先がめり込み、鱗を一枚剝はがしただけだった。

　ダメだ、もうお終しまいだ。

　悲哀とともにわしの口から魂が抜ける。いくらレーコのスピードがすごくても、肝心のわしが砲弾としてはナマクラすぎて役に立たなかった。

　魔力も出し切ったようで、わしの身は完全に元のサイズまで縮む。薬の魔力も一緒に使い切ったのか素の老体である。

「終わった……」

　もはやここまでと諦めるわしの呟つぶやきに、




「そう、終わりだ」




　なぜか自信満々の同意がわしの背中からあった。ここまで自信のある声の持ち主はそうそういない。振り向けば、過去最高のドヤ顔を浮かべるレーコがいた。

「え、あの。レーコ？　今の攻撃、あんまり通用しなかったと思うんじゃけど」

「ええ、あの愚かなドラゴンもそう思っているでしょう……」

「何をしておるか！　さっさと逃げんか貴様ら！」

　ドラゴンの胸に埋まるプラバス公がわしらに警告を発した。その巨大な爪が、無防備に飛んだままのわしらを引き裂こうとして──

　まるで時間が止まったかのように、ドラゴンが固まった。

「なんだ？　トカゲ、貴様が何かしたのか？　王冠は無傷のはずだが」

　プラバス公が狼ろう狽ばいする。彼も把握し得ぬ事態がドラゴンの身に発生したのか。

　その狼狽の声に、レーコは不敵な笑みをもって応じた。

「冥土の土産にとくと聴け。邪竜様の爪には──万物を滅ぼす猛毒が備わっているのだ」

　ん？

「貴様はたかが鱗一枚の傷と侮ったろう。とんだ見当違いだ。それはまさしく邪竜様の刻んだ死の刻印。邪竜様が『終わった』と宣告した以上、もはや貴様に死を逃れる術すべはない」

　ブツブツと新たな設定語りに耽ふけるレーコを置いて、わしとプラバス公は妙に落ち着いて言葉を交わす。

「おいトカゲ。貴様、毒なんか持っていたのか？」

「いや。わしは毒とか持っとった覚えはないけどのう。忘れてたのかな」

「我輩を愚弄しているのか？　おい、本気でこっちのドラゴンが動かなくなっているぞ。なんだこれ指一本すら動かん。どういう理屈なのだこれ？」

　ドラゴンは石せつ膏こうで固められたかのように、直立したまま揺らぎもしない。

「いやわしに聞かれても。たぶんレーコの仕業だと思うけど、この子の魔力ってお主には効かないんじゃなかった？」

「そのはずだ。あの娘の魔力源は『邪竜の恐怖』そのもの。同じ力の源を持つこのドラゴンなら、王冠によっていかなる攻撃もすべて吸収できるはず──」

　と、レーコがわしの背中からひょいひょいと頭の上まで移動してきた。

「さあ邪竜様。トドメといきましょう。敵とはいえ、毒で腐り落ちていく様は見るに堪えません。不肖ながらこの私めも助力いたします」

　レーコがわしの二本の角の間に立つ。そして両手がそれぞれの角に触れると、わしの頭上でバチバチという音がし始めた。

　いったいわしの角の間で何が起きているのか。

「ねえプラバスさん。わしの頭の上で起きている現象が見えるかの？」

「ドラゴンの視界を介してな……。お前の角が電極のようになって、二本の間に雷の球体が発生している。よく感電しないな貴様？」

「それがね。わしにこの子の魔力って効かんらしくて」

「……？」

　沈黙は暗に、プラバス公の「意味が分からん」という本音を雄弁に語っていた。

「おいトカゲ」

「なんじゃの」

「我輩の見立て違いだ。その小娘は──」

　プラバス公が言い切る前に、レーコのテンションが最高潮に達する。

「轟とどろく雷鳴はこれ即すなわち破壊神の一槍。光に吞のまれて転生せよ。喰くらえ必殺『邪竜の雷角』」

　わしの角から凄すさまじいビームが放たれた。

　指一本も動かせないドラゴンは、当然ながら防御もできずに直撃を喰らう。夜天を真っ白に染め上げる光の奔流が星空まで昇り、彼方かなたで花火のように散って星ほし屑くずを降らせる。

　ドラゴンはもう跡形もない。

　最後の言葉は光に吞のみ込まれたが、わしはプラバス公の心の声を確かに聞き取った。

　──『その小娘は、もっと得体の知れない何かだ』と。




　わしも全面的に同意だった。
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　王宮での戦いから一夜が明け、わしはある場所に赴いていた。

『大魔導士プラバス・アークタスここに眠る』

　そう刻まれた石碑の立つ、プラバス公の墓所である。本人ではなくそれに擬態した魔物だったとはいえ、あの窮地で懸命にわしを激励してくれたのだ。せめてその恩に報いようと、近くから野の花を摘んできたのだ。

　ところが、そこに先客がいた。

「やあ。奇遇だね」

　国王である。立派な花束と酒の瓶を墓前に供そなえて、自らも碗わんから酒を啜すすっていた。

「ちょっと、なんでこんな昼間から酒盛りなんかしとるの。しかもお墓の前で」

「いやね……。王冠が壊れただろう？　あのせいで王位が誰にあるか不確定になってね。臨時措置として、ロゼッタから年長者である余の方にまた王位が戻ってしまったのだよ」

　たぶん、臨時ではなくずっとそのままだと思う。

「そんでヤケ酒ということ？　だからといってこんな墓場で飲まんでもええのに」

「ヤケ酒半分、供養半分かな。プラバス公は酒好きだったと伝わっているが、一人で飲むのを好まなかったようでね。弟子たちと一晩で樽たるを空けたという伝説も残っている。そうだ、邪竜殿もどうかな？」

「わしはお酒はほとんど飲まんけど……まあ供養じゃからね」

　あいにくと余りの碗はないので、国王が傾けた酒瓶から直接飲ませてもらう。

「お。いける口だね邪竜殿」

「いけるというのはよく分からんけど、いつも草を食っておるから苦いのは得意よ」

「ではもう少しいっておくかね？」

　国王はさらに瓶を傾ける。わしの口を満杯にしてから、国王は自分の碗にも酒を注つぎ直した。

　瓶に残った酒はプラバス公の墓に撒まかれた。掘り返されて黒くなっていた土の湿り気が、酒に混じって分からなくなる。

「本当はロゼッタも連れて来たかったんだが、『あれは魔物だったんですから供養なんて要りませんわ』と意地を張ってね」

「そうかの……それで国王さん」

　飄ひよう々ひようとした様子の国王に向き、わしは頭を下げた。

「本当にすまんかったの。王宮をわしらのせいで更地にしてしまって、王冠もなくなってしまったし……」

「とんでもない。むしろ君たちには感謝を言わねばならないくらいだよ。おかげで誰も怪け我が一つしなかったのだからね」

「そうは言っても王宮が全壊じゃろう？　こんなことになったのも、わしらがこの国に入ったからじゃろう」

「それは仕方ないさ。魔王を討伐しようという君たちが、魔王軍から狙われることは自明のこと。それを恐れて君たちを疎んでは、それこそ魔王軍の思おもう壺つぼとなってしまう」

「いいや。わしはレーコといっしょにこの国を出るよ。もう決めたんじゃ」

　今、レーコは地下空洞で邪教徒たちと最後の別れをしているところである。一人一人と爪の形を模した独特の握手をしていて、終わるまでには結構時間がかかりそうだったので、その間にここへ墓参りに来たのだ。

「そうか。魔王を倒すために新たな地に旅立つのだね？」

「そういうわけではないけどね。というか、お主にはわしが弱いのを教えたよね？」

　国王はうんうんと首肯しつつも、

「それは知っているが、どのみちレーコ君の勢いは止められないだろう？　ならば魔王を倒しにいくというのは間違っていないじゃないか」

「まあ、そうじゃけど」

　次はどこへ向かうべきか。できるだけ平穏かつ、迷惑をかけないで済む場所を探さなければならない。

　ヒック、と国王が酒酔いのしゃっくりを一つ。

「しかし残念だな。君たちの滞在をもっと延ばすように貴族や王都の住民たちから要望が出ていたんだが」

「えっ」

　わしは尻尾を立てて国王に振り向く。

「当然だろう。あれだけ活躍して王都を守ったんだ。今や邪教徒たちだけでなく、我が国の多くの者たちが君を心から歓迎しているよ。堅物の大臣ですら諸手を挙げて君たちの滞在延長に賛同したくらいだ」

「……本当かの？」

「本当も本当だよ。【雷らい槍そう】のエドワルドなんか君たちを疑ったことを大いに後悔していてね。別荘を一つ提供するとまで言っていた。牧場が併設してあるから邪竜殿の好物の干し草には困らないし、小さいながら湖のほとりに建っていて景色も絶好なんだ。釣りでもしながら、遠くに並ぶ山脈の万年雪をのんびり眺める贅ぜい沢たくさといったらもう」

　なんということだ。

　てっきり、セーレンのときみたいに厄介者扱いされていると思っていた。いや待て。確かによく考えたら、今度はレーコが暴走してこの街に被害を出したりはしていない。

「しかし心配はしないでくれ。君たちの旅路はしっかりと我が国を挙げてバックアップしよう。資金面や情報面でいろいろとサポートできると思う」

「あ、あのね国王さん」

「ははは、遠慮しなくていいのだよ。おっと、それとも邪竜である君をサポートすることで、我が国の評判が落ちることを心配してくれているのかな？　それも心配無用さ。他国から野暮な批判を受けないよう、秘密裏に支援する手はずは整っている。【漆黒の血】改め【レーヴェンディア様ファンクラブ】が余に協力を申し出てくれたんだ。各地の支部を通じて、君たちの支援の実働役になってくれると」

「え、えっとね。実は今すぐ出発しようというわけではなくてね」

「おっと、お酒の追加はどうかな？」

　国王は新たな酒瓶の栓を抜き、喋しやべりかけたわしの口に流し込んだ。かなり酔っているのか、だいぶ顔が赤くなってきている。

「魔王はとてつもなく強大だろうが、きっとやれると信じているよ。ぜひ頑張ってくれたまえ。なに、レーコ君の力なら魔王だって目じゃないさ」

「どうかのう。あの子もあれでまだ未熟なところがあるのよ。じゃから先は焦らずゆっくり今後を考える時間も必要ではないかの。そのためにしばらくお休みが欲し──」

「未熟か。そうだね。余も残念ながら王に舞い戻ってしまったが、まだロゼッタも人間的には未熟なところがある。姉としてまだ余が支えていくことも必要かもしれんな。二人三脚で末永く頑張っていくさ」

「お主ら姉妹の話ではなくて。というかお主大丈夫？　すっごく頭がふらついておるよ」

　国王の頭は振り子のようにカクカクとリズムを打っている。

「ははは。それを言うなら邪竜殿も少し揺れてきているんじゃないか？」

「え？　そうかの。わしは別にいつもどおりよ？」

　わしはちっとも酔っていない。国王が揺れているから、こちらのことが揺れて見えるだけだろう。

　とにかく今は酔っ払いに付き合ってそんな悠長な話をしている場合ではない。一刻も早く、話を別荘暮らしの件に戻さねば。

「そう。レーコには休みが必要なのよ。あの子は強いけど、ずっと殺伐としたままじゃからね。たまには人間らしい休暇を取らないといけないと思うわけ」

「ああ……確かに昨日も少し苦戦していたようだしね」

「苦戦？　あのドラゴンは一撃ではなかった？」

　いつもみたいにその場のノリの新技で消し飛ばしていたが。

「その前の戦いだよ。ほら、あの偽眷けん属ぞくがいただろう。結局逃げられてしまった」

「そんなのもいたのう」

　その後のドラゴンとの寝技合戦の印象が強すぎて、わしの中ではすっかり影が薄れていた。魔王軍と自称してはいたが、魔物か人間かもよく分からないままだ。

　去り際にわしのことを「本物のレーヴェンディア様」と呼んでいたから、わりと節穴な目をしていることだけは間違いないけれど。

「レーコ君なら一撃で倒せる程度の相手かと思ったんだが、存外に手こずっていた。まるで太刀打ちできなかった余が言うのも失礼かもしれないが」

「不思議じゃったよなあ。やっぱり疲れておったんじゃろうか」

　元気に見えたが、目に見えぬところで疲労が蓄ちく積せきしていたのかもしれない。これはますます休暇が必要になってきた。

「じゃからね国王さん。別荘の件を──」

「そうそう、不思議といえば。余は初めて会ったときからずっと疑問だったんだ。どうして邪竜殿は邪竜レーヴェンディアなんて呼ばれるようになったんだい？　まるで邪竜っぽい要素がないから余としても本当に不思議で」

「え？」

　わしだってそんなのは不思議でしかない。しかし、強いて理由を挙げるならば、

「やっぱり見た目が怖いからかのう。ほれ、昨日の大きくなったわしを見たじゃろ。今みたいに薬で小さくなっている間はマシじゃけど、普段は怖がられておってのう。それでもあんなに変な伝説がたくさん作られてるのは謎じゃけど」

「それだけで？　それはまたずいぶんと雑な話だな……」

　国王は酒瓶をラッパで呷あおって、自慢げに胸を叩たたいた。

「余はね、王宮の裏庭で君たちに会ったときに一目で分かったよ。これは決して邪悪なんかじゃない、ごく普通の優しい者の目だってね。そう考えると、世の中の者たちは案外見る目がないんだな。なにしろロゼッタのことも誤解しきっている……」

　わしは前脚でぺチぺチと国王の肩を叩いた。

「あのね国王さん。あの子についてはお主の目より周りの評価が正しいって。プラバスさんと一緒になって、邪竜の力で世界征服とか簡単に言っちゃう子なのよ？」

　ははは、と国王は腹を抱えて笑った。

「なんだ。邪竜殿も他人のことについては意外と鈍いな。昨晩のロゼッタの戦いを忘れたかい？　あの子はあれでいて、周りのことを大事に思っているんだよ」

「あれは単に、自分の国への縄張り意識的なものではないの？」

「分かってないなあ」

　国王が楽しげに指を振る。

「前に証拠を見せたじゃないか。地下工房に入っていったとき、余がアルバムをこっそり持ち出してきただろう？」

「そんなこともあったかの。それがどうかしたの？」

　アルバムが食べにくいものだという教訓以外は特に得られなかったと思うが。

「魔法研究の地下工房に、家族のアルバムなんて置いてあるわけないじゃないか。ロゼッタがわざわざ自分で持ち込まない限りは──ね」

「あっ」

　始末するだのと嘯うそぶいておきながらコンビネーション抜群だった国王との共闘。なんだかんだで国を守ろうとしていた昨晩の雄姿。

「あの子は極端に照れ屋なだけだよ。もう一つの証拠がこれさ」

　国王はそう言って、墓前の花束を片手ですっと持ち上げた。

「この花束は余が来たときにはもう置いてあった。そういうことだよ。ついでに、そちらもね」

　そちら、と差されたのは花束の下に隠れていたものである。

　黒い鱗うろこ。

　たぶんわしの鱗だ。寝ているときに生え変わって落ちたものだと思う。それが、お供え物のように丁寧に墓の前に置かれている。

　わしの喉からしゃっくりが漏れた。

　だが、胸の奥にじわりと湧いた温かな感情は、決して酔いがもたらしたものだけではなかった。

「そうじゃね。こっちの子も、素直ではないのが困りものでな」

　国王に負けじと、わしも自慢げな笑みを返してみせた。




　　　＊




「いか────ん！」

　地下空洞に戻ったわしは、冷えた水を飲んで酔いを醒さますなり、唐突に絶叫した。

　プラバス公の墓前での国王との会話で、別荘暮らしの件について完全に言い忘れていた。

　酒は飲んでも飲まれるなというが、なんたる失策だろうか。もう二度と飲むまいと固く心に誓う。

「どうしたんですかいレーヴェンディア様？」

「出立の準備で何かお忘れになったもんでもあったんですか？」

　酔いの醒めた目で冷静に周りの状況を把握する。

　邪教徒たちは既にレーコと別れの儀式を終え『邪竜様ありがとうまた会う日まで』と旗を掲げて送別会を始めている。

　レーコは主賓として、邪教徒たちから万雷の拍手とともに花束の贈呈を受けているところだった。

「ボス。どうかレーヴェンディア様をよろしくお願いします」

「ふ。私ごときによろしくされる邪竜様ではないが、ここは敢あえて言おう──任せておけ。お前たちの期待に応え、必ずやこの世を邪竜様のものとしてみせる」

「ボス。俺たちで銀の首飾りを作ったんです。受け取ってくだせえ。こいつは各地のファンクラブに目印として伝えてありますんで、さりげなく見せて歩けばその地の会員が接触してくるはずです」

「感謝する。まだ見ぬ同志との出会いを私も楽しみにしている」

　着々と別れのイベントが消化されていっている。途中で待ったをかけ辛づらい空気感である。

「さあ邪竜様。どうぞ壇上へ」

　いきなりレーコから名指しがあり、急造の舞台の上に登壇を迫られた。邪教徒のみんなは既に目を潤ませてわしをじっと見ている。

　正直、逃げたかった。けれど、レーコにエスコートという名目で前脚をぐいぐいと引かれて強制的に登壇させられてしまう。

「え、ええと。どうも。わしです」

　レーコの送別のときよりも遥はるかに大きい拍手が響いた。ちなみにわしの方の音が大きいのは邪教徒たちの温度差ではなく、レーコ本人の拍手が誰よりも大きいことに起因する。

　司会役の邪教徒は恭うやうやしくわしの前に跪ひざまずいた。

「レーヴェンディア様。この偉大なる出立の日に、我々のため時間を割いていただき大変光栄でございます。邪竜様の御身にふさわしい贈答品は我らにはとても準備できませんでしたが、それでも精一杯のものを用意させていただきました。こちらをご覧ください」

　ぱちんと司会が指を弾はじくと、地下空洞の最奥がライトアップされた。

　そこに積まれていたのは──大量の干し草だった。

　しかも、そんじょそこらの干し草ではない。ほのかに漂う甘酸っぱい香りは、厳選された牧草を専門の技術者が丹精込めて発酵させた、濃厚な旨うま味みを持つ家畜向けの特別飼料のものである。

　これだけの質のものを食べ放題だなんて、五千年の生涯で一度も経験したことがない。

　ダメだ。これに手を出したら送別会を受うけ容いれたことになる。

　耐えろわし。我慢しろわし。ここさえ辛抱すれば別荘での優雅なのんびり暮らしが待っているのだ──……




「美味うまいのう……本当に美味いのう……」

　一分後。そこには手短に乾杯の挨拶を済ませ、後悔に泣きながら干し草にむしゃぶりつくわしの姿があった。

　だってわしは所詮動物なのだ。理性より食い気が強くて当然の弱肉強食の世界の生き物なのだ。それが野性というものだ。

「俺らの供物を泣いてまで喜んでくれるんですね……。会員冥利に尽きます……」

「これ、あっしの実家で作った牧草なんですよ。どうか、また魔王を倒したら食べにきてくだせえ。いくらでも用意して待ってます……」

「うん、ありがとうの。本当に美味おいしいよ。毎日食べたいくらいじゃよ」

　そのとき、背後からの不意打ちでわしのケツが蹴られた。

　干し草にずぼっと埋もれたわしは、臀でん部ぶの痛みよりも芳香に包まれる幸せで意識を失いそうになる。

「ぷはっ！　いかん寝るところじゃった！」

「ちょっと。何を油断していますの？　せっかくこのわたくしがお礼を言いに来てさしあげたのに、子牛みたいに吞のん気きに尻を振っていたら蹴り飛ばしたくもなりますわよ。ねえ、トカゲ様？」

　草から顔を出すと、ドレスの裾を摘まんで蹴り足をぶらつかせるロゼッタが立っていた。

「ロゼッタ様！　何をなさるんで！　レーヴェンディア様にお礼が言いたいって言うからお通ししたのに……！」

「殺されてしまうっすよ！」

　どよめく邪教徒たちをロゼッタは睨にらみ一発で黙らせる。

「こんなのが邪竜だなんておかしいですわ。邪竜ならわたくしの蹴りなんて避よけて当然ではありませんの？」

　ねえ？　とロゼッタが振り向いたのは、その肩を摑つかんで殺気を猛然と放つレーコである。

「愚物が。邪竜様は貴様ごときの蹴りをわざわざ避けようとも思わんだけだ」

「あら。それでは、眷属のあなたがいちいち怒る理由もないのではなくて？　主あるじが見逃したことに目くじらを立てるなんて、眷属としての器の小ささが窺うかがえますわ」

　見事な論破。

　勝利宣言とばかりに銀髪をひらめかせるロゼッタに対し、レーコは牙を剝むくようにギリギリと歯ぎしりをしている。

　いくら正論でもそんな挑発はしないで欲しい。暴発する危険性もあるのだから。

「で、トカゲ様？　昨日のことはお礼を言っておきますけど、わたくしはあなたを邪竜レーヴェンディアとは決して認めませんからね。そんな風に吞気に牧草なんか食ってる時点でありえませんわ」

「貴様。まだ邪竜様をトカゲ呼ばわりするつもりか」

「ええしますとも。だって、そのトカゲときたら全然大したことないんですもの。邪竜レーヴェンディアというならば、もっと大きなことを成してくれないと信用できませんわ」

　そこで、急にロゼッタはレーコにウインクをしてみせた。

「そうですわね。魔王を倒すくらいの偉業を果たせば、信用してあげてもよろしくてよ」

「──ふ、そういうことか。素直ではないな」

　ウインクを受け、レーコが不敵に笑んだ。

「最初からそうと言え。つまり貴様は、邪竜様懐古主義派から我らと同じく主流派に宗旨替えしたいと言うのだな？」

「誰もそんなこと言っていないのですけれど」

「安心しろ。いずれ貴様だけでなく、世界中すべてが邪竜様を崇あがめるようになる。その暁には、貴様も同じく邪竜様の信徒として迎え入れてやろう」

　指を怪しげに動かしながら、レーコが邪悪な面持ちで握手の手を差し出した。ロゼッタはふうと肩で息を吐いてから、苦笑気味にそれを握り返す。

「あんまり期待しないで待ってますわよ。レーコちゃん、あとトカゲ様。ただし、魔王亡き後に調子に乗ってこの国を攻めて来たりしたら、全面戦争も辞さない所存ですからね」

　そう笑って、ロゼッタはひらりと手を振り払った。




　　　＊




「行ってらっしゃいませ」

「どうかお気を付けて」

　邪教徒たちの見送りを受けて、わしは王都の街道を歩いていた。通商の要衝であるこの王都からは、周辺各国に向けての街道が整備されており、街道沿いに進めば迷うことなく出国できるようになっている。

　さて、今のわしの状況を整理したい。

　ボードゲームであればほとんど詰みの状態である。

　この国で関わった誰もがわしの出国を信じて疑わず、そして準備まで完璧に整えてきている。セーレンのときのように半ば追い出される形ならわしも諦めが付こうものだが、今回は向こうも滞在延長を望んでいる。

　いわば相思相愛のような状態だというのに、運命はかくも残酷な別れを強いろうとしていた。

「さあ邪竜様。次はどこに向かいましょう。このまま風任せというのもいいかもしれませんね……」

　わしの背でレーコは次の地への期待感に恍こう惚こつとしている。

「あのねレーコ。国を出る前に、わしちょっと寄りたいところがあるんじゃけどいいかな？」

「もちろんでございます」

　最後の悪あがき。わしが一いち縷るの希望を持って向かったのは、街道沿いに花壇が設置されたエリアである。

　作戦はこうである──ここでまた雑草取りに励む。そうしたら、王都の人たちがねぎらってくれる。そのまま「お疲れでしょう。ぜひもう一泊していきませんか？」という流れにさりげなく持っていく。そこから毎日除草作業に精を出して長期滞在しつつ、どさくさに紛まぎれて別荘に宿を移すのだ。

　昨日むしったばかりだから不安だが、この時期の雑草は成長が早い。作業の手が回らなかった花壇もあるだろう。

　希望を膨らませてわしは花壇エリアに足を踏み入れる。

　信じられないものを見た。

　昨日は常識的な範囲で咲いていた花たちが、今日は大輪の花を無数に開かせ、まるで百年に一度の祝賀であるかのように街道を色鮮やかに染め上げていたのだ。

　雑草など一本たりとも見当たらない。

「ああ！　邪竜様がいらっしゃったぞ！」

　わしが呆ぼう然ぜんとしていると、花壇の近くの民家から次々に人が飛び出してきた。

「これは邪竜様のお恵みですか？　昨日、雑草を抜いていただいてから花が途と轍てつもない勢いで成長したんです！」

「枯れかけてた花も元気になって、雑草は根っこまで全部なくなって……」

「王宮はなくなっちまいましたけど、これを見てると励みになりますぜ。俺たちが頑張って復旧しないと、誰がやるんだって話ですからね」

　聖女様ぁ！

　わしは心の中で思わず叫んだ。

　いいことなのは分かっている。きっと聖女様のことだから、雑草処理の際に水撒まきまでやったのだろう。農業特化の魔力がたんまり込められた水を。

　その結果が、わしの出る幕をすべて奪ってしまっていた。

「邪竜様？　なぜ涙を流しているのですか？」

「花が綺き麗れいだからじゃよ……」

「そうですね。言われて見れば美しいです。ああ、私もつられて涙が」

「まったく感情のこもっていない感激の仕方をするねお主」

　ぽたぽたとレーコの瞳から雫しずくが落ちているが、涙っぽさはまるでない。単純に水分を分泌している感じである。ごしっと袖で一拭きするだけで完全に収まったし。

　そしてとうとう、わしらの歩みは王都の端の城門まで来てしまった。

　ここをくぐれば街道は分岐し、また途方もない異国への道行きが始まる。

「では行きましょう邪竜様。もし道行きに迷いがあるならばこの私にお任せを。第三の眼めにて何処どこへも案内いたします」

「……いや、そうじゃの。わしは反省したよ」

「邪竜様？」

「やはり、変に格好を付けて遠回しに配慮してもらおうとするのはよくないということじゃな。言いたいことは正直に──それがコミュニケーションの本質じゃよな」

　わしは意を決して背中のレーコを振り仰いだ。

「レーコ。実はわしはこの国にもう少し留とどまりたい。わけあって詳しい理由は話せぬ。数年か数十年か……長い期間を過ごすつもりじゃが、わしに付き合ってくれるじゃろうか？」

「遠大なるお考えがあるのですね、承知いたしました。百年でも千年でも。この私は未み来らい永えい劫ごうに邪竜様とともにあります」

　このときわしは無敵になった。

　もはや恐れるものは何もない。あとは善を急ぐだけである。国王に会って「エドワルド氏の別荘滞在の件を改めてお願いしたい」と頼むのだ。

　門の外に向けていた身を、王都の街側へと陽気に翻した。

　そこには。

　建物の屋根に立つ者。ガス灯にぶら下がる者。街路樹に背を預ける者。地下水路の蓋から身を乗り出す者。保護色で塀と同化していた者。そして、堂々と街路に立つ者。

　一瞬前に通ったときは存在しなかった貴族魔導士たちが、即位式のときと同じ正装に身を包んで勢ぞろいしていた。

　街道に立つ一人であるエドワルドが、感嘆したように言葉を発する。

「ここで振り返るとは。やはり、気付かれていましたか……」

「え？　これ何？　わしへのドッキリ？」

「お気遣いありがとうございます。ここで気付いてもらわなければ、我々はプライドが邪魔をして声をかけられぬままとなっていたかもしれない」

　エドワルドは胸に手を当て、わしの眼前まで来て一礼した。

「以前、王宮であなたから聞いた話……プラバス公の復活も、あなたが弱いという話も、私にはすべて信じられませんでした。いいえ、正直に言うと今もなお疑問に思っています。昨晩、あれだけ強大な力を見せつけられたのですから」

「だいたいみんなそう言うんじゃけどね」

　主犯はわしではなく、背中にいるレーコだというのに。

「ですが、あなたはこの国を守るために戦った。それは疑いようのない真実です」

　途端に貴族たちが全員整列する。

「ここに我々は、アスガ国貴族として最大限の謝意を表明する。敬礼！」

　そして全員が、わしに向けて完璧な姿勢の敬礼を向けてきた。

　四方八方から向けられる謝意と尊敬の念がひしひしとわしの身を刺してくる。昨晩戦ったドラゴンの鱗うろこのトゲトゲの方がまだマシだったかもしれない。

「邪竜殿。ご武運を祈っております。いずれ魔王を倒したならば、ぜひ当国でもてなさせていただきたい。お気に召すかは分かりませんが、私も客人用に上等な別荘を持っておりまして。いずれ食事でもご一緒に」

　いずれではない。魔王を倒すなんて条件付きはいらない。

　わしが求めるのは「今すぐ」である。今ここでその本音をぶつけないと、すべては手遅れになってしまう。

　わしはエドワルドにまっすぐ向き合った。

　無数の敬礼がわしの弱音を牽けん制せいし、メンタルをゴリゴリと削ってくる。だが負けるわけにはいかない。わし史上最大の戦いはここで火蓋を切るのだ。

　ついにわしの口が勇気とともに開く。

　たったの一言だけ。

「うん……」







　数時間後。わしはレーコとともに、国外へ通じる街道をてくてくと歩いていた。

「邪竜様。この国に残した用事とやらはよろしかったのですか？」

「……もうええのよ。わしが出るまでもなく、全部解決したみたいじゃから」

　晴天の日が差す青空の下。

　わしとレーコは、あてもなく「魔王討伐」の旅路を再開するのだった。










　あとがき




　一巻に引き続き、二巻のあとがきでもお会いできて嬉うれしいです。榎えの本もと快かい晴せいです。

　みなさまの応援のおかげで、こうして無事に続刊を出すことができました。本当にありがとうございます。

　さて、一巻のあとがきでも感じたことなのですが、どうやら私は本格的にあとがきが苦手のようです。なにしろ、ここまで書くのに五時間もかかりました。

　と、あとがき下手の弱音を装って巧妙に行数を消化したつもりなのですが、まだ丸々一ページ以上残っています。そう、今回二巻のあとがきは二ページあるのです。これが絶望の味。こういうときは、あとがきの本来の役割として作品内容の解説などをすべきなのかもしれません。しかし私個人の信条として、ネタバレ防止の観点からあとがき中でのストーリー言及を避けたいと考えています。こういう無駄なこだわりがあとがきの進捗を余計に妨げていることは否めませんが、簡単に信念を曲げては男がすたります。

　では代わりに何を書くべきか。

　私のプライベートな事項について書くのは、おそらく需要がないものと推察されます。物書きの端くれとして、需要のない文章にページを割くことはできません。

　需要があるとすれば筆者などではなく、作中で描写されない登場人物のプライベート風景でしょう。これはいささか妙案のように思えます。

　というわけで早速、主人公である邪竜様の私生活を赤裸々にします。『一日中ただ草を食べている』以上。なんと、十二文字で終わりました。まるで役に立ちません。

　おっと。そんなこんなと書いているうちに、もう残る文字数が少なくなってしまいましたので、ここからは告知等に移らせていただきます。ちなみに今の気分は、六回途中四失点（一者残塁）で降板する先発投手のそれです。勝敗はともかくやり遂げました。

　以下、まじめ。

　ムロコウイチ先生による本作のコミカライズ単行本一巻が現在発売中です。登場人物たちのコミカルな掛け合いが漫画でさらに面白くパワーアップしており、大好評をいただいております！　素晴らしいコミカライズにしていただき感謝の言葉もありません。

　そしてイラストのしゅがお先生。二巻の新キャラたちも可愛かわいく描かいていただきありがとうございます！　各キャラどれもイメージとぴったりで、特に国王姉妹は理想的でした！

　最後に読者の皆様方。改めて、本作を読んでいただき本当にありがとうございます。また次のあとがきでも会えるよう努力していきますので、どうぞ応援よろしくお願いします！


榎本快晴


















「いろいろあって王宮が壊れたりしてしまったわけだが、余はこれを前向きに捉えたいと思っている。国として心機一転して、改革を進めていくチャンスだとね」

　王宮が壊れるほどいろいろあった直後。瓦礫の山を見つめながら、国王はやたらと前向きな発言をした。

「そう言ってもらえると、わしも少し気持ちが楽になるのう。なんだかんだで、責任の一端はわしらにもある気がするし」

　疲労困憊で地面に伏せていたわしは力なく頷く。ちなみに、まだ体力を有り余らせていたレーコは瓦礫処理を手伝っており、ロゼッタは王宮跡に火事場泥棒が寄り付かないか目を光らせている。

「余としては君たちに責任はないと思っているが──邪竜殿よ。それでももし引け目を感じているのであれば、復興のために協力してくれないか？」

「協力？」

「実は余には前々から考えていたことがあってね」

　そう言って、国王はわしの巨体の前脚をぽんと叩いた。

「我が国は『大魔導士の風穴』のおかげで、山脈越えの要衝として栄えてきた。しかし、いつまでも過去の遺産ばかりに頼っているわけにはいかない。これからの時代は新たな稼ぎの柱として、観光客の誘致にも力を入れて行くべきだと思うんだ」

「おお。そりゃええ案じゃと思うよ。何を目玉にしてアピールしていくのかの？」

「それが何もなくてね」

　あまりにもあっけらかんと放たれた自虐発言に、わしはがくりと頭を落とす。

「いや……国王さん。それは言い過ぎではないかの。いいところもたくさんあると思うよ？」

「そりゃあ我が国にも売りはある。たとえば魔導士の数と質、そして魔法研究に防衛軍備は小国ながらかなりの水準だと思っている。だが、これはおいそれと公開できるものではない」

「まあ、そうね」

「となると食文化を推したいところだが、残念ながらこれも特筆できるようなことはない。交通の要衝として通商が盛んだった分、他所から食材が多く入ってきていてね。今じゃ伝統の郷土料理なんかごく一部でしか食べられない。しかも癖が強くて一般受けしない。美味しいものが食べたければ山を越えてセーレンに行った方がいい」

　頭の中に聖女様の誇らしげな顔を思い浮かべて、わしは申し訳なく頷いた。

「さらにいえば、冬は山脈からの吹き下ろしの風が死ぬほど寒いし雪が積もる。夏場のリゾートに適した土地は貴族の領地となっているから開発ができない。おまけに──」

「もうええ。もうええから。そんなに自分の国を卑下しないで」

　平気そうな口調でマイナス面を羅列していたが、国王は表情をなくして俯きつつあった。しかし、急にわしの方を向いてぐっと拳を握る。

「だからこそ協力して欲しいんだ。この国の観光を盛り立てるには邪竜殿の力が要る」

「そりゃあ協力は構わんけど、わしは大したことはできんよ？」

「なあに、邪竜殿自身は特に何も動く必要はないよ。許可さえくれればいいんだ。この国のマスコットになることについて」

「ああそんなこと。ええよええよ。マスコットくらい──マスコット？」

　真意を測りかねるフレーズが聞こえて、わしは国王を二度見した。

「ああ、具体的には君の銅像を建てる。レーコ君が新しく開通させた洞窟があるだろう。あの場所がちょうどいいな」

「待って待って」

　わしは爪先で国王を軽く突く。

「それはどう考えてもダメじゃろう？　わしは邪竜として怖がられているんじゃから。国ぐるみでそんな風に扱ったら、よその国から怪しく思われてしまうんではないの？」

「心配無用さ。銅像のデザインは、君が薬を飲んで小さくなったときの姿をベースにする。その上でさらに丸っこくデフォルメを加えて、邪竜だなんて分からなくするつもりだ」

「いやいや。その問題をクリアしたところで、わしの像ごときに観光客を誘致できるような効果があるとは思えないんじゃけど」

「ふふふ、存外に自己評価が低いのだね邪竜殿」

　ちっち、と国王は指を振った。

「邪教徒たちの存在を忘れてはいけないよ。彼らは世界各地に支部を持つほどの一大勢力だ。君をモデルにした像を建てれば、たちまち闇のネットワークで噂は伝播し、この国は彼らの聖地巡礼の対象となるだろう」

「そんなの絶対やめた方がええって。わしが言うのもなんだけど、タチの悪い客層ばかりが集まってしまうよ。街中で変な儀式とか始められたら困るじゃろ」

「大丈夫大丈夫。銅像の土台に邪竜殿の手形付きで『一切の不審な言動を禁ずる』とか注意書きをしておいてくれれば、敬虔な邪教徒たちは察してくれるはずさ」

「その注意書き自体が一般の方からすれば限りなく不審じゃと思う」

　和やかなマスコットの銅像の下に意味深な注意書きがあったら、ギャップで余計に不気味さが増しそうである。

　だが国王は至って吞気なもので、

「なあに、観光資源に乏しかった我が国が一気にのし上がれるチャンスだ。多少の問題は気にしないでいこうじゃないか。ほんの少しミステリアス要素があった方が、観光スポットとしては面白いかもしれないしね」

「そりゃそうかもしれんけど……ううん」

　王宮全壊の負い目がある分、わしは反論し辛かった。それが上手くいって観光客が集まるなら、ある意味でお詫びになるのではないか。

「まあ、そうじゃの。万が一にもわしがモデルだってバレないようにデザインを工夫してくれるなら許可してもええかのう……」

「おお、ありがとう邪竜殿！　恩に着るよ！　では、ちょっと待っていてくれたまえ」

　国王がそそくさと瓦礫の方に走っていく。ややあって連れてきたのは──なんと、ロゼッタだった。わしは何歩か後ずさって、

「な、なんでロゼッタさんを連れてくるのかの？」

「ははは。なんせロゼッタは邪竜レーヴェンディアの熱心なファンだからね。マスコット戦略の意見を聞きたいじゃないか」

「わたくしが信奉しているのは本物の邪竜であって、こんなトカゲではないのですけれど」

　渋々といった感じで連れられてきたロゼッタに、国王は銅像の計画を語った。激情家の彼女のことだから、激昂するものかと思ったが──

「はあ……何も分かっていませんのね」

　出てきたのはため息一つだった。

「おや、何か問題があったかな？」

「邪竜の銅像なんて探せば世界中にいくらでもありますわ。今から建てたところで何の新鮮味もありませんことよ。特色を出すために、銅像だけでなく着ぐるみやイメージソングまで作っているところもあると聞きますし」

「そういう情報をレーコ以外の口から聞くと絶望感がまた一味違うものじゃなあ」

　レーコなら妄想で片付けられるが、他の人だとある程度事実に即していそうなのが怖い。

「つまり……我々もその領域までマスコット設定を練らないといけないということかな？」

「いいえ。後追いで泥沼の競争に飛び込んでも勝ち目はないということですわ。こんなトカゲの銅像を建てるくらいなら、その金を他に使った方がよっぽど有意義ではなくて？」

　あのロゼッタからまさかのド正論。これには国王もがっくりと項垂れる。

「なんということだ……。余は妙案のつもりだったが、その実ただのありきたりな発想でしかなかったのか……」

「ええ。名物がないからといって、観光を安易なマスコットに頼るのは愚策中の愚策ですわ」

「なんだか分からないけど結構な問題発言をしている気がするのう」

　謎の不安感に襲われつつも、像の件が白紙になったようでわしは少しだけ安堵した。

「分かったよロゼッタ。余が間違っていた……だが参考までに、邪竜ファンの間で最新のブームを教えてくれないか？　今後の観光促進を目指す上でヒントになるかもしれない」

「そうですわね。わたくしもあまり詳しくは知らないのですが、邪竜ゆかりのパワースポット巡りというのが流行っていると聞いたことがありますわ。行くだけで邪竜の莫大な力の恩恵に与れると」

　その話を聞いた途端、わしは背筋が凍り付いた。

「あ、あの……ロゼッタさん。できれば、そのパワースポットとやらの場所を、分かる限り後で教えてもらえるかの？」

「まさか行くつもりですの？　元から眉唾の話ですし、あなたのようなトカゲが行ったところで何も得られるとは思えませんが」

「いや、そうではなくて──」

　わしは脳裏にレーコの顔を思い浮かべた。あの子がそんな話のある場所に踏み込んだならば、眉唾の話だろうと現実に変えてしまう。

　だから、何としてでも。

「──絶対にその場所だけは避けていこうと思ってな」
















カバー・口絵・本文イラスト／しゅがお

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）










齢よわい５０００年ねんの草そう食しよくドラゴン、いわれなき邪じや竜りゆう認にん定てい２




～だめだこの眷けん属ぞく、どうにかしないと～

【電でん子し特とく別べつ版ばん】








榎えの本もと快かい晴せい





[image: ]





2018年9月1日　発行





(C)Kaisei Enomoto, Syugao 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『齢５０００年の草食ドラゴン、いわれなき邪竜認定２　～だめだこの眷属、どうにかしないと～』

2018年9月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第１章　大魔導士の風穴



		第２章　白銀の忌み子



		第３章　復活の大魔導士



		第４章　恐怖の力



		エピローグ



		あとがき



		電子書籍特典　書き下ろし短編『邪竜様のイメージを活用した観光振興戦略』



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg
BIA=Z—H—XE

D
at—

MBS S

A\

as an evil dragon witha aj





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/img-t001.jpg
Eo000Hs

jmf i 2L 1D Y
DR Pty

%ﬁm%i

WeHo—MS9—





item/image/logo-sneaker.png





item/image/img-p045.jpg





item/image/img-t002.jpg
E0000 Hs
04 i 2L I Y
DeRPM

R R

,).T..D.T. ..Qma__ﬁ \ /N

,/,,\

WS~ 50—

oI x-S &FEALE }

EFRAER
mE
#15% ik E S BR

{





item/image/img-p145.jpg





item/image/img-m005.jpg
IR

W'

M





item/image/img-m006.jpg
o 2 SRR





item/image/img-m003.jpg
sz.%l mESMH~ M





item/image/img-m004.jpg
THeKEmH






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
I ,,

| K m R ROV

|| A—MROVAALRORKONC
|\ VS H RS IR O S0

\






item/image/kuchie-003.jpg
rologue
Tau—-4

W1
AEEto

W2
giEoBAF

W3
OXEBL

WL
Bihoh

epilogue
zEw—5

hEHE





item/image/img-p199.jpg





item/image/img-p097.jpg





item/image/img-m001.jpg
2 LR





item/image/img-m002.jpg
EA KEBHGS B {2





